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極上社長に初めてを奪われて、溺愛懐妊いたしました










恋愛初心者




「紘ひろ人と社長……」

　部屋の中へ入った途端、抱き寄せられて腕の中へ閉じ込められた。

　驚いて顔を上げると、今度は唇を塞がれる。

　それが少しずつ深くなり、苦しくなって、彼のスーツの上着をぎゅっとつかんだ。すると、ゆっくりと唇が離れていく。

「やっぱり嫌？」

　不安そうに揺れる彼の瞳を見つめて、私は小さく首を振りながら「大丈夫です」と答える。

　それを聞いた彼が、安心したように笑った。そして、私を軽く持ち上げると寝室へ移動する。

　気がつくと、私の体はベッドへと沈んでいた。

　スプリングが軋きしむ音がして、彼が私をすばやく組み敷く。

　スーツの上着を脱ぎ捨て、片手でネクタイを緩めると、ワイシャツの第一ボタンを外す。そんな彼の仕草が色っぽくて、ついぼんやりと見とれてしまった。

　けれど、すぐにそんな余裕はなくなってしまう。

「桃もも子こ」

　熱のこもった声で呼ばれると、噛みつくようなキスを落とされる。

　彼の手が器用に私の服を脱がしていき、触れた肌から彼の熱が伝わると、背中にぞくぞくとしたものが駆け抜けていった。

　唇にキスを受けながら、私の両手は自然と彼の背中へと回る。次々と与えられる刺激に、思わず息を詰めた。

　次第に熱に浮かされていきながら、少しだけ残った理性で、ふと思う。

　私たちは恋人でもないはずなのに。どうして、上司である彼とこんなことになってしまったのだろう……。

「あっ……紘人社長……」

　でも、そんなことは、もうどうでもよくなっていく。

　彼の唇が少しずつ下に落ちていくと、首筋を強く吸い上げられた。

　瞬間、甘い痺しびれが体全体に広がっていく。

　今はただこの人と、もっと深く触れ合っていたい――。




＊　＊　＊




　国内外に幅広い事業を展開している『大おお鷹たかホールディングス』。

　その子会社のひとつである『大鷹不動産』は、オフィスビルやマンション、リゾート、都市などの大規模な開発事業を行う、不動産業界では五本の指に入る大手企業。

　国内外に二十ほどの支社と支店を構え、都内のオフィス街にある三十五階建ての本社ビルには、千人を超える社員が従事している。

　その四階にある社員専用のカフェテリアは現在、お昼時とあって多くの社員であふれ、つかの間の憩いの時間が流れていた。

　今年で勤続五年目。秘書室に所属して社長秘書を務めている私こと笹ささ崎ざき桃子、二十六歳もまたそんな社員のひとり。

　仲良しの同期、総務部所属の紫し乃のちゃんと、開発企画部所属の楓かえでちゃんのふたりと楽しいランチの真っ最中。

　みんな所属部署も違えば業務内容も異なるので、三人で集まってランチを取るのは一か月ぶりになる。

　わけあって節約生活を送る私の普段の昼食は、手作りのお弁当かおにぎりと決まっているけれど、この日だけは社食のカフェメニューを楽しむご褒美デー。

　とはいえ、普段からの節約癖が抜けず、選んだメニューはわりと財布に優しいエビピラフとスープのセット。

　そのおいしさに感動しながら、同期との久しぶりのランチを楽しんでいた……はずだったけれど。

「ウソでしょ!?　紫乃、もう新しい男できたの？」

「うん。海外事業部の村むら田たさん」

「村田さん!?　って、たしか、成績優秀で去年と一昨年おととしの二年連続で社内表彰された人だよね」

「そうだよ。彼は、出世コース間違いなしの優良物件！」

「はぁ……。相変わらず、紫乃の男を選ぶ基準にはあきれるわ」

「ちょっと楓！　今、ため息ついたでしょ」

　紫乃ちゃんに新しい彼氏ができたという話題に変わると、楓ちゃんの表情が少しずつ険しくなり、ふたりの会話の雲行きが怪しくなってきた。

「ふ、ふたりとも落ち着いて」

　激しくなっていくトークに焦りを感じてそっと声をかけるものの、小さな私の声はふたりの耳に届かなかったらしい。

「だいたい紫乃が前の彼氏と別れたのって、ついこの前じゃなかった？　それなのにもう新しい男ができるなんて信じられない」

「あのね。言っておきますけど、別れたのは最近じゃないから。えっと、二週間前……じゃなくて一週間前だったかな」

「別れた日すら覚えてないの!?　しかも、二週間前も一週間前も最近のうちに入るから」

　目の前で繰り広げられるピリピリとしたトークに、私は入り込めずにオロオロするだけ。

　紫乃ちゃんと楓ちゃんと一緒にいると、どうしてか私だけ会話に取り残されてしまうことがよくある。

　たぶん、ふたりの性格に私の性格がついていけていないからだと思う。

　緩く巻かれた鎖骨までの長さの栗色の髪を耳のラインでハーフアップにしている紫乃ちゃんは、とにかく明るく前向きで、細かいことは気にしない性格。いつもばっちりメイクで、私服もとてもおしゃれでかわいいので、男性社員から人気がある。

　一方の楓ちゃんは、しっかり者で曲がったことが大嫌いな性格。学生時代にバレーボールをやっていてモデルのようにすらりと背が高く、前髪をセンターで分けた黒髪ショートボブヘアがクールな印象を与えている。仕事に関しても男性社員に負けずにバリバリとこなすので、彼女に憧れている後輩の女性社員は多い。

　そんな同期ふたりと私が初めて会ったのは入社間もない頃の新人研修だった。

　なかなか周囲となじめずにポツンと浮いていた私に声をかけてくれたのが紫乃ちゃんと楓ちゃん。

　彼女たちが言うには、私は同期全員から〝美人すぎて声をかけづらい〟と思われていたらしい。

　自分を美人だと思ったことはないものの、やたらと目立ってしまう存在だとは、子供の頃からなんとなく気がついていた。

　というのも、どうやら私は顔立ちが派手らしい。

　二重でぱっちりとした目に、くるんと長いまつ毛。すっと通った鼻筋に、形のいい唇。シャープな頬に、しゅっとした顎。うしろでひとつに結んでいるセミロングの髪は、染めてはいないのに茶色っぽく艶もある。身長は一六〇センチと同年代女性の平均よりはやや高め。

　この見た目のせいなのか、大学進学を機に上京すると、モデル事務所や芸能事務所の関係者からやたらと声をかけられた。ほかにも、キャバクラにスカウトされたこともある。

　もちろん、そんなものにはいっさい興味がないので丁重にお断りしたものの、しつこい相手には何度も声をかけられてうんざりした。

　だから、なるべく目立たないように、洋服は地味なものを選んで着たり、薄化粧を心がけたり、伊だ達てメガネをかけてみたり。

　そういった努力をしてみたものの、生まれ持った素材はそう簡単に隠せなくて、やっぱり目立ってしまう。

　私はそんな自分の見た目が好きじゃない。この顔立ちのせいで、とくになにもしていないのに注目を浴びる。それが嫌で仕方なかった。

　というのも私は、派手な見た目とは正反対に、性格はとても地味なのだ。

　子供の頃から自分でも認めるほどの引っ込み思案の人見知り。

　小・中・高の通信簿には必ず『もっと積極的になりましょう』と担任の先生からコメントされていた。

　その性格は二十六歳になった今でも変わっていない。

　秘書として働いているのに、こんな性格で大丈夫なのかとよく心配されるけれど、仕事は仕事と割りきっているので、今のところ問題なくがんばれている。

　こんな性格の私だから、紫乃ちゃんと楓ちゃんと一緒にいると、たまに会話から取り残されてしまう。

　今も、右手にスプーンを持ったまま、ふたりの顔を交互に見つめて、ヒートアップしていくトークを静かに見守っている。

「毎度のことながら、紫乃の男の乗り換えの早さには引くわ～」

「うっさい。仕方ないでしょ。私は早くいい男を見つけて結婚したいの。新婚ほやほやの楓様には独身の私の気持ちなんてわからないだろうけどね」

「わかりたくもないわ」

「ひっど。ねっ、桃子は独身仲間だから私の味方だよね」

「えっ、私!?」

　突然、紫乃ちゃんに話を振られて驚いた私は、思わず肩がビクッと跳ねた。その拍子に、手に持っていたスプーンをテーブルに落としてしまい慌てて拾う。

　そんな私を見ていた紫乃ちゃんが、あきれたようにため息をつくのがわかった。

「ごめん。桃子に同意を求めた私がいけなかった。同じ独身仲間とはいえ、桃子はもう重症だよね。二十六にもなっていまだに彼氏ができたことがないなんて。心配」

「それには私も納得。どうして桃子に彼氏ができないのかなぁ」

　紫乃ちゃんの意見にすかさず楓ちゃんが同調する。

　ふたりともついさっきまで言い争いの一歩手前まできていたのに、今はどうして私に彼氏ができないかを真剣に話し合っている。

「たぶん桃子の場合、社内恋愛はまず無理だよね」

「たしかにそうかも」

　紫乃ちゃんの言葉に、楓ちゃんが深くうなずいた。

「秘書室の女性陣って桃子も含めてみんな美人で聡明だから〝高嶺の花〟って思われているところあるよね。話してみたいけど、重役の秘書様に声をかけるなんて恐れ多いって思っている男性社員きっと多いと思うよ」

「それにほら、桃子の場合はあの〝ウワサ〟もあるし」

「あの〝ウワサ〟ねぇ……」

　そこでふたりの視線が同時に私へと向けられた。

　ふたりの言う〝ウワサ〟というのは、私が上司である社長と恋人関係にあるというもの。たぶんほとんどの社員の耳に入っていると思う。

　もちろんそれは事実無根。

　私は、社長の恋人ではない。

　でも、火のないところに煙は立たぬということわざがあるように、社内にそんなデマが流れてしまったのには、ちゃんとした理由があるわけで……。

　きっかけはつい先週の出来事。

　仕事中に貧血を起こして倒れてしまった私を、その場に居合わせた社長がお姫様抱っこで医務室まで運んでくれたのだ。

　その場面を、数名の社員が目撃したことで社内のウワサとなり、どんどんひとり歩きしていった結果『社長と私が恋人関係にある』というでたらめなウワサへと変わってしまった。

　同期である紫乃ちゃんと楓ちゃんには説明してすぐに誤解は解けているものの、社員の中には私と社長の関係を勘違いしているままの人が多くて困っている。

「まったく。桃子もとんでもないウワサを立てられちゃったよね」

　紫乃ちゃんが同情するように私を見つめる。

　けれど、次の瞬間。

　彼女がニヤッと笑って私を見つめた。

「でも、本当のところ桃子は社長をどう思っているの？」

「えっ」

　不意に尋ねられて、質問の意味がわからずに首をかしげた。

「秘書として社長と一緒に仕事をしているうちに、少しは気持ちも動くんじゃない？　ほら、うちの社長ってまだ独身だし、顔もなかなかのイケメンだから。できることなら私が付き合いたいし、結婚したい！」

「紫乃みたいな女なんて絶対に相手にされないから」

　紫乃ちゃんの言葉にすかさず楓ちゃんの鋭いツッコミが入る。

　すると、「それどういう意味よ」と紫乃ちゃんが楓ちゃんを睨にらんで、再びふたりの間にバチバチと火花が走った。

　このふたりはどうしてすぐにピリピリとした雰囲気になってしまうんだろう。一緒に買い物に出かけたり、朝までお酒を飲んでいたり、仲はいいと思うんだけど。

「それで、桃子は社長のことどう思うの？」

　楓ちゃんに向けられていた紫乃ちゃんの視線が、再び私へと戻ってくる。

「どうって聞かれても……」

　どう答えたらいいのだろう。

「好き？　嫌い？　どっち？」

「えっ」

　どうやら答えの選択肢がそのふたつに限定されてしまったらしい。

　すぐに答えられないでいると、紫乃ちゃんが目をキラキラとさせて私の答えを待っている。その様子に、私は小さくため息をこぼしてから答える。

「好きか嫌いかで聞かれたら、もちろん好きだよ。でも、それは上司として尊敬しているという意味で、恋愛感情とは違うからね」

　そもそも恋愛感情というものがどういうものなのか、私は知らない。

　というのも私は、いまだに男性との交際経験がなく、もっと言うと初恋もまだなのだ。だから、私には恋というものがよくわからない。

　それでも、社長のことは素敵な人だとは思っている。

　私の上司であり、大鷹不動産の社長・大鷹紘人さんは、親会社である大鷹ホールディングスの経営者一族のご子息で、将来は全グループ会社のトップに立つと決まっている。

　年齢は今年で三十六歳。

　国内トップクラスの大学を首席で卒業後、実家が経営している大鷹ホールディングスの子会社である大鷹不動産に就職。

　平社員から始まり、二十四歳のときにロンドン支社へ赴任。街の中心部にあるエリアの再開発プロジェクトのリーダーとして現場の指揮をとり、八年かけて完遂させた後、四年前の三十二歳のときに本社へ戻り、社長に就任した。

　本来なら専務のポジションにつく予定だったものの、当時の社長に病気が見つかったため、急きょその後任としてまだ若いながらも満場一致で社長に選ばれた。

　そんな彼だから、大鷹ホールディングス会長である彼のお父様や、彼よりもはるかに年上の重役たちからの信頼も厚く、また社員からも頼りにされ、慕われている。

　おまけに外見もとてもいいから、女性社員から人気がある。

　一八〇センチを超える長身で、すらっとしていて細身だけれど、ほどよく筋肉もあるので頼りない感じはしない。

　少し癖のある黒髪に、整った目鼻立ち。笑うと頬にうっすらとえくぼができる。それがかわいらしいと、女性社員がうっとりとしている姿をよく見かける。

　仕事もできて外見も完璧。

　それなのに、紘人社長はいまだに独身だ。

　それを心配した彼の祖父が頻繁に見合い写真を持って訪ねてくるものの、そのたび冷たくあしらわれている姿を私はたびたび目にしている。

「仕事とはいえ社長とずっと一緒にいるなんて、私だったら絶対に好きになっちゃうけどなぁ」

　紫乃ちゃんが小声でぼそっとつぶやいた。

「ほら、うちの社長って顔もかっこいいし、性格も紳士的で素敵でしょ。いつも気軽に声かけてくれるし。この前なんて守衛さんにもお疲れ様ですって話しかけてたよ。あと、掃除のおばちゃんたちの世間話によく交ざっているのも見るし。なんていうか、みんなに優しい人だよね」

　紫乃ちゃんの言葉に、私は思わずうんうんとうなずいてしまった。

　たしかに、紘人社長はみんなを平等に扱う人だ。

　私たち平社員からしたら、彼は大企業の御曹司で、いずれはグループ全体のトップに立つような雲の上の存在。気軽に話をできる相手ではないはず。

　それなのに紘人社長は、自分から社員との距離を縮めようとしてくれる。そういうところも含めて、私は彼をとても尊敬しているのだ。

　すると、今度は楓ちゃんが「そういえば」と、口を開いた。

「前にうちの部署の先輩が取引先とトラブルになって。今後の修復が難しいくらいの大問題だから、部長と一緒にその件を社長に報告に行ったの。そしたら、その後社長がわざわざ先方の会社へ出向いてトラブル処理をしてくれたみたい。秘書の桃子なら知ってるよね」

「うん。その件なら覚えているよ」

　たしか二週間ほど前だっただろうか。

　その報告があった後、本当なら紘人社長には重役会議が入っていたけれど、トラブル処理は早い方がいいと急きょスケジュールを変更して、先方の会社へ向かった。

　秘書として私も同行したけれど、先方の社長に紘人社長は結構ひどい言葉で罵られていた気がする。でも、彼はそれを真摯に受け止めて、冷静に対応していた。

　そのおかげか、トラブルは尾を引くことなく、先方との関係も切れずに済んだ。

　その帰りの車内で、紘人社長がなにげなくつぶやいた言葉を私は今でも覚えている。

『会社と社員を守るために頭を下げるのも、社長の大切な仕事だからね』

　私は、そんな考えを持っている彼をとてもかっこよく思ったし、改めて紘人社長の秘書になれてよかったと思った。

　これからも秘書として彼を支えていこう。そう決意した瞬間でもある。

「でもさ、社長みたいな人ってきっと許嫁いいなずけがいるよね」

　突然、紫乃ちゃんが話題を変えると、難しい表情を浮かべる。

「桃子と社長がウワサ通りにくっついたらおもしろいなぁと思っていたけど、さすがにそれは無理か」

　彼女はそのままなにか考え込んでしまい、しばらくすると「そうだ」と大きな声をあげる。

「それなら桃子には私が男を紹介してあげる」

　えっ、どうしてそうなるの!?

　唐突すぎて反応に困っていると、紫乃ちゃんが制服のポケットからスマホを取り出した。そして、なにやらすばやく操作を始める。

「紫乃ちゃん。私は、男性を紹介してほしいなんて頼んでないよ」

　控え目に訴えるものの、スマホを操作している紫乃ちゃんの耳には届いていない。彼女はどうやらどこかへメッセージを送ったようで、その返事がきたらしい。

「相手見つけたよ。私の大学の頃のバイト仲間なんだけど、少し前に彼女と別れてからいい出会いがないって嘆いていたんだよね。桃子、彼と食事をしてきなさい！」

「えぇ!?　そんな、突然困るよ」

「大丈夫だって。実はこの前そいつと飲みに行ったとき、桃子の写真を見せたら気に入ってさ。会ってみたいってつぶやいてたから」

　突然の展開に返す言葉もなくおろおろとしてしまう私に、紫乃ちゃんがにっこりと笑いかける。

「とりあえず食事だけでも行ってきなよ。いいやつだっていうのは私が保証するから。それに、桃子もそろそろ恋というものを知った方がいい」

「で、でも……」

　初対面の人といきなりふたりだけで食事をするなんて、私にはハードルが高すぎる。絶対に無理。

　できれば回避したいところだけど、せっかくの紫乃ちゃんの好意を断ることもできない。

「楓ちゃん……」

　助けを求めるように視線を向けると、肩にポンと手を置かれた。

「行ってこい桃子！　初彼氏ゲットだ」

　楓ちゃんにも勧められてしまった。

　これで二対一。紫乃ちゃんと楓ちゃんがタッグを組んだこの展開は、きっともう断れない。

「日付と時間、場所については私が相手と連絡をとって決めとくから。桃子にはまた改めて連絡するね」

　スマホを振りながら楽しそうに告げる紫乃ちゃんに、私は心の中でため息をついた。




　午後の就業開始時刻になり、秘書室のある最上階フロアをとぼとぼと歩いていた。

　同期との楽しいランチタイムのはずだったのに、疲れがたまってしまい気分が重い。

　結局あの後、紫乃ちゃんの提案を断れなくて、彼女の知り合いの男性と食事をすることになってしまった。その日を思い浮かべると、今からため息がこぼれてしまうほど憂うつだ。

　強引にセッティングされてしまい、断れなかった気の弱い自分にも情けなくなる。

　気分はすっかり落ちてしまっているけれど、そろそろ仕事モードに切り替えないと。

　私は、ふぅと小さく深呼吸をしてから、両手で軽く頬をたたいた。

「よしっ。大丈夫」

　これが仕事に入るときのルーティーン。

　引っ込み思案で人見知りの私を消して、秘書としてきちんと業務をこなすための私だけの儀式だ。

　社長室へ向かう前に、まずは必要な書類を取りに、いったん秘書室へ向かうことにした。

　そこには誰の姿もなく、お昼過ぎの穏やかな日差しが差し込んでいる。

　ほかの同僚たちは、それぞれ担当している役員の部屋で仕事をしているのだろう。室長は、たしか午後一で急きょ会議に出席すると言っていた。

　デスクの引き出しにしまってある書類を手に取り、秘書室を出ようとしたときだった。内線が鳴り響き、慌ててデスクへ戻ると受話器を手に取る。

　内線をかけてきたのは、住宅開発を主に行っている部署の部長。彼が、少し言いづらそうに私に告げる。

『すみません、笹崎さん。確認をしていただきたいのですが。先週、千葉の開発予定地に関する報告を社長に提出したのですが、それはまだ社長の手もとにあるでしょうか。できれば、早めに戻していただけたらと思いまして』

「報告書ですか」

　現在進行中の大規模住宅地に関するものだろうか。

　社長のもとへ上がってきた書類を各部署へ戻すのは私の仕事だけれど、そういえばその報告書はまだ戻していない気がする。でも、今朝、社長のデスクを確認したとき既決箱にも入っていなかった。

　先週は出張や会議が重なり社長のスケジュールはいつになく慌ただしかったものの、同じ頃に上がってきた書類はすでに既決されて、それぞれの部署へ戻したと思う。

「わかりました。すぐに確認します」

『よろしくお願いします』

　そこで通話が終わり、受話器を戻した。

　さっそく報告書の行方を紘人社長に確認するべく、私は秘書室を後にする。

　重役の部屋が並ぶ最上階フロアだけに敷かれたカーペットの廊下を進むと、社長室に到着した。

　入室の前に軽く扉をノックするものの、返事がない。いつもならすぐに『どうぞ』と社長の声が返ってくるはずだけど。

「――失礼します」

　ゆっくりと扉を開けて入室すると、紘人社長はデスク上のノートパソコンで、日本語と英語を器用に使い分けてテレビ通話をしているところだった。

　私の姿を確認すると、彼の視線が部屋の中央にある応接セットへと向かう。どうやら、〝そこのソファに座って待っていて〟というメッセージらしい。

　私は、移動すると静かに腰を下ろした。

　ふとテレビ通話の内容が気になり、そっと耳を傾ける。ほとんど英語での会話だが、私も一応英語は話せるのでなんとか聞き取ることができる。

　それから察するに話の内容は、大鷹不動産が現在進行中のロンドンにあるビジネス街に建設予定の高層オフィスビルについて。

　打ち合わせの相手は、ヨーロッパ支社長の日本人社員と、イギリス人の現地関係者だろうか。

　もともとヨーロッパでの大鷹不動産の地盤を固めたのは、当時、ロンドンの市街地にあるエリアの再開発プロジェクトの現場リーダーを務めていた紘人社長だ。

　それもあり、現地情報に詳しく、地元の建設会社などとも懇意にしている彼には、こうしてたびたびヨーロッパ支社から連絡がくる。

　それにしても、ロンドンとの時差を考えると、向こうはまだ早朝の時間帯。どうやら、着工スケジュールで現地の建設会社との間に食い違いがあったらしく、早急な解決を求められているらしい。

　焦った様子で話すヨーロッパ支社長に対して、紘人社長は冷静だ。落ち着いた声で的確に指示を出している。

　その様子からして、テレビ通話はまだしばらく終わりそうにない。

　このまま話の内容に耳を傾けていても、私には現地の状況をどうすることもできないので、書棚の整理をしながら待つことにした。

「――それじゃあ、その方向で進めて。またなにかあったら時間は気にせずに連絡してきていいから」

　それから二十分ほどが経った頃。ようやく話がまとまったらしく、テレビ通話が終わった。

「お待たせ、笹崎さん」

　紘人社長に声をかけられ、いつの間にか書棚の整理に没頭していた私は、ハッと驚いて振り向いた。

「俺になにか用事があった？」

「はい」

　社長室を訪れた目的を思い出した私は、書棚から離れて、紘人社長のいるデスクへと向かう。

「先ほど事業開発部長より連絡がありまして、千葉に開発予定の住宅地に関する報告書の件を尋ねられました。先週、たしか社長が出張からお戻りになった翌日に報告書が上がってきたと思うのですが、目は通されましたでしょうか」

「ああ。それなら……」

　紘人社長はデスクの引き出しを開けて中を探ると、目的の報告書を取り出す。

「これだよね」

「はい。そちらかと思います。部長が、できれば早めに戻してほしいとおっしゃっていました」

「そうか。でも、これちょっと気になるところがあるから、確認しようと思っていたんだよね。部長と担当者呼べる？」

「すぐに連絡します」

　そう答えると、私は社長のデスクに置かれている電話をお借りして、事業開発部へと内線をかけた。

　事務の女性社員が出たので、部長へとつないでもらう。確認したい件があるので社長室へ来てほしい旨を伝えると、担当者二名とともにすぐにこちらへ向かうと返事があった。

「社長。部長たちですが、これからいらっしゃるそうです」

「わかった。ありがとう、笹崎さん」

「いえ。私は秘書室におりますので、なにかございましたらご連絡ください」

　そう伝えてから一礼すると、私は社長室を後にしようと扉へ向かう。

「待って、笹崎さん」

　けれど、ドアノブに手をかけたところで紘人社長に呼び止められてしまった。

　振り向くと、なぜか紘人社長がこちらに向かって歩いてきて、私のすぐ目の前でピタッと足を止める。

　その距離がとても近くて、思わず一歩後ずさり、背中が扉にあたってしまった。

　すると、背の高い紘人社長が腰を屈かがめて、私の顔を覗のぞき込んでくる。

　ど、どうしたんだろう。

　突然、こんなに至近距離で見つめられて、恥ずかしくなった私はつい視線を足もとに落としてしまった。

「うん。顔色は大丈夫そうだ」

　その声に視線を上げると、紘人社長がふっと優しく微ほほ笑えんでいる。

「あれから体調はどう？」

「体調ですか……？」

　一瞬、なにを尋ねられているのかわからなかった。でも、すぐに私が貧血を起こして倒れたときのことだと気がつく。

「体調は問題ありません。ご迷惑をおかけしてしまい申し訳ありませんでした」

「いいよ、気にしなくても。それよりも、あまり無理はしないようにね。体調がよくなかったら遠慮なく俺に言って」

　微笑みながらそう告げた紘人社長の手が不意に私の頭にのり、そのままポンと優しくなでられる。

　瞬間、ドキッと心臓が跳ねた。

　紘人社長の手はすぐに離れて、何事もなかったように彼は自身のデスクへと戻り、仕事を始める。

　一方の私はというと、紘人社長の手が頭に触れただけでドキドキしてしまい、そんな自分を落ち着けるために小さく深呼吸を繰り返した。

　紘人社長の秘書になってこの春で一年。

　特別な意味を持たない、いつものなにげない彼のスキンシップに対して、私はいまだに慣れることができなくて、うろたえてしまう。

　それもこれも、私に男性経験がまったくないからなのかもしれない。

　紘人社長に目を見つめられて微笑まれたり、少し触れられたりするだけで動揺してしまう。

　それを克服するには、やっぱりそろそろ恋愛というものを経験するべきなのだろう。

　今から憂うつで仕方のない紫乃ちゃんの男友達との食事も、もっと積極的になった方がいいのかもしれない。

　うまくいけばお付き合いに発展することだってあるのだから……。

　でも、この年齢までいっさい恋愛をしてこなかった私にとって、誰かを好きになったり、お付き合いをしたりするということが、どうしてもイメージできない。

　みんないったいどんなきっかけで人を好きになって、どんなきっかけでお付き合いを始めるのだろう。

　そもそも恋とはなんなのだろう……。

「笹崎さん」

「は、はい」

　不意に紘人社長に声をかけられ、驚いて顔を上げた。

　私としたことが。ここがまだ社長室だというのに、ついうっかり仕事とは関係のないことで頭を悩ませてしまった。そんな自分に反省する。

「部長たちが来たらお茶を出してくれるかな」

「わかりました。社長にはいつもの紅茶でよろしいですか」

「ああ。よろしく頼むね」

　にっこりと微笑むと、紘人社長は片手に持っている報告書へと視線を落とす。その姿に一礼すると、私は静かに社長室を後にした。










きっかけの夜




　五月の連休を終えた、二日目の出勤日である金曜。

　私は秘書室で、午後の穏やかな日差しを背中に受けながら、コピー機のスタートボタンを押した。

　紘人社長がこの後控えている会議に必要な資料で、人数分の用紙がトレイから排出されるのを見つめている。

　ふと隣に誰かの気配を感じた。

「笹崎、お疲れ」

「お疲れさまです、天あま野の室長」

　現れたのは、秘書室長の天野奏そう介すけさん。

　爽やかな短髪の黒髪に、スクエア型の黒縁眼鏡。一重の切れ長の目に、キリッとした眉。スーツの上からでもわかる鍛えられた体格は、学生時代にラグビーをしていたからだそうだ。性格は、おしゃべりのお調子者。

　そんな天野室長は昼過ぎからずっと常務と執務室にこもっていたが、どうやら戻ってきたようだ。

　ということは、彼がここしばらく頭を悩ませていた案件が解決したのかもしれない。

「室長。常務の新しい秘書の方は決まりそうですか？」

「ああ、ようやくな」

　私の問いかけに、天野室長は心の底からホッとしたような深い息をこぼした。その様子に、思わず同情してしまう。

　常務秘書をしていた女性社員が、しばらく休職することが決まったのは先月の四月半ばの頃だった。

　理由は妊娠。初期の頃からたびたび出血があり仕事を休んだり早退したりを繰り返していたものの、今回、切迫早産と診断され、大事を取って休職することになった。

　復帰できたとしても、秘書の仕事は担当役員のスケジュールに振り回されることも多く、なかなかのハードワークだし、気苦労や負担も大きい。

　そのため、彼女の希望もあり、秘書室から別の部署へ異動になる予定だ。

　そこで、空席になってしまった常務秘書を、急きょ社員の中から選ばなくてはならなくなり、ここ数日、天野室長がそれに奔走していた。

　常務はこだわりが強い方のようで、何人か候補を選んでもなかなか同意を得られなかったらしい。

　天野室長がずいぶんと頭を悩ませているのを近くで見ていた私としても、無事に常務の秘書が決まり一安心だ。

「これでようやく肩の荷が下りた」

　天野室長は「よかった、よかった」とつぶやきながら、自席へと移動するとイスに深く腰を下ろす。

「うちの役員は、仕事はできるが個性がありすぎて大変だよな。頭が固かったり、気難しかったり、変なこだわりがあったり。秘書を決めるのもひと苦労だ」

　ぼやきながら、天野室長の指がパソコンのキーボードを打つ。

「そう考えると、あの個性派揃そろいの役員をしっかりと束ねているんだから、紘人はやっぱりすごいよ。あいつ、子供の頃からやけに人望があるし、不思議とみんなあいつについていきたくなるんだよな」

　社長のことを〝紘人〟と気軽に呼び捨てできるのは、社員の中では天野室長だけだろう。

　というのも、ふたりは同じ年で、さらに親戚関係にあるそうだ。

　幼稚園から始まり、小・中・高と同じ私立の学校へ通い、さらに大学まで一緒。そして、現在も同じ職場で働いているのだから、きっと天野室長は先ほどの自分の言葉通り紘人社長に〝ついていきたくなった〟のだろう。

「ああ、そうだ。紘人といえば……」

　キーボードを打っていた指を止めて、天野室長がふと私を見つめる。

「社内でおもしろいウワサを聞いたぞ」

「ウワサですか？」

　一瞬、それがなんなのかわからなかった。

　けれど、次の瞬間ハッと気がつき、全力で否定する。

「ち、違います。誤解ですからね。私と紘人社長はなにもないです」

「そんな必死になるなよ。逆に怪しいぞ」

　私の反応を見て、天野室長が楽しそうに声をあげて笑う。

　彼がいったいどこでそのウワサを耳にしたのかはわからないけれど、ついに秘書室にまで届いてきたらしい。もしかして、天野室長が知っているなら、彼と親しい紘人社長の耳にも入っているのだろうか……。

「あの、もしかして紘人社長もこのウワサをご存じなのでしょうか」

　そうであってほしくなくて、祈るように天野室長に尋ねる。

「いや、紘人は知らないだろ。あいつ自分のことに無頓着だから。俺も話してないし」

「そうですか」

　それを聞いて、ホッと胸をなで下ろした。

　できれば、紘人社長は知らないままでいてほしい。私と恋人同士のウワサがあるなんて、彼からしたらきっと大迷惑な話だから。

　コピーを終えて腕時計に視線を落とすと、十五時から始まる会議まであと三十分以上。紘人社長が主宰の会議なので、会場のセッティングは秘書である私の仕事になっている。

　机とイスを並べて、人数分の資料を配布する。三十分もあれば余裕でできそうだ。

　さっそく、コピーした資料を持って秘書室を出ようとすると、天野室長に呼び止められた。

「なぁ、笹崎。朝からずっと思っていたんだけど、なんか今日は雰囲気が違うな」

「え？」

「服装がいつもと違う」

　自席のイスに座ったまま天野室長が顎に手をあてて、私を上から下までじっと見る。

　さすが、天野室長。そういうところはとても目ざとい。

　たしかに、今日の私はいつもと少しだけ雰囲気が違う。

　普段の私の服装は、濃紺のスーツに白のブラウスという、わりと地味な組み合わせがほとんど。そのため、天野室長からはよく『お堅い』と言われてしまう。

　そんな私の今日の服装は、とろみ感のある素材の淡いピンク色のブラウスに、膝丈の白のタイトスカート。それに黒のジャケットを羽織っている。

「なんていうか、笹崎はもともとの素材がいいから普段の地味な服装でも華があるが、今日はまた一段ときれいというか。きれいすぎてちょっと近寄りがたい感じがする」

　そう言われて、思わず自分の服装を確認してしまう。

「派手すぎでしょうか」

「いや、いつもが地味すぎるからそのくらいがちょうどいいだろ。似合ってると思うけど」

「それは、どうもありがとうございます」

　褒められたと解釈して頭を下げる。

「もしかして、仕事の後になにか予定でもあるの？」

「えっと……」

「さては、男とデートだな」

「えっ」

　さすが、天野室長は鋭い。

「それならそうと早く言えよ。仕事一直線で男になんてまるで興味のなさそうだった笹崎にも、ついに彼氏ができたのか。上司としてとてもうれしいぞ。で、どんな人なんだ」

「違います」

「へ？」

　ニヤニヤしていた表情が一変して、天野室長はきょとんとした顔で私を見つめる。

　そういえば彼は、紫乃ちゃんと楓ちゃんの次に、私に彼氏ができないことを心配してくれていた。

　私は、ため息をひとつ落としてから、天野室長に向かって冷静に告げる。

「仕事の後に予定があるのは事実です。でも、ご期待に応えられず申し訳ないのですが、彼氏とのデートではありません」

「じゃあ、そのいつもよりも気合の入ったおしゃれの理由は？　俺は、彼氏とのデートだから着飾っているのかと思ったんだけど」

　ぐいぐいと詰め寄られ、戸惑いながらも、観念した私は白状する。

「彼氏ではありませんが、男性と食事の約束をしています」

「それってやっぱりデートだろ」

「いえ、デートではないです」

　今夜は、紫乃ちゃんの友人の男性と食事をすることになっている。

　まだ初対面なのにデートと呼んでいいのだろうか。相手の方については名前と年齢、そして職業しかわからないし、まだ連絡先すら知らないのに。

　今日の食事会場も、待ち合わせの時間も、すべて紫乃ちゃんが間に入ってセッティングしてくれた。

　ちなみに、今日の私の服装も紫乃ちゃんからの借り物だ。せっかくだからおしゃれをして行きなさいと言われて、強引に渡されたので仕方なく着てきた。

　でも、ピンクの服なんて普段からほとんど着ないから、そわそわと落ち着かない。タイトスカートも動きづらくて着心地がよくない。私にはいつもの地味なスーツが落ち着く。

　今夜の食事もあまり気乗りしないし、早く済ませてしまいたいのが本音だ。

「詳しいことはプライベートなので控えさせていただきます」

　まだなにか聞きたそうにしている天野室長にぴしゃりと告げて、この話題を終了させる。

「それでは、私は会議の準備がありますので失礼します」

　軽く頭を下げて背中を向けると、秘書室を後にするため私はドアノブに手をかけた。

　ふとコピーを終えたばかりの資料が気になり、手もとの書類に視線を落とす。それを確認しながら扉を開いて廊下に出ると、ドンとなにかにぶつかった。

　私の視界いっぱいに広がるのは白のワイシャツとネクタイ。

「すみません」

　急いで顔を上げると、そこにいたのが紘人社長でさらに慌ててしまう。

　視線を落としていたせいで、扉の向こう側にいた紘人社長に気がつかず、彼の胸に勢いよく飛び込んでしまったようだ。

　恥ずかしさと申し訳なさで体が固まってしまう。

「大丈夫？」

「は、はい」

　紘人社長に優しく声をかけられて、動揺しながらもなんとかうなずく。

　すぐに離れようとすると、焦っていたせいか今度は足がもつれてよろめいてしまった。そのままバランスを崩してうしろに転びそうになる私を抱き留めてくれたのは紘人社長だ。

「おっと、危ない」

　片手を私の腰に回して、ぐっと前に引き寄せてくれる。おかげで転ぶのは避けられたものの、私は再び紘人社長の胸の中に戻ってきてしまった。

　今度は腰に手を回されて抱き留められているせいか、ぶつかったときよりもお互いの体が密着している。

　ふと鼻をかすめた紘人社長の香水の香りに胸がドキッと高鳴った。

　たぶん今顔を上げると紘人社長の顔が至近距離にあるのだろう。そう思うと緊張してしまい、私は彼のネクタイをじっと見つめる。

「すみません。資料に気を取られていました」

「いや、俺の方こそすまなかった」

　紘人社長が私の腰に回る手をそっと離した。そして、それとは反対の手に持っていた分厚いファイルを私に見せる。

「追加のコピーを頼みたいんだけどいいかな」

　どうやらそれを頼むために秘書室へ来たところを、飛び出してきた私がぶつかってしまったらしい。

「はい。すぐにコピーいたします」

　私は、紘人社長からファイルを受け取る。

「終わったらほかの資料と一緒に会議室のデスクに並べておいて」

　用件を伝えると、紘人社長はすぐに社長室へと戻っていく。廊下を進むその背中を見つめながら、私はいまだにドキドキしている心臓を落ち着かせる。

　ふと、初めて紘人社長に挨拶をした日のことを思い出した――。




『本日より大鷹社長の秘書を務めさせていただきます、笹崎桃子と申します。精いっぱいがんばりますので、よろしくお願いいたします』

　私が、紘人社長の秘書になったのは去年の四月。

　それまでは住宅事業部で三年ほど事務を担当していたので、突然の秘書室への異動の内示にとても驚いたのを覚えている。

　大学の頃に秘書検定の一級には合格していたものの、就活に役に立ちそうだと思い取得しただけ。秘書になりたかったわけではないし、希望を出してもいなかった。

　それなのに、どうして私が秘書室へ異動になったのか、自分でもわからなかった。

　当時所属していた部署の上司からは、普段の真面目な仕事ぶりや気遣いのよさで抜擢されたのではないかと言われた。

　でも、私に秘書の仕事が務まるのか、最初はとても不安でいっぱいだった。

　しかも秘書室へ異動した私が担当するのが、まさかの社長だと知ったときは驚いて震えた。

　絶対に無理。無理に決まっている。

　でも、辞令を断ることはできないので、腹を決めてなんとかがんばろうと自分を奮い立たせた。

『大丈夫だよ。そんなに緊張しなくても』

　初めて紘人社長に挨拶をしたとき、彼は私を見て微笑んでいた。

『自分で言うのもあれだけど、俺はたぶん副社長やほかの役員に比べたらだいぶ扱いやすいと思うから安心して。ほら、もっと肩の力を抜いていいよ。今日からよろしくね、笹崎さん』

　ガチガチに固まっていた私の緊張をほぐすような優しい言葉と穏やかな笑顔。

　それを見て、彼がウワサ通りの人だと思い、ホッとしたのを覚えている。

　それと同時になぜか胸がきゅっとしめつけられた。もうそれほど緊張はしていないはずなのに、心臓がドキドキと高鳴って、それを抑えるのに必死だった。

『あっ、そうだ。俺のことは名前で呼んで。ほら、うちの会社って同族経営だからグループ会社も含めると〝大鷹〟がたくさんいるでしょ。だから、区別がつくように、俺のことは〝紘人〟でいいよ』

　大鷹家の嫡男である紘人社長は、いずれは大鷹ホールディングスの会長となり、大鷹不動産を含むすべてのグループ会社を背負って立つ人。

　私たち平社員からしたら雲の上の存在なのに、彼は自分の立場をおごったり、ひけらかしたりすることもなく、気さくな振る舞いで声をかけてくれる。

　自分に〝社長秘書〟が務まるのか不安はあったものの、紘人社長の秘書なら大丈夫かもしれない。

　そんな自信を私に持たせてくれた紘人社長は、とても素敵な人だと思った――。




「……会議まだ続いているのかな」

　秘書室にある自分のデスクから、壁に掛かっている時計を見上げると、時刻は十七時半を過ぎていた。終了予定からすでに三十分以上が経過しているものの、会議が長引いているのか紘人社長が戻ってこない。

　私の退勤時間は過ぎたし、今日の仕事はすべて終わっているので、ノートパソコンの電源を落とす。けれど、まだ会議室の片づけが残っているので帰れない。

　会議が長引くのはいつものことだ。

　ほかにすることもないので、給湯室の掃除でもしながら時間をつぶす。

　そのうち同僚たちが次々と仕事を終えて帰宅していき、秘書室には私ひとりだけが残ってしまった。天野室長はまだ残っているようだけれど、今は常務室で仕事をしているので不在だ。

　再び、視線を時計へ向けると、もうすぐ十八時になろうとしている。

　普段の私ならどれだけ帰宅が遅くなっても気にはならない。でも、今日はこの後十九時半に予定が入っている。

　すでに会議は一時間ほど延びているのだから、ここからさらに一時間も長引くことはないと思う。けれど、さすがにそろそろ心配になってきた。

　給湯室の掃除も終えてしまい、さて次はなにをして時間をつぶそうかと考えていると、内線が鳴った。

「はい。秘書室、笹崎です」

『紘人です。会議、今終わったよ。ごめんね、遅くなって』

「いえ、お疲れさまでした。すぐに片づけに向かいます」

　内線を終えると、私は秘書室を出た。

　エレベーターを使い会議室のある二十階まで降りると、途中の廊下で会議に参加していた社員たちとすれ違う。一人ひとりに「お疲れさまです」と頭を下げなら、会議室にたどり着く。

　もう誰も残っていないだろうと思っていると、そこにはひとり、紘人社長の姿があった。

　壁に背中をつけて寄りかかり、片手をズボンのポケットに入れ、もう片方の手で持っている資料にじっと視線を落としている。

「社長。お疲れさまです」

　そう声をかけると、紘人社長はハッとしたように顔を上げた。

「お疲れ。ごめんね、笹崎さん。会議がだいぶ長引いてしまった」

「いえ。私は大丈夫です。これから片づけをしますので、社長は先にお戻りになってください」

「ああ、わかった」

　そううなずいたものの、紘人社長は壁に背を預けたまま、その視線は再び手もとの資料に向かう。

　早急に確認したいことでもあるのだろうか。気になりつつも、私は会議室の片づけを始めた。

　コの字型に配置されている細長いデスクとイスをもとの位置に戻していくのだが、キャスターがついているので動かしやすく、それほど大変な作業ではない。

　すばやく終えると、ホワイトボードに書かれている文字を消して、ブラインドを下げればあっという間に片づけは終了した。

「お疲れさま。さてと、戻ろうか」

　紘人社長が手もとの資料から顔を上げると、寄りかかっていた壁から背中を離す。

　結局、彼は私の片づけが終わるまで会議室を出ようとはしなかった。

　もしかして、資料の確認をしながら私を待っていてくれたのだろうか……。

「笹崎さん。早く出ないと電気消しちゃうよ」

　入り口の壁にある照明スイッチに手をかけている紘人社長に呼ばれて、私は慌てて会議室を出た。

　廊下の窓から見える外の景色はすでに暗くなっている。

　会議室を施錠してから廊下を進むと、社員たちが慌ただしく移動している日中とは違い、定時をとうに過ぎている社内はシンと静まり返っていた。

　それでも、残業をしている社員もちらほらいるようで、まだ電気のついているフロアもある。

　私と紘人社長は最上階へ向かうため、高層階専用のエレベーターの到着を待つ。扉が開くと、まずは私が先に乗って〝開〟ボタンを押し、後から紘人社長が乗り込むのを待った。それから最上階のボタンを押して扉を閉める。

　静かにエレベーターが上昇していく中、斜めうしろを確認すると、腕を組んだ紘人社長が軽く壁に寄りかかり小さく欠伸あくびをしている姿が目に入った。

「だいぶお疲れのようですね」

「ん～。そうなのかも」

　眉間を軽くもみながらそう答える彼は、やはりそうとう疲れがたまっているらしい。

　最近は、出張や仕事後の会食、休日にも接待が続いていたから無理もない。

「今日は早くご自宅に戻られて、ゆっくりとお休みになってください」

「そうしたいところだけど、会議の内容を今日中にまとめたいんだ」

　どうやらまだ仕事を続けるつもりらしい。

「笹崎さんは先に帰っていいからね」

「いえ、私もお手伝いします」

　普段の私なら、帰宅の許可をいただくと素直に会社を後にする。

　でも、なんとなく今日は、珍しく疲れた様子を見せる社長を放ってはおけなかった。

　私にもできることがあるなら手伝いたい。

　それに、社長がしっかりと会社を出るまで確認しないと、放っておけばずっと会社に残って仕事を続けてしまうので心配だ。

「会議の資料をまとめたら今日はもうお帰りください。できることがあるなら、私もお手伝いしますので」

「いいの？　俺の手伝いなんかしていたら帰るのがさらに遅くなるよ」

「大丈夫です」

　そう答えてから、ちらっと腕時計を確認する。

　十九時半の約束まであと一時間ほどある。遅くとも十九時には会社を出ることができれば、なんとか間に合うだろう。

　そこでようやくエレベーターが最上階へ到着して、ゆっくりと扉が開く。

　私が〝開〟ボタンを押している間に紘人社長が先に降りて、続いて私もエレベーターを出た。

　最上階のフロアは、もうすでに役員も社員も帰宅しているようで静かだ。唯一、秘書室の扉の隙間から明かりが漏れていて、おそらく天野室長が残って仕事をしているのだろう。

　社長室に入ると、紘人社長はさっそく執務机へと向かい、スーツの上着を脱ぐとイスの背もたれにかけた。そのまま立った状態で、腰を少しだけ屈めてパソコンの電源をすばやくつける。

「それじゃあ笹崎さんは、この資料をそこのファイルに件名ごとにまとめて、しまっておいてくれるかな」

「わかりました」

　紘人社長から先ほどの会議で使っていた資料を受け取ろうとすると、思わず彼の手に私の手が触れてしまった。

「あっ、すみません」

　とっさに謝ったものの、触れてしまった手がなんだか熱い気がして気になる。

「社長。少しだけ失礼します」

　心配になった私はとっさに紘人社長の方へ手を伸ばし、彼のおでこに触れた。そして、もう片方の手を自分のおでこにあてて、比べてみる。

「熱はないようですね」

　よかった。どうやら手の火照りも私の気のせいだったのかもしれない。

　ひと安心して紘人社長のおでこから手を離すと、驚いたように目を見開いている彼と視線がぶつかる。

　そこで初めて、自ら紘人社長に触れるという大胆な行動を起こしたことに気がつく。途端、一気に恥ずかしさがこみ上げた。

「す、すみません。先ほど少し触れてしまった手が熱かったので、熱があるのではと心配になりまして……」

　私は、しどろもどろになりながら、先ほどの自分の行動の理由を説明した。

「すぐに資料をファイルに戻しますね」

　この空気を変えるため早く仕事にとりかかろう。そう思って、紘人社長からすばやく距離を取ろうとすると、不意に手首をつかまれて引き戻されてしまった。

「あ、あの、社長……？」

　少し強引に引き寄せられたこともあり、その行動の理由がわからなくて、私は紘人社長を見つめる。

　突然、どうしたんだろう。

　もしかして先ほどの私の行動を怒っているのだろうか。勝手に触れるのはやはりまずかったらしい。だとしたらもっとしっかりと謝罪しないと。

　どうしよう、どうしよう……。

　焦っていると、じっと私を見つめたままだった紘人社長の表情がふっと微笑む。

「……ダメだな。今この状況で、君にそんなことをされると、さすがの俺ももう我慢が利かない」

　そう告げた彼の顔が不意に傾き、そのまま私へゆっくりと近づいてきた。

　その言葉の意味も、この行動の意味もわからないまま、私はじっと固まってしまう。そうしている間にも紘人社長の顔が私のすぐ目の前まで迫り、思わずきゅっと目を閉じた。

「ごめん」

　すると、つかまれていた手首が突然、解放される。

　閉じていた目をゆっくり開けると、紘人社長が私からすばやく顔を背けた。そのままイスに腰を下ろし、何事もなかったように仕事を始める。

　今のは、なんだったのだろう……。

　私の手首には、紘人社長につかまれていたときの感覚がまだはっきりと残っている。

　頼まれた仕事に取りかかるものの、先ほどの紘人社長の行動が気になってしまう。

　突然、顔が近づいてきて、あと少しで唇が触れそうになった。

　もしかして、キスをされそうになったのだろうか……。

　そこまで考えて、大きく首を横に振る。

　そんなはずない。だって、まだ経験したことはないけれど、キスというのは好きな人同士のすることだ。私と紘人社長はそういう関係ではないからきっと違う。

　それじゃあ、さっきのはいったい……。

　気になるけど、考えるのはやめた。きっと深い意味なんてないのかもしれない。

　それに、考えたところで答えは出ないような気がして、私は仕事に集中することにした。

　その後、私の作業は終わったものの、紘人社長はまだ仕事を続けているようだ。

「社長。なにかお飲み物でもお持ちしましょうか？」

　そう尋ねると、彼は首を横に振る。

「いや、大丈夫。俺ももう終わったから」

　紘人社長がノートパソコンを閉じて、執務イスから立ち上がると大きく伸びをする。

「今日は帰ろうか」

「はい。お疲れさまでした」

「お疲れさま。付き合わせちゃってごめんね」

　イスの背もたれにかけていたスーツの上着を羽織りながら、紘人社長が申し訳なさそうに私を見つめる。

「いえ。それよりも社長、今夜はご自宅でゆっくりとお休みになってください」

「そうするよ。心配してくれてありがとう」

　紘人社長の穏やかな笑みに、私も笑顔を返す。

「では、失礼いたします」

　私は、ドアノブを回して、そっと社長室を後にした。

　帰宅する前に秘書室へ寄ると、まだ仕事をしていた天野室長が私の姿を見て驚いた顔をする。

「あれ!?　笹崎、まだ残ってたの？」

「はい」

　そううなずくと、彼は壁にかかった時計を指さす。

「時間大丈夫か？　食事の約束しているんだろ」

「時間……あっ！」

　そこでようやく気がつき、思わず大きな声が漏れてしまった。

　しっかりと覚えていて、時間を気にしていたはずなのに。お疲れの様子の紘人社長が心配で、彼の仕事の手伝いに集中していたらいつの間にか時間の経過を忘れていた。

　時刻は十九時二十分。

　約束の時間まであと十分しかない。

「天野室長。私はこれで失礼します」

「おう。気をつけて帰れよ」

「はい」

　ぺこりと頭を下げると、私は秘書室の奥にあるロッカールームへと向かいバッグを手に取る。

「お疲れさまでした」

　もう一度、天野室長に挨拶をしてから、急いで会社を出た。




　それから最寄駅で電車に乗り、待ち合わせ場所のレストランへと向かう。

　遅れると伝えたくても、連絡先を知らないのでそれができない。とりあえず、紫乃ちゃんに連絡をしてみたものの、メッセージがいっこうに既読にならない。電車を降りてから電話をかけてみても出てくれない。

　今日は金曜日だ。きっと今頃、彼氏との時間を楽しんでいるのかもしれない。

　紫乃ちゃんに連絡がつかないことには、相手の男性に遅れる連絡ができない。今頃、彼は待ち合わせ場所で私を待っているのだろうか。そうだとしたら、だいぶ失礼なことをしてしまっている。

「どうしよう、どうしよう」とつぶやきながら、私はとにかく必死に走った。

　けれど、待ち合わせ場所のレストランの前には誰もいなかった。

　全力で走ってきたせいで荒くなってしまった呼吸を整えながら、腕時計を確認すると時刻は二十時を過ぎている。

「間に合わなかった……」

　三十分以上も待たせてしまい、どうやら男性はすでに帰ってしまったらしい。その事実に呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまう。

　今夜の食事は、紫乃ちゃんに強引に決められてしまったので、正直に言うとあまり乗り気ではなかった。

　とはいえ、約束をしたのだから、相手の男性に失礼のないようにしようとは思っていた。相手が、同期である紫乃ちゃんの友人なのだからなおさらだ。

　それなのに私は、彼を三十分以上も待たせてしまった。きっと、約束の時間になっても現れない私に怒って帰ってしまったのだろう。

　初対面の男性に大変な失礼をしてしまった。その事実に、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

　気持ちがストンと落ちてしまい、体に力が入らない。

　こんなことになるなら、相手の連絡先をしっかりと聞いておけばよかった。でも、そんな後悔をしてももう遅い。

　これからどうしよう。どうするべきだろう。紫乃ちゃんとも連絡がつかないし……。

　しばらく呆然と立ち尽くしながら、スマホを片手に握りしめ、私はこれからの自分の行動を考え続けていた。

「笹崎さん？」

　すると、不意に名前を呼ばれた。辺りを見回すと、道路の脇にハザードランプをつけて停車している一台の車を見つける。運転席側の窓を開けて私に声をかけてきたのは、一時間ほど前まで一緒に仕事をしていた人物で……。

「紘人社長!?」

　まさかこんな場所で会うとは思わず、驚きで体が固まってしまう。

「急に声をかけてごめんね。俺のマンションこの近くだから」

　そう告げて、紘人社長が指で示した先にはツインタワーの高層マンションがそびえ立っている。

　住所だけは知っていたものの気がつかなかった。

「笹崎さんひとり？」

「は、はい」

「ちょっと待っていて。今から俺もそっちに行くから」

「えっ」

　わざわざ来なくても大丈夫なのに、私がそう伝える前に紘人社長は車を発進させてしまった。どうやらすぐ近くにあるコインパーキングに車を止めるらしい。

　そのまま待っていると、しばらくして小走りで駆けてくる紘人社長の姿が見えた。

「笹崎さん、どうしたの？　なんだかとても困った様子に見えたけど」

「えっ、いえ。あの……」

　もしかして、それでここまで来てくれたのだろうか。

　でも、どうしよう。どう答えたらいいのかわからなくて言葉に詰まる。

　男性との約束に遅れてしまって落ち込んでいました。なんて、私のプライベートを上司である紘人社長に話したところで、彼にはなんの関係もないのだからきっと迷惑だろう。

　でも、わざわざ車を止めて私のところへ来てくれた紘人社長の気遣いを思うと、適当にごまかすのも気が引ける。

　というよりも、どうごまかせばいいのかわからず、私は正直に今の自分の状況を打ち明けることにした。

「実は、人と待ち合わせをしていました。食事の約束をしていたんですけど、私が時間に遅れてしまいまして。到着したときには相手の方の姿がなかったので、たぶんもう帰ってしまったのだと思います」

　ゆっくりとそう告げると、紘人社長が固い表情で尋ねてくる。

「待ち合わせは何時だったの？」

「十九時半です」

　すると、紘人社長の視線が、自身の左手首の腕時計に落ちた。

「もうだいぶ過ぎているな。俺の仕事を手伝ったせいで遅れてしまったんだよね」

「いえ、それは……」

　そうなんだけど、正直にそうですとも言いづらい。

　でも、時間を気にせず仕事を続けてしまった私がやっぱり悪いから。

「社長はお気になさらないでください。私は大丈夫ですので、早くご自宅に戻ってお休みになってください」

　そう伝えたものの、紘人社長は私をじっと見つめたまま動こうとしない。

「笹崎さん。これから俺と食事に行かない？　君の大切な予定を俺のせいでダメにしてしまったお詫わびにご馳走するから」

「えっ」

　思いもよらない誘いについ間抜けな声が出てしまった。

　私は、慌てて両手を横に振る。

「いえ、そんな。本当にお気になさらないでください。大丈夫なので」

「俺が大丈夫じゃないんだ」

　紘人社長はそう言って、私の手首を優しくつかむと、足早に歩き始める。

「このすぐ近くに俺のお気に入りのレストランがあるから」

「ですが、社長……」

　人通りの多い歩道を、紘人社長に連れられて進みながら、私は自分の先ほどの発言を後悔していた。

　正直に、待ち合わせに遅れたなんて言わなければよかった。結果、こうして紘人社長に気を使わせている。

　やっぱり断らないと。

　そう思い、目の前を歩く背中に向かって声をかけようとした。でも、その前に紘人社長が私を振り返ってにこりと笑う。

「ちょうどこれから俺も夕食にしようと思っていたんだ。笹崎さんさえよかったら一緒にどうかな」

「ですが」

「大丈夫。俺のおごりだから」

「余計にいけません」

　紘人社長にご馳走になるなんて、そんなことできない。

　けれど、つかまれたままの手を強引に振り払うこともできず、いつの間にか目的のレストランへ到着してしまった。

　紘人社長の足がぴたりと止まる。

「よし、ここだ」

　お店は地下にあるらしく、緩やかな階段を下りていく。

　すると、まるで隠れ家のようにひっそりと一軒のお店があった。

　紘人社長が扉を開けると、白を基調とした華やかな空間が目の前に現れる。

　床や柱に大理石を施した店内には、アンティークな骨董品が飾られ、天井には豪華なシャンデリアが吊つるされている。

　そのきらびやかな空間を目にした瞬間、思わず息をのんでしまい、体が固まった。

　本当なら今頃は紫乃ちゃんの友人の男性と、手頃なレストランで食事をしているはずだったのに。

　見るからに高級なレストランで、紘人社長と食事をすることになってしまった。

　この予想外の展開に、もうどうしたらいいのかわからない。

「いらっしゃいませ」

　すると、店員らしき年配の男性が近づいてきて、私たちを出迎えてくれた。彼は、紘人社長を見るなりぱぁっと表情を輝かせる。

「いらっしゃいませ、大鷹様」

「こんばんは。突然で申し訳ないのですが、予約を一名から二名に変更できますか」

「かしこまりました。すぐに確認してまいりますので、少しお待ちください」

　そう告げて、男性店員はお店の奥へと姿を消した。

　すると、紘人社長が私を振り返る。

「ここのコース料理はとてもおいしいんだ」

　紘人社長はこのレストランの常連なのだろうか。そういえば、お気に入りと言っていた気がする。自宅マンションからも近いし、普段からよく食べに来ているのだろう。

　しばらくすると、確認に行っていた男性店員が戻ってきた。

「大鷹様、お待たせいたしました。二名様でご案内いたしますので、どうぞこちらへ」

「ありがとうございます」

「いえ。大鷹様には平素より格別なご愛顧を賜っておりますので。ぜひ今夜も、お連れ様との素敵な時間を、当店の食事と共にお楽しみください」

　そう告げた男性店員の視線が私に向けられると、目を細めてにっこりと微笑まれる。

　そんな彼の表情と言葉から、もしかして私を紘人社長の恋人かなにかと勘違いしているのではないだろうかと気がついた。

　そうだとしたら、すぐに訂正しないと。

「あの、私は――」

「ありがとうございます。おかげで彼女と素敵なディナーになりそうです。さっそくテーブルへの案内をお願いします」

　私は恋人ではなくて秘書です。そう訂正しようとしたものの、途中で紘人社長に遮られてしまった。しかも彼は誤解を解こうとせず、そのまま話を進めている。

「ご案内いたします。どうぞこちらへ」

　男性店員が店内へ向かってゆっくりと歩きだす。

　すると、不意に紘人社長の手が私の腰へと回り、そのままグイッと引き寄せられた。驚いて見上げると、彼は楽しそうに笑っている。

「彼には、俺と笹崎さんが恋人同士に見えているみたいだね」

「そんな、恐れ多いです。すぐに訂正しないと」

「俺はかまわないよ。このときぐらいそういうことにして、食事を楽しもう」

　いえ、まったく楽しめません。

　そんな私の心の声を知らない紘人社長は私の腰に軽く手を添えたまま、まるでエスコートをするように歩きだす。

　それに動揺しつつ、案内されたテーブルへ到着すると、そこはどう見てもこのお店の中の特別席。店内の奥に位置し、ほかのテーブルとは少し距離が取られているため広々と感じられる。

「メニューはいつものコースでお願いします。あと、デザートはワゴンで運んできてください。せっかくだから彼女に選ばせてあげたいので」

「かしこまりました」

　席に着くなり、紘人社長が慣れた様子で男性店員に告げる。

　私も渡されたメニュー表に目を通したけれど、紘人社長がオーダーしたのはコース料理の中でも一番お高いもの。

　それをためらわずにさらっと注文してしまうのだから、私と彼はやっぱり住む世界が違うのだと改めて認識させられた。

　さすが大企業『大鷹ホールディングス』の御曹司。

「笹崎さんは、ワインは大丈夫だったよね」

「はい、大丈夫です」

　普段はあまりアルコールは飲まないけれど、苦手なわけじゃない。

　紫乃ちゃんと楓ちゃんとの食事のときは、酒豪のふたりに合わせてそれなりに飲んでいる。悪酔いしたりしないので、弱いわけでもないと思う。

「それなら、ここは俺が決めてもいいかな。お気に入りがあるからそれを頼むね。俺は車で帰らないといけないから飲めないけど、笹崎さんは気にせずに飲んでいいから」

　そう告げて、紘人社長は手もとのワインメニューに視線を落とす。

　私は、慌てて首を横に振った。

「いえ、社長がお飲みにならないのなら、私も今日は遠慮させていただきます」

　すぐに断りの言葉を口にすると、紘人社長がワインメニューから視線を上げる。

「俺のことは気にしなくていいんだよ」

「いえ、ですが……」

　でも、やはりここは飲んだ方がいいのだろうか。紘人社長が私のためにお気に入りのワインを頼んでくれるのだから、断るのも失礼な気がしてきた。いや、でもやっぱり私だけ飲むわけにもいかないし……。

　じっと考え込んでいると、突然、目の前からクスッと笑い声が聞こえた。

「それじゃあ、ワインはまた今度にしようかな」

　紘人社長はワインメニューを静かに閉じると、そばに控えている男性店員に手渡す。それをオーダー終了と受け取ったのか、男性店員は私たちに一礼してからこの場を離れた。

　ふたりだけになったテーブルで紘人社長がふと口を開く。

「ごめんね。なんだか困らせちゃったかな。気にしなくていいと言っても、笹崎さんの性格を考えるとやっぱり気にしちゃうよね」

　穏やかにそう告げて、紘人社長は優しく微笑む。

「ワインはまた今度、俺も飲めるときに来て、一緒に乾杯してから飲もうか」

「はい」

　その提案に思わずうなずいてしまったものの、もしかしてまた食事に誘われたのだろうか。たまたま今日だけのことだと思っていたので、思いがけない二度目のお誘いに少し動揺してしまう。

　そのとき、バッグの中でスマホの振動音が聞こえた。もしかしてさっきから連絡し続けている紫乃ちゃんからかもしれない。

「すみません、社長。スマホにメッセージが入っているので、確認してもよろしいでしょうか」

「ああ、かまわないよ」

　紘人社長の了承を得て、バッグからスマホを取り出した。膝の上で確認するものの、それは美容院からのキャンペーンのお知らせだった。

　紫乃ちゃんに送ったメッセージはいまだに既読になっていない。

　本当なら今頃、一緒に食事を取っているのは紫乃ちゃんの友人男性のはずだった。それなのに私が時間に遅れて、約束を破ってしまった。

　悪いことをしてしまったと、再び気分が落ち込み、思わずため息をこぼしてしまう。

「笹崎さん？」

　紘人社長に呼ばれてハッと顔を上げた。

「大丈夫？　もしかして、待ち合わせをしていた相手からの連絡？」

「あっ、いえ、違います」

　私は軽く笑顔を作り、スマホをバッグにしまった。

　過ぎてしまったことはもうどうしようもない。

　紫乃ちゃんと連絡がついたら、男性の連絡先を教えてもらって、しっかりと謝罪をしよう。

　約束を破ってしまった罪悪感は残るものの、今は紘人社長と一緒にいるのだから落ち込んだ様子は見せないようにしないと。また彼に余計な心配をさせてしまう。

　それからすぐにコース料理が運ばれてきて、前菜、スープ、魚料理、肉料理の順番に食べ進めた。

　紘人社長のオススメのお店だけあって、どの料理もとてもおいしかった。

　デザートにいたっては、ワゴンで運ばれてきた数十種類の中から好きなものを三品選べて、どれにしようかととてもわくわくした。

　そうしてひと通りの食事が終わり、今は食後のコーヒーを飲んでいる。ちなみに、コーヒーが苦手な紘人社長はハーブティーだ。

「ひとつだけ聞いてもいいかな」

　カップをソーサーへと戻した紘人社長が、のんびりと口を開いた。

「今夜、誰と約束していたの？」

「えっ」

　突然の問いに、どう答えたらいいのか一瞬迷う。けれど、ごまかさずに本当のことを話すことにした。

「男性と食事の約束をしていました」

「それって彼氏？」

「いえ、彼氏ではないのですが……」

　私は、手に持っていたコーヒーカップをソーサーへ戻してから答える。

「実は、同期から男友達を紹介されまして、その方と食事をする予定でした」

「なるほど」

「でも、正直に言うと、私はあまり乗り気ではなくて……」

　コーヒーカップに視線を落としながら、つい本音が飛び出してしまう。

「断ろうと思いましたが、せっかくの同期の好意を拒むわけにもいかなくて、紹介された男性と会うことにしました。でも、初対面の男性とふたりきりで食事というのが初めてなので、やっぱりとても緊張していて。なので、相手には悪いことをしてしまいましたが、こうなって少しホッとしている自分もいます。それに……」

　視線を紘人社長へ戻すと、私は微笑む。

「思いがけず、こうして社長とお食事ができました。とても貴重な時間でしたし、楽しかったです」

　食事をしながら、紘人社長とはたくさんの話をした。

　彼の秘書になって二年目。普段の会話は、仕事の話が中心になるので、こうしてじっくりと紘人社長と向かい合ってプライベートな話をするのは、今日が初めてかもしれない。

　紘人社長の子供時代の話や、学生時代の部活動の話。彼の趣味が読書なので、オススメの本も紹介してもらった。

　穏やかに話す紘人社長の話はどれも楽しくて、私はずっと笑っていた気がする。

　だからなのか、普段から思っていてもなかなか伝えられないようなことも、今なら伝えられるような気がした。

「私、人見知りで、言いたいことも言えないような性格なんです。なので、紘人社長の秘書に決まったとき、私なんかに務まるのかとても不安でいっぱいでした」

　話し始めたら、言葉がすらすらと飛び出してきた。それに任せるように、私は話を続ける。

「でも、初めて挨拶に伺ったとき、紘人社長は私の緊張を見抜いて、優しい言葉をかけてくださいました。それがとてもうれしくて、不安な気持ちが一気に消えました」

　頭の中では、紘人社長と初めて会った日から今日までを思い浮かべていた。

　秘書の仕事は、慣れないことばかりで初めはとても大変だったし、今でもそう感じることはたくさんある。それでも、その中で少しずつやりがいも生まれた。

「今は、秘書の仕事が好きですし、紘人社長のもとで働けてとてもうれしく思っています。私を秘書に選んでいただきありがとうございました。こんな私ですが、これからも精いっぱいサポートしますので、どうぞよろしくお願いします」

　言い終えて、ぺこりと頭を下げる。すると、目の前の紘人社長は大きく目を見開き、じっと私を見つめている。

「君は、なんていうか……たまに無自覚でそういうことを言うから困る」

　しばらくして口を開いた彼の顔は、困ったように眉尻を下げて笑っていた。

　その様子に私はハッと我に返る。

「申し訳ありません。私、突然こんなにペラペラとしゃべってしまって」

　もしかして、なにか変なことを言ってしまったのだろうか。

　不意に心配になり戸惑っていると、そんな私を見ながら紘人社長がふっと優しく微笑んだ。

「いや、笹崎さんの気持ちを知ることができてうれしかったよ。いい機会だから、もっと笹崎さんと話をしたいと思っているんだけど。どうかな？　場所を変えて、もう一軒」

　突然のお誘いに驚きながらも、私もまだもう少しだけ紘人社長と過ごしたくて、気がつくと「はい」と笑顔でうなずいていた。




　その後、私たちはレストランを出ると、コインパーキングに止めてある紘人社長の車に乗り込んだ。

　向かうのは紘人社長のマンション。その最上階にある共用スペースにバーラウンジがあるらしく、そこでゆっくりと飲み直すことになった。

　私が紘人社長の愛車に乗るのはこれで二回目。前回は、会社で貧血を起こして、アパートまで送ってもらったときだった。

　あのときは体調がよくなかったこともあり、ゆったりとした後部座席に座らせてもらったけれど、今日はハンドルを握る紘人社長の隣の助手席。

　密閉された車内にふたりきりという状況がこの前以上に実感できてしまい、つい緊張してしまう。

　けれど、あっという間に目的地に到着して、車は地下駐車場へと止められた。

　それにしても、さすが都内の一等地に建つ高級タワーマンション。まるで豪華ホテルのようなエントランスとロビーに圧倒されてしまった。

　館内にはほかにも、二十メートルプール、フィットネスジム、シアタールーム、パーティールーム、ゲストルームなどの設備が整っているらしい。

　紘人社長に誘われるまま彼のマンションまでついてきてしまったものの、私には場違いな気がしてならない。

　そわそわと落ち着かないまま、エレベーターが最上階へ到着する。

　ほんのりと照明が落とされた店内にはカウンター席のほかにも、最上階である四十五階からの景色を眺めながらお酒を楽しめるよう、窓に向かってふたりほどが座れるソファ席が数席並んでいる。

　マンションの中に、こんなに本格的なバーがあることに驚きを隠せない。

　バーテンダーさんにカクテルを頼むときも、バーというものが初めての私は頼み方がよくわからなくて焦ってしまった。

　紘人社長からアルコールの強さやベースにしたいお酒などの説明を受けながら、甘いフルーツ系のカクテルをバーテンダーさんにお任せで作ってもらう。

　一方、常連の紘人社長は『いつもので』のひと言でバーテンダーさんに通じていた。

　それから私たちは窓際のソファ席に並んで腰を下ろす。

　このバーは、居住者と同伴なら部外者の利用が許可されているものの、高級な雰囲気がひしひしと伝わりさっきからどうも落ち着かない。

　そんな私のすぐ隣では、紘人社長がゆったりとした姿勢でソファに座っている。

　キラキラとした都心の夜景を眺めながら、カクテルの入ったグラスを右手に持つその姿がとても様になっていて……。

　――紘人社長ってこんなにかっこよかったかな。

　もちろん、かっこいいのはよく知っている。

　パーツの整った顔立ちや、すらっとした長身は、テレビの中のイケメン俳優にも引けを取らないはずだ。

　それでも、普段から一緒に仕事をしているせいか、その素敵な外見もすっかり見慣れてしまった気がする。

　私にとって紘人社長は異性というよりも仕事のパートナー。いつの間にか、そういう感覚が強くなっていたのかもしれない。

　でも、今は……。

　しっとりとした大人の雰囲気が漂うバーに、紘人社長があまりにも似合っていて、ついうっとりと見とれてしまう。

　隣同士に座る私たちの距離もとても近くて、あと少しで体に触れてしまいそうだ。

　そう考えたら、突然、心臓がドキドキと音を立て始めたので、紘人社長から慌てて視線を逸そらした。

　どうしたんだろう、私……。

　バーという独特な雰囲気のせいなのか、飲んでいるカクテルのアルコールのせいなのか。たぶんそのどちらのせいもあり、やけに紘人社長を意識してしまっている。

　気持ちを落ち着かせるため、私はそっと深呼吸を繰り返した。

「どうしたの？」

　そんな私に気がついたのか、紘人社長に声をかけられる。

「お酒、口に合わなかった？」

「いえ、お酒はとてもおいしいです。ただ……」

「ただ？」

「こういう場所でお酒を飲むのが初めてなので、ちょっと緊張しています」

　それに、隣に座る紘人社長を意識してしまって落ち着きません。とは言えずに、心の中だけで付け足した。

「笹崎さんは、デートとかではあまりこういう場所に来たりしないの？」

「デートですか……」

　尋ねられて、私は小さく首を横に振った。

「いえ、ありません。デートどころか男性とお付き合いしたこともないので」

「そうなの？」

「はい」

　プライベートなことがするっと口から飛び出てくる。たぶん、紘人社長の優しい声と穏やかな雰囲気が、私の緊張を少しずつ解いているからなのかもしれない。

「笹崎さんは、恋愛に興味がないのかな」

「興味がないというよりも、恋の仕方がよくわからないと言いますか……」

「好きな人は？」

「好きな人ですか」

　紘人社長の言葉を繰り返してから、「いません」と小さく答えた。

「それじゃあ告白されたことは？　笹崎さん美人だから、多かったんじゃないかな」

「いえ、一度もないです」

　正直にそう答えてから、私は視線をカクテルの入ったグラスへと落とした。

「食事のときにもお話ししましたが、私はとても人見知りなので。たぶん、お付き合いをしても、つまらない女だと思われてしまうのではないでしょうか」

　実際に学生の頃、同級生の男子が私のことをそう陰でウワサしているのを耳にしたことがある。どうやら私は、会話が続かないから一緒にいてもつまらないらしいのだ。

　今も、紘人社長は私と一緒にいて楽しいのだろうか。私は彼とうまく会話ができているのだろうか。

　先ほどの食事のときもほとんど紘人社長が会話を進めてくれて、私はそれに答えていただけだった気がする。私はとても楽しかったけれど紘人社長は？　私といて楽しいと思ってくれているのだろうか……。

　会話を盛り上がらせたいのに、なかなかそうできない自分の口下手が嫌になる。

「俺は、笹崎さんと一緒にいるの好きだよ」

　不意に聞こえた声に顔を上げると、紘人社長はいつもの穏やかな笑顔で私を見つめていた。

「一緒にいてつまらないなんて思ったことは一度もない。むしろ、もっと一緒にいられたらっていつも思っている。今も、どうしたら君をこのまま少しでも長く俺のもとに引き止めておけるのかを考えているくらいだからね」

「えっ……」

　いつの間にか私の肩には紘人社長の手が回っていて、優しく抱き寄せられる。

「さっき恋の仕方がわからないって言っていたけど、それなら俺が教えてあげようか」

　耳もとでささやくような紘人社長の声に、ドキッと胸が高鳴った。それをごまかすため、私は慌てて彼から視線を逸らす。

　そんな私のこめかみの辺りに紘人社長の唇が触れて、キスをされたのだと理解する。

　驚きで顔を上げると、熱っぽい視線を私に向ける紘人社長と目が合った。

　今度は逸らすことができなくて、彼の瞳に引き寄せられるように私も見つめ返す。

　紘人社長はどうしてしまったのだろう。突然、言動が豹ひょう変へんしたように思う。

　もしかして、お酒に酔ってしまったのだろうか。会食や接待などでどれだけお酒を飲もうと紘人社長の様子が変わるのは見たことがないけど……。

　でも、今の彼はいつもとあきらかに雰囲気が違う。

　そう思ってふと、社長室でのことを思い出した。あのときも紘人社長の様子が少しおかしかった。

　私をじっと見つめながら、あと少しで唇同士が触れそうになる距離まで顔を近づけられて……。

「社長！　私、終電の時間がありますので」

　社長室での出来事を思い出し、恥ずかしくなった私は、紘人社長から腕時計へと視線を逸らした。そして、すばやくソファから立ち上がる。

「そろそろ失礼させていただきます」

「そうか。もうそんな時間か」

　紘人社長もソファから立ち上がり、私たちはバーを後にした。

　そして、エレベーターの到着を待つ。

　その間も私の心臓はずっとドキドキとうるさい。

「社長。今日はごちそうさまでした。食事もお酒もとてもおいしかったです」

「そう言ってもらえるとうれしいよ。もしよかったら、また食事に付き合ってくれないかな」

「えっ」

　その誘いに一瞬、戸惑ってしまう。

　でも、そういえばさっきのレストランでも〝また今度〟と、食事に誘われた。

「今日はとても楽しかったから。笹崎さんと仕事以外でもこうしてまた話がしたいと思ったんだ。ダメかな？」

「い、いえ、そんな」

　最後は少しドキッとする展開になったけれど、私も今日は楽しい時間を過ごせた。

「私なんかでよろしければ、ぜひお伴ともさせていただきます」

「お伴って」

　私の答えに紘人社長がクスッと笑いをこぼしたと同時に、エレベーターが到着した。

　扉が開くとまずは私が先に乗り込む。〝開〟ボタンを押しながら、紘人社長が後から乗るのを待っていると、なぜか彼がおかしそうに笑いだした。

「笹崎さん。ここは会社じゃなくて俺のマンションだから、そこまでしてくれなくてもいいよ」

「あっ、すみません。つい癖で……」

　習慣とは恐ろしい。会社内のエレベーターでは常にそうしているので、自然と体が動いてしまったようだ。

　そんな自分の行動に恥ずかしくなっていると、紘人社長がエレベーターに乗り込む。

　それを確認してから扉を閉めようとした、そのときだった。

「笹崎さん……」

　すぐ背後に紘人社長の気配を感じて、〝閉〟ボタンを押そうとした私の手の上に、大きな手が重なる。

　それに驚いて振り返ると、唇にふわっとなにかが重なった。

　エレベーターの扉がゆっくりと閉まっていくのを横目に見ながら、私の唇に触れているのが紘人社長の唇だとようやく気がつく。

　――もしかして、キスをされている？

　離れていく紘人社長の唇を見つめながら、私は呆然としてしまう。

　すると、今度は体を引き寄せられ、強く抱きしめられた。

「ごめん。嫌なら俺を思いきり突き飛ばして」

　耳もとで聞こえる紘人社長の声は、どこか余裕がなく苦しそうだ。

「今夜は君を帰したくない」

　そう告げた唇が、再び私の唇を強引に塞いだ。

〝嫌なら俺を思いきり突き飛ばして〟

　でも、今の私には不思議とそれができなかった。

　体が固まっていて動けないわけではない。

　抵抗しようと思えばできるのに。

　紘人社長のキスを受けながら、自然と私の両手は彼の背中へと回り、スーツの上着をぎゅっとつかむ。

〝今夜は君を帰したくない〟

　経験はないけれど、その言葉に含まれている意味を理解できないほど私は子供じゃない。

　しっかりとわかっている。

　わかっていて、受け入れようとしている自分がいる……。

　私へのキスを次第に深くしながら、紘人社長の指が押したボタンは四十二階。

　そのフロアにあるのはたぶん彼の部屋だ。










求愛




「桃子！　こっち、こっち！」

　待ち合わせをしていた駅前広場に着くと、そこにはすでに紫乃ちゃんの姿があった。私の姿を見つけて、ぶんぶんと大きく手を振っている。

「紫乃ちゃん」

　私も小さく手を振り返して、彼女のもとへ駆け寄った。すると、私を目の前にした紫乃ちゃんが、自分の顔の前でパチンと両手を合わせる。

「桃子、昨日はごめん。彼氏と一緒にいてスマホぜんぜん見てなかった」

「うん。そうだろうなと思ってた」

「本当にごめん。向こうには私から報告したから安心して」

　顔の前で手を合わせて謝罪を続けている紫乃ちゃんの肩に、私は優しく手を添える。

「もういいよ、大丈夫だから」

　紫乃ちゃんの話によると、昨夜は私と食事をする予定だった男性にも急用が入ってしまい、待ち合わせ場所には来られなかったらしい。彼はそのことを紫乃ちゃんに連絡したもののつながらずに、私にまで伝わらなかった。

　つまり、私も食事相手の男性も昨夜は待ち合わせの時間にあの場所へは行けなかったのだ。

「ふたりにお互いの連絡先を教えなかった私が悪いよね」

「ううん。しっかり聞かなかった私も悪いから」

　とりあえず、一方的に私が約束を破ってしまったわけじゃないとわかって、少しだけホッとした。

「お詫びにおごるから、どこかでお昼食べよう」

「えっ、いいよ。そこまでしてくれなくても」

「ううん、おごらせて。いつものカフェに行こう」

　そう言って、紫乃ちゃんは私の手をぎゅっと握る。

「あのお店、そろそろ混み始めるから早く行かないと……って、あれ？　桃子、その首の赤いのどうしたの？　虫にでも刺された？」

「え？」

　紫乃ちゃんに言われて、私はバッグから手鏡を取り出すと、自分の首を確認した。

　すると、たしかにそこには赤い痣あざのようなものがふたつほどついている。

　これはきっと……。

「あのさ、桃子？　とても聞きづらいんだけど、それってもしかして……」

　そういう経験が私よりもだいぶ豊富な紫乃ちゃんは勘づいたらしい。

　私の首の赤い痣をじっと見つめながら、しばらくすると大きく目を見開いた。

「やっぱりそうだよね。でも、昨日は桃子、食事はしないでひとりで帰ったんでしょ。それなのに、どう見ても首のそれはキスマーク……」

　動揺したように、紫乃ちゃんの瞳が私を見つめる。

「えっ、相手は誰？　桃子、あんたいったい誰とエッ――」

「ストップ！」

　たくさんの人が行き交う駅前で、大声で告げるには恥ずかしすぎる単語を放とうとした紫乃ちゃんの口を、私はとっさに手で塞いだ。

　その手をすぐに離して、私は声を潜める。

「しっかり説明するから、場所を変えよう」

「うん、そうだね。ごめん」

　紫乃ちゃんがこくんとうなずいて、私たちは駅前を離れて歩きだす。

　説明するからと言ったものの、自分でもまだ昨夜の出来事がうまく頭の中で整理されていない。

　どうか夢であってほしかった。

　でも、首のそれが証明している。

　紘人社長との行為がしっかりと現実だったのだと――。

　――昨夜、エレベーターでキスを交わした流れのまま、私と紘人社長は四十二階にある彼の自宅の寝室で一夜を共にした。

　私にとってそれは初めての経験だったのに、不思議と怖い気持ちはまったくなくて、紘人社長は終始優しく私に触れてくれた。

　それがとても心地よくて、私も彼を求めるように手を伸ばしていた気がする。

　どのくらいそうして体を重ねていたのかは覚えていない。途中から私は眠ってしまったようで、気がつくと朝を迎えていた。

　そして、今朝……。

　目が覚めて、服を身に着けていない紘人社長が隣に寝ていることに驚いた。

　いったいなにが起こったのかすぐにはわからなくて、しばらく私はパニック状態。

　少しずつ昨夜の記憶を取り戻しながら、ここが紘人社長の自宅の寝室のベッドであることや、私も服を身に着けていないことで、ようやく悟った。

　私は、紘人社長と一線を越えてしまったのだ……と。

　それからの行動は早かった。

　すやすやと眠っている紘人社長を起こさないようにベッドから下りて、散らばっている自分の服を回収して身に着けた。

　そのまますぐにこの場を立ち去ろう。そう思ったのに、寝室の隣にあるリビングに入ると、その殺風景な景色に思わず足を止めてしまった。

　置かれている家具といえばダイニングテーブルとソファ、それからテレビ。あとは、本や雑誌が詰まっている書棚のみ。

　余計なものがいっさい置かれていないリビングは、きれいに整っているというよりかは、生活感がまったく感じられずなんとも寂しい空間だった。

　立派なシステムキッチンも使われた形跡がなく、普段の食事はどうしているのだろうかと気になった。

　ほとんど外食なのだろうか。それで、きちんと栄養は取れているのだろうか。そういえば最近、仕事が忙しいのもあるけれど、紘人社長は少し痩せた気がする……。

　そう思ったら、途端に彼のことが心配になった。けれど、昨夜の情事を思い出した私は頭を大きく横に振った。

　今はそんなことを考えている場合じゃない。早くここから帰らないと――と、我に返った私は、止めていた足を再び動かし、大急ぎで紘人社長のマンションを後にした。

　そして、自宅まで帰る途中、昨夜からずっと連絡を待っていた紫乃ちゃんからようやく返信があり、急きょ彼女と会うことになった。




「ええっ!?　それで、社長としちゃったんだ」

　アイスコーヒーを飲みながら私の話に耳を傾けていた紫乃ちゃんが、驚きのあまり口からストローを放す。

　そのまま呆然とした様子で私を見つめていたけれど、しばらくするとゆっくりと口を開く。

「なんだか驚きの展開なんだけど。まさか恋愛初心者の桃子の口から、そんな衝撃的な話を聞かされる日がくるなんて思いもしなかった」

　紫乃ちゃんは、再びストローに口をつけると、アイスコーヒーをズズズと一気に飲んだ。

　私たちが今いるのは、雑居ビルの五階にある小さなカフェ。

　ここは知る人ぞ知る隠れ家カフェで、紫乃ちゃんが発掘したお店だ。

　オーナーの趣味で、アンティーク調のインテリアで統一されている店内は、とてもおしゃれでセンスがいい。

　窓際のソファ席に腰を下ろした私たちは、それぞれランチを注文した。

　先に運ばれてきたドリンクに口をつけながら、私は昨夜、紘人社長との間に起きた出来事を紫乃ちゃんに打ち明けた。

　だいぶ驚かせてしまったようだけど、アイスコーヒーを飲んで少し落ち着きを取り戻したらしい紫乃ちゃんが、ふぅと深呼吸をしてから再び口を開く。

「ええっと……ちょっと話をまとめさせて。つまり、社長と食事をした後、社長のマンションのバーで飲み直して、それからそのまま社長の自宅で一夜を共にしてしまったというわけね」

「うん。私も社長もお酒を飲んでいたから、お互いに少し酔っていたんだと思う。それで、その場の雰囲気に流されちゃって……」

　エレベーターの中で突然、紘人社長にうしろからキスをされたときのことを思い出した。

　私をまっすぐに見つめる熱を帯びた瞳。キスをする前の息遣い。

　そして、玄関を開けて部屋の中へ入った途端、豹変したように熱く求められて……。

　昨夜の情事を思い出し、私はすっかり言葉を失ってしまう。

「それで今朝、桃子は目を覚まして驚いて、社長が寝ている隙に慌ててマンションを飛び出してきたのね」

　ふむふむと紫乃ちゃんは深くうなずいて、ぼそっとつぶやく。

「つまり、桃子は社長と一夜の過ちをおかしてしまったわけだ」

　一夜の過ち。

　まさか、自分に限ってそんな……。

　しかも相手は上司である紘人社長。

　私は、なんてことをしてしまったんだろう。改めて、自分のしてしまったことの重大さに気がつき、途方に暮れる。

「でも、あの社長の性格を考えると、無責任に女性、しかも秘書の桃子に手を出すような人だとは思えないけどなぁ」

　紫乃ちゃんが独り言のようにつぶやいたのと同時に、注文していた料理が運ばれてきた。

　テーブルからはおいしそうな匂いがしてくるものの、食欲が湧かない。

　一方の紫乃ちゃんもフォークを手にしてはいるけれど、料理には手をつけないまま考えるように口を開く。

「思ったんだけど、社長は桃子に少なからず恋愛感情があるんじゃないかな」

「えっ」

　恋愛感情!?

「だってどう考えても、あの社長が自分の欲を満たすためだけに秘書の桃子に手を出すような軽い人とは思えないんだよね。それに、桃子の話を聞いた限りだと、強引にされたわけでもないんでしょ。桃子も合意の上だったみたいだし」

「う、うん……」

　拒もうと思えばいくらでも拒むことができた。

　私が嫌だと言えば、きっと紘人社長はその先へ進むのをやめてくれたと思う。

　でも、私は拒むことなく、彼を受け入れた。

「もしかして、これをきっかけにお付き合いがスタートしたりして。前から思っていたけど、桃子と社長ってお似合いだと思うよ。うちの部署の女性陣もみんな言ってるもん。ふたりが恋人だってウワサもあるんだし、それが本当になっても誰も驚かないと思うな」

「し、紫乃ちゃん」

　親身に話を聞いてくれていると思っていたのに、本来の紫乃ちゃんの性格が顔を出し始めている。きっと今、彼女は私のこの状況を楽しんでいるに違いない。

「まぁ、桃子もひとつ大人の階段を上ったということで。とりあえず、冷めちゃうから食べようか」

　明るい声で紫乃ちゃんはそう言うと、スプーンとフォークを使って、くるくるとパスタを巻き始める。

　私もフォークを手に取ってみたものの、やっぱり食欲が湧かない。

　昨夜のことがあやふやになったままの今の状態で、週が明けた月曜日に私はいったいどんな顔で紘人社長と会えばいいのだろう。仕事は、普通にこなせるのだろうか。

　月曜の出社日を思うと今から不安で、自然とため息がこぼれてしまった。




　二十六年間。私は、恋愛とは無縁の生活を送ってきた。

　同年代の子たちが恋愛を楽しんでいるとき、私は、祖母のお店の手伝いと、祖父の介護、残りの時間はすべて勉強にあてていた。

　いい大学を出て、いい会社へ就職をする。そして、両親のいない私を、親代わりになって育ててくれた祖父母に少しでも楽な生活を送らせてあげることが、私の目標だった。

　中学卒業後は地元の進学校へ進学。一年生の冬に祖父が亡くなってからは、悲しみに暮れながらも、これまで介護にあてていた時間も勉強にあてた。おかげで高校は首席で卒業。

　奨学金を借りて東京の大学へ進学してからは、生活費と学費を稼ぐためにバイトをしながら、残りの時間は勉強にあてていた。就職に有利になりそうな資格もいくつか取った。

　そのかいあって、誰もが知っている大手企業『大鷹不動産』から早々に内定をもらった。

　社会人になってからは仕事を真面目に一生懸命こなし、その給料のほとんどを奨学金の返済と、祖母への仕送り、貯金にあてている。

　そのため手もとに残るお金は毎月とてもわずかで、家賃や光熱費、食費を払うので精いっぱい。

　節約しながら毎日を慎ましく暮らしているので、自分のために使うお金なんてほとんどない。

　たまの贅ぜい沢たくとして、紫乃ちゃんと楓ちゃんと仕事終わりや休日に外食をする日はあるけれど、それ以外はほとんど自宅と職場の往復のみの毎日だ。

　そんな生活を送っている私だから、二十六歳になった今でも恋愛とは無縁の生活を送っている。

　それなのに、昨夜は紘人社長とあんなことになってしまって……。

　恋愛未経験者の私はこの展開についていけず、もうどうしたらいいのかわからない。




　ランチの後は紫乃ちゃんに誘われて映画館へと向かった。

　ちょうど今日が、彼女が気になっていた恋愛映画の上映初日だったらしい。

　内容は、人気少女漫画が原作の高校生同士の恋愛を描いたもの。どちらかというとコメディ寄りで、たまに笑いが起きていた。でも、後半はしっとりと切ないシーンもあり、隣の席の紫乃ちゃんや周りの女性たちはハンカチ片手に号泣していた。

　一方、私はというとショックを受けていた。

　映画とはいえ、高校生ですらあんなにしっかりと恋愛をしているのに、私は二十六にもなって、どうやって人を好きになって、恋愛を始めるのかさえわからない。

　そんな自分が恥ずかしく思えた。




　映画の後、紫乃ちゃんと別れて、私はアパートへの道をとぼとぼと歩いていた。

　その途中、近所のスーパーのタイムセールが始まる時間帯だと気がつき、立ち寄る。

　そこではキャベツとピーマンを安く買うことができたので、さっそく家に帰ったら回ホイ鍋コー肉ローを作ることに決めて再び帰り道を歩き始める。

　残念ながらお肉は安売りしていなかったので、買うのをやめてしまった。代わりにこの前のタイムセールで買っておいた厚揚げを使えば、回鍋肉風の料理ができるはず。

　しばらくはキャベツ料理でしのぐとして、明日はなにを作ろうかな……。

　数日間の節約メニューを考えていると、あっという間にアパートへと到着した。

　ここには大学生の頃から住んでいるから、もう八年ほどお世話になっている。

　築三十四年の木造二階建て。

　間取りは六畳のワンルームで、家賃は管理費込みの四万五千円。

　キッチンが狭いのと、バスとトイレが一緒なのが少し不便だけど、南向きで日あたりもよく、駅からも徒歩八分という立地は気に入っている。

　ほかにも、スーパーやドラッグストア、郵便局にクリーニング店も徒歩圏内にあって住みやすい。

　一度このアパートへ遊びに来たことがある紫乃ちゃんと楓ちゃんからは、女の子が暮らすには防犯面がすごく心配だと言われてしまったけれど、今のところ怖い目にあったりはしていないので問題ない。

　だから、私はまだしばらくはこのアパートにお世話になるつもりでいる。

　そんなことをぼんやりと考えながら、アパートの前まで来ると、そこには一台の車が停車していた。

　築三十四年の、けして見栄えがいいとは言えないアパートには不釣り合いな白色の高級車。それには見覚えがあった。

　すると、運転席側の扉が開き、現れたのはやはり紘人社長だ。

「笹崎さん」

　私の姿を捉えると、駆け寄ってくる。

　どうして、紘人社長が私のアパートの前にいるの……？

　今、一番顔を合わせたくない人の姿に、思わず引き返したくなる衝動に駆られてしまう。

　紘人社長がここにいる理由は、昨夜の件が関係しているはず。

　私がなにも告げずに彼のマンションを抜け出したから、追いかけてきたのだろうか。

　でも、今の私には紘人社長の顔を直視できる自信がない。

　もう少しだけ時間が欲しい。

　そうすれば、昨夜の件はきれいさっぱり忘れることにするから……。

　私は、くるんと背中を向けて、彼から逃げるように歩きだす。

「待って、笹崎さん」

　けれど、紘人社長に手首をつかまれて引き止められてしまった。

「俺から逃げないで」

　私の手首をつかむ紘人社長の手に、思わず昨夜の彼との情事を思い出してしまった私はきゅっと目をつむる。

「昨夜のことをしっかりと話したい」

　いつも通りの穏やかな口調ではあるものの、紘人社長の手は私の手首を強くつかんで離さない。

　そんな彼に、私は背中を向けたまま小さく首を横に振った。

「話すことはありません。その件でしたら、忘れていただいて大丈夫です。私も忘れます。なかったことにしましょう。あれは、ただの一夜の過ちです」

　今日ずっと考えていたけれど、そうすることがお互いのためのような気がした。

　お互いに忘れて、なかったことにして。月曜日からまたいつも通りに仕事をこなす。

　多少の気まずさは残るかもしれないけれど、時間が経てばそれも少しずつ消えていくような気もする。

　けれど……。

「悪いが、そうはいかないんだ」

　背後で、紘人社長が困ったように笑うのがわかった。

　同時に、私の手首を強く握っていた彼の手の力が少しだけ弱くなる。

「俺は、笹崎さんとの昨夜の関係を一夜の過ちで終わらせるつもりはない。これからのことを話して、きちんと責任を取りたいと思っている」

「責任？」

　その言葉が気になり、思わずうしろを振り向いてしまった。

　すぐ近くで紘人社長と目が合う。すると、彼は安心したようにふっと笑った。

「よかった。ようやく俺を見てくれた」

　私の手首をつかんでいた彼の手は、いつの間にか離れていた。

「あの、責任って……？」

　そう尋ねたところで、ここがアパート前の路地だということを思い出した。このままここで話を続けるには少し気が引ける。

　人通りは少ないもののまったく通らないというわけでもないし、立ち話で終わるような内容の話でもないような気がする。どうしようかと考えてから、私は紘人社長に提案する。

「あの、もしよろしければ、家に上がっていきませんか？　狭い家ですが……」

　このままここで話を続けるよりも人目が気にならないと思った。そんな私の誘いに、紘人社長は少し考えた末、うなずいた。




「お口に合うかわかりませんが……」

　キャベツとピーマン、それから厚揚げで作った回鍋肉風の料理をテーブルへと置いた。できたてのため、まだ湯気が上がっている。

「一応、回鍋肉のつもりなんですけど、お肉がなかったので厚揚げで代用しています」

「なるほど……」

　そうつぶやいた紘人社長が料理をまじまじと見つめるので、恥ずかしくなってしまう。やっぱりお肉を買いにスーパーまで走った方がよかっただろうか。

「とてもおいしそうだ。さっそく食べてもいいかな」

「はい。ご飯もちょうど炊けたのですぐに持ってきます」

「ありがとう」

　おいしそうだと言ってもらえたことにとりあえず安あん堵どして、私は玄関のすぐ近くにあるキッチンへと向かった。

　炊飯器のお米をお茶碗によそいながら、私は、紘人社長に料理を振る舞うまでの経緯をふと振り返ってみる。

　あの後、部屋に入った途端に私のお腹が、ぐ～っと情けない音を出してしまった。昼食があまり喉を通らなかったのでそのせいだと思う。

　紘人社長にくすりと笑われてしまい、恥ずかしくて焦った私は、せっかくなので夕食を一緒に食べていきませんかと紘人社長に提案して、今に至る。

　紘人社長は箸で厚揚げをつまむと、ぱくりと口の中へ放り込んだ。

「厚揚げがこんなにおいしいなんて初めて知った。肉じゃなくても十分にいけるよ」

「すみません。お肉ではなくて……」

　何度もおいしいと言いながらもぐもぐと食べてくれているけれど、紘人社長に節約料理を食べさせてしまっていることに私は申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　こんな事態になると知っていたら、しっかりとスーパーでお肉を買っていたのに。安売りのときに買った賞味期限ぎりぎりの厚揚げしかなかったことが残念だ。

　日本屈指の大企業『大鷹ホールディングス』の未来の会長に、私はいったいなにを食べさせてしまっているのだろう。

　本当にごめんなさい……。

「笹崎さん。ご飯のおかわりをしてもいいかな。笹崎さんの作ってくれた料理がおいしくて、ご飯が進むんだ」

　節約料理なのに、そう言っていただけてうれしいです。

　私は、すぐに二杯目のお米を紘人社長に渡した。すると、彼は再びもくもくと料理を食べ始める。

　どうやら紘人社長は朝からなにも口にしていなかったらしい。

　今朝、目が覚めたら私の姿がなくて慌ててこのアパートに来たものの、私が留守にしていたので車内でずっと待っていたのだと教えてくれた。

　ちなみに、どうして私の自宅を知っているのかというと、以前、職場で貧血を起こして倒れたときに、車で私を自宅まで送り届けたから覚えていたそうだ。

「ごちそうさまでした」

　気がつくと、お皿はきれいになにもなくなっていた。

「おいしかったよ、笹崎さん。ありがとう」

　お腹が満たされて、紘人社長は満足そうに微笑む。

「普段はほとんど外食だから、手料理なんて久しぶりだ。恥ずかしながら俺は料理が苦手でね。キッチンはほとんど使ったことがない」

「社長はいつもお忙しくされているので、料理にまで手が回らなくて当然です」

「それとこれとは話が別だよ。仕事が忙しくてもしっかりと自炊している人はいる。だが、俺はどうも苦手で」

　そう話す紘人社長の言葉を聞きながら、私は今朝目の当たりにしたばかりの、使われていない立派なキッチンを思い出した。

　それなら、私がそのキッチンで料理をして、今のように紘人社長に食べてもらうのはどうだろう……。

　そんな案が思い浮かんだが、口には出さなかった。

　自宅は紘人社長のプライベート空間。秘書とはいえ、私がそこまで踏み込んではいけない。

「それにしても、笹崎さんの家は、やっぱりきれいに片づいているね」

　紘人社長が私の部屋を改めてぐるっと見回す。すると、その視線が、ある場所でぴたりと止まった。

　気になって私もそちらを見ると、そこには衣類などを納めているチェストがある。紘人社長の視線はその上に飾ってある写真立てをじっと見つめていた。

　祖父母との写真や、学生時代の写真、懐かしい地元の風景写真などを飾っているのだが、どうやら彼はその中の一枚が気になっているらしい。

「あれは、もしかして……」

　紘人社長が驚いたように目を見開き、恐る恐る私へ問いかけてきた。

「あの一番右端に飾ってある写真は笹崎さんと、君の子供？」

「えっ」

　子供!?

　一瞬、なにを言われているのかさっぱりわからなかった。

　でも、右端の写真を確認して、ようやく紘人社長の言いたいことが理解できた。すると、思わずクスッと笑いがこぼれてしまった。

「あれは違いますよ。あの写真に写っているのは、私の母です」

「笹崎さんのお母さん？」

「はい」

　たぶん紘人社長は、赤ちゃんを抱きながら笑みを浮かべる女性を私と勘違いしたのだろう。でも、その写真の女性は私の母で、赤ちゃんが私だ。

「そうか。あの女性は笹崎さんのお母さんなのか。あまりにも似ているから、笹崎さんが赤ちゃんを抱いているのかと思ってしまった。まさか、君に子供がいるのかと思って驚いたよ」

　そう言って、紘人社長は改めて写真をじっと見つめる。

「母親ならあたり前だが、それにしてもよく似ている」

「そうですね。子供の頃から親戚中に言われていました。私は、母の生き写しのようだって」

「生き写し？」

　紘人社長が写真から私へと視線をすばやく移動させた。

　そんな彼に私は軽く笑顔を作って、さらっと告げる。

「私、その写真でしか母を知らないんです。私が一歳の頃に亡くなってしまったので」

　それを聞いた紘人社長がハッとしたような表情で私を見つめる。

「そうだったのか。すまない」

「いえ、大丈夫です」

　私に母の記憶はほとんどないので、母の話をされても悲しくなったりはしない。

「それにしても、本当によく似ている。笹崎さんが美人なのは、お母さんから受け継いだのか」

　独り言のようにつぶやいた紘人社長の言葉に、私はただ曖昧に笑った。

　母には申し訳ないけれど、私は自分の顔が子供の頃から好きじゃない。

〝かわいいね〟、〝美人だね〟

　そんな言葉をかけられても少しもうれしくなかった。その後に続けて言われる言葉はいつも〝もったいない〟だったから。

『せっかくかわいいのに愛想がなくてもったいない』

『せっかく美人なのに性格が地味でもったいない』

　そう言われるたびに、私は自分の顔が嫌いになった。

「もしかして、笹崎さんのお母さんはモデルや女優でもしていたのかな？　なんだかそんな感じの強いオーラが写真から伝わってくる人だけど」

「いえ。母は、一般の人ですよ」

　紘人社長の言葉にさらっと答えながら、私はテーブルの上の空になったお皿を手に取り席を立った。

　母の話をされても悲しくなったりはしないものの、あまり広げたい話題でもない。それに、語れるほど私は母について詳しく知らないから……。

　キッチンへ向かい、お皿を洗い終えると、お茶を淹いれて再び戻る。

「すみません。紘人社長のお好きな紅茶がなくて」

「いや、かまわないよ。ありがとう」

　紘人社長は、熱いお茶にふぅふぅと息を吹きかけ、十分に冷ましてからゆっくりと口をつけた。ひと口飲み終えると、私をじっと見つめる。

「それにしても、笹崎さんはどうしてこのアパートに？」

「え」

　質問の意図がわからず首をかしげると、紘人社長は少し言いづらそうに口を開く。

「笹崎さんの給料なら、もっといいところに住めるはずだと思って。ここは少し狭そうだし、防犯面も心配だ。そこの窓もさっきから隙間風がすごいよ」

　そう指摘されて窓へ視線を移すと、たしかに風が吹くたびに窓ガラスがガタガタと音を立て、隙間から室内に入り込んできた風が微かすかにカーテンを揺らしている。

　でも、私にとってこれはいつものことなので、とくに気にしていない。

　たまに雨も一緒に入り込んでくるときがあるけど、そういうときは新聞紙を挟んだり、セロハンテープを貼ったりして応急処置をしている。

「それに、女性の部屋にしては物が少ないようにも感じるな」

「そうでしょうか」

　またも紘人社長の指摘を受けて、私は部屋の中をぐるっと見回した。

　六畳の部屋にはテレビとチェスト、それからベッドに、今私たちが囲んでいるローテーブル。必要なものだけを揃えたこの部屋は、言われてみればたしかに物が少ないのかもしれない。

「私、節約をしているので。普段から自分のためにはほとんどお金を使わないようにしているんです」

「節約って、貯金でもしているの？」

　紘人社長に尋ねられたので、少しだけ躊ちゅう躇ちょしながらも私は自分の境遇を打ち明けることにした。

「奨学金で大学に通っていたので、その返済があるんです。それと、祖母の足が悪いので治療代を毎月送っているのと、家もリフォームしてあげたくてお金を貯めています。そのお金を引くと、毎月それほど手もとに残らないので節約するしかなくて」

「それで生活はしっかりできるの？」

「はい。問題ありません。ご覧の通りの質素な暮らしではありますが、節約さえすれば不自由なく暮らせていけるので」

「そうか……」

　深刻に聞こえないよう、なるべく明るい声で告げる。

　そんな私を紘人社長は硬い表情でしばらく見つめていたけれど、「大丈夫ですよ」ともう一度告げると、納得したのか表情が少し和らいだ。

「そういう事情があったのか。おばあさんのために給料のほとんどを使っているなんて、笹崎さんはおばあちゃん子なんだね」

「いえ」

　紘人社長の言葉に私は小さく首を振った。

「私を育ててくれたのは祖父母なので、恩返しをしたいんです」

「恩返し？　おじいさんとおばあさんに育てられたのだとすると、両親はどうしたの？……いや、さっきお母さんは亡くなっていると言っていたな。それじゃあ、お父さんは？」

「父は、最初からいません。それよりも、あの……」

　まったりと食事をしながら、私の身の上話をしている場合ではない。

　紘人社長は私に父親がいないことを気にしているようで、まだなにか聞きたそうにしているけれど、その話はこれでおしまい。

　とくに、ここでその話題を広げるつもりはないし、広げたくない。

　私は、本題に入るため正座をして姿勢を正した。

「昨夜の件ですが、本当に忘れていただいてかまわないです。社長は先ほど〝責任〟とおっしゃっていましたが、私も、その……同意の上でのことだったので、あまりお気になさらないでください」

　きっぱり告げると、紘人社長はしばらくして困ったように笑う。

「さっきはつい〝責任〟と大げさに言ってしまったが、そんな堅苦しいものじゃないんだ。俺はただ、君をこのままつなぎ留めておきたくて……」

　そこで言葉を切ると、対面に座っていた紘人社長が席をずれて、私の隣へと腰を下ろした。

　そして、おもむろに私へと手を伸ばし髪を払うと、そっと首に触れる。

　その親指が優しくなでているのは、昨夜、紘人社長につけられたキスマークのある場所。

　まだほんのりと私の首に赤く残っている。

　なでられるたびにくすぐったくて、反射的に体がピクッと反応してしまった。

　そんな私の反応すら楽しむように、紘人社長はじっと私を見つめて、しばらくするとぽつりとつぶやく。

「この際もう遠回しな言い方はやめた方がいいな」

　私の首に触れていた手が不意に肩へと回り、そのままぐいっと引き寄せられる。気がつくと、私は紘人社長の腕の中にいた。

　突然のことに動揺して固まっている私の耳に、紘人社長の唇が寄せられる。

「君が好きなんだ」

　そう告げた彼の声は少し震えていた。

「俺と、結婚を前提に付き合ってほしい」

　耳もとで聞こえる声。密着した体。そして、鼻をかすめるシトラスの香り――。

　紘人社長と体を重ねた昨夜の記憶が鮮明によみがえり、私はきゅっと目を閉じた。










この愛を信じて




『社長はそのままで十分に素敵な方です。自分に魅力がないなんておっしゃらないでください。私は、社長の魅力をたくさん知っています』

　その言葉に、俺がどれだけ救われたのか。彼女はきっと気づいていない――。

　俺にとってこれまでの恋愛はすべて苦い思い出だ。

　金目あての女。社長夫人の座を狙う女。声をかけてくるのはそんな女性たちばかり。

　どの女性も最初は俺を好きだと言うものの、次第に化けの皮が剥はがれていく。

　彼女たちが見ているのは俺ではなく、俺の家柄や財産、肩書だけ。

　今度の女性は大丈夫だ。信じよう。そう思うたびに裏切られた。

　どうやら俺の価値は家柄や財産、肩書にしかないらしい。それらがなくなれば、俺は誰からも見向きもされないのだろうか。

　そう思ったら虚むなしくなって、自分には一生まともな恋愛ができない気がした。

　そんな頃、彼女に出会った。

『本日より大鷹社長の秘書を務めさせていただきます、笹崎桃子と申します。精いっぱいがんばりますので、よろしくお願いいたします』

　笹崎さんが俺の秘書になったのは去年の四月。

　初対面での挨拶は、こちらにもその緊張が伝わってくるほどガチガチに固まっていた。見ていて、おもしろいほどに。

　でも、やっぱり少し緊張しすぎだ。この調子でこの先、彼女は俺の秘書を務められるのだろうか。そう心配になったのを覚えている。

『大丈夫だよ。そんなに緊張しなくても』

　まずは彼女と打ち解けようと思った。

『自分で言うのもあれだけど、俺はたぶん副社長やほかの役員に比べたらだいぶ扱いやすいと思うから安心して。ほら、もっと肩の力を抜いていいよ。今日からよろしくね、笹崎さん』

　そこでようやく緊張が解けてきたのか、彼女はホッと安心したように笑った。

　気がつくと、その笑顔に見とれている自分がいた。

　きれいな子だと思った。容姿ももちろんそうだけど、凛りんとしたたたずまいや、透き通った声、俺をじっと見つめる優しい瞳。

　そのすべてから彼女の心のきれいさが滲にじみ出ているようで、一瞬で心を奪われた。

　あの瞬間から、俺は彼女にずっと惹ひかれている――。




「そういえば先週の金曜日、紘人と笹崎が一緒に歩いているところを見たぞ」

　本社ビルの近くにある蕎そ麦ば屋で昼食を取っていると、カウンター席の隣に座る奏介が不意に話を切り出した。

「仲睦まじそうにしていたけど、お前たちついに付き合い始めたのか」

「……奏介。何度も言うが、俺と笹崎さんはそういう関係じゃない」

　朝から立て続けの会議をこなして疲れているのに、久しぶりの奏介との昼食にも神経をすり減らされてしまうとは。

　先週の金曜日といえば笹崎さんと食事をした日だ。どうやら一緒にいるところを奏介に見られていたらしい。

　またやっかいな人物に目撃されてしまったと、俺は内心焦りだす。

　奏介に笹崎さんへの想いを口にした覚えはない。それなのに、勘の鋭いこいつは俺が彼女に恋をしていると見抜いてから、なにかと俺の前で笹崎さんの話題を持ち出すようになった。そして、遠回しに関係を探ろうとしてくるから困っている。

　奏介は、蕎麦をすすると、口の中のものを飲み込まないうちにしゃべりだした。

「恋愛事に興味なさそうな笹崎が、おしゃれして男と食事をすると言っていたから驚いたけど、相手は紘人だったのか」

「違うよ。俺じゃない」

　すぐにそう答えて、静かに首を横に振る。

　あの日、追加のコピーを頼むために秘書室へ向かうと、奏介と笹崎さんの会話が漏れてきた。入室するタイミングを逃してしまい、意図せず立ち聞きする形になってしまったが、そのせいで笹崎さんが男と食事の約束をしていることを知った。

　デートではないらしいが、相手の男のことが気になった。

　そのまま立ち尽くしていたところ、突然、扉が開いて、笹崎さんが俺の胸に飛び込んできた。

　どうやら手もとの書類に気を取られて前を見ていなかったらしい。彼女は自分の不注意のせいで俺にぶつかったことを申し訳なさそうに謝ってきたが、扉の前で呆然と立ち尽くしていた俺も悪かった。

　その後、予定よりも長引いてしまった会議の後で笹崎さんが俺の仕事を手伝うと言ってくれた。

　仕事終わりの彼女が食事の約束をしていると知っていたのだから、本当は断ればよかった。でも、俺はそうしなかった。

　笹崎さんが何時から男性と食事の約束をしているのかはわからなかったが、俺の仕事を手伝うと言ってくれたのだから、まだ時間には余裕があるのだと思った。それに、少しでも長く彼女と一緒にいたいという思いもよぎってしまった。

　その後、車で帰宅途中に笹崎さんを見つけたのは偶然だ。

　事情を聞いたところ、どうやら男性との待ち合わせに遅れてしまったらしい。俺の配慮が足りなかったばかりに、彼女にも相手の男性にも悪いことをした。

　そう思う反面、笹崎さんが俺以外の男と食事をしなくてよかった、と安心している自分もいた。

　奪うなら今だ。

　そんな声が聞こえた気がした――。

「あの日、俺が笹崎さんに仕事を頼んだせいで、彼女は食事の約束に遅れて、相手が先に帰ってしまったらしい。そこに俺がたまたま通りかかったから、彼女を食事に誘っただけだ」

　その先のことは奏介には打ち明けられない……。

　自分の欲に負けて、恋人でもない笹崎さんに手を出してしまったなんて知られたら、なにを言われるかわからない。

　おそらく非難されるだろう。

　でも、それくらいのことを俺は笹崎さんにしてしまったのかもしれない。

　笹崎さんはあの日の夜を同意の上だったと言ってくれたものの、やはり怖がらせてしまったのだろうか。

　小さな声で『初めてだから』と告げる彼女に、『優しくする』と約束したはずなのに。触れるたびにいちいち反応がかわいいから、だんだんと理性が飛んで、つい何度も抱いてしまった。

　翌朝、目が覚めると隣で寝ているはずの笹崎さんの姿がなくて、激しい自己嫌悪に襲われた。

　昨晩の自分の行動を振り返れば、強引に事に及んでしまった気がした。俺は、この世で一番嫌われたくない女性のことを傷つけてしまったのかもしれない。

　そう思った瞬間、すばやく衣服を身に着けて、笹崎さんのアパートへと向かった。

　そして、彼女にこれまでずっと抱いていた想いをついに明かしてしまった。

『君が好きなんだ』

　初めて笹崎さんを見たときから俺は彼女に好意を寄せていた。でも、積極的にアプローチをかけられなかった。

　社長である俺が、秘書である笹崎さんに好きだと伝えたら、真面目な彼女はきっと困惑するはず。そう思って、自分の気持ちを伝えるのには慎重になっていた。

　それなのに、あの日。

　笹崎さんが男と食事へ行くと知って、頭の中が真っ白になった。

　――取られる前に奪ってやる。

　自分の中のそんな荒々しい感情に気がついたあの夜、これまで隠していたはずの想いが暴走した。

　結果、笹崎さんを自宅へ連れ込み、抱いてしまった……。

「まぁ、あまり深くは詮索しないけど。食事は楽しかったか？」

「ああ」

　俺がうなずいたのを見ると、奏介は「そうか」と静かに笑った。

「俺は、紘人と笹崎はお似合いだと思うぞ。それに笹崎は、今までのお前の彼女たちとは違うと思う。これは、紘人には今度こそいい恋愛をしてもらいたいと思っている親友からの真面目なアドバイスだ」

　不意に話し始めた奏介を横目で見ながら、俺は口をつけていた湯のみをテーブルに置いた。

「それはどうも。でも、笹崎さんと俺はまだそういう関係じゃないから」

　そう答えると、俺は箸で舞まい茸たけの天ぷらをつまんだ。すると、そんな俺を見ながら奏介がニヤリと笑う。

「まだってことは、いずれはそうなりたいと紘人は思っているわけだな」

「えっ」

　思わず、舞茸をぽとりとテーブルへ落としてしまった。慌てて拾って皿に戻す。

　――しまった。つい余計な言葉をつけてしまった。さっきの言葉は、たしかにそう取られてもおかしくはない。

　奏介は、もうとっくに俺の気持ちには気づいているんだ。

　それなのに、これ以上ごまかすのもだんだんと疲れてきて、俺は深くため息をこぼした。

「奏介の言う通り、笹崎さんは俺が過去に付き合ってきた女性たちとは違う。だから彼女は、俺の中では特別なんだ」

「特別？」

「彼女は、俺自身をしっかりと見てくれる特別な存在だ」

　好きとは明確に伝えず、あえて別の言葉で濁した。

　俺は、さっき落としてしまった舞茸を再び箸でつまむと、今度はすばやく口の中へ放り込む。食べ終えると、ゆっくりと続きの言葉を口にする。

「笹崎さんが俺の秘書になって半年が経った頃。彼女との会話の中で、俺がなにげなくぼやいたんだ。俺に近づく女性はみんな俺の家柄や財産、肩書を目あてにする。俺の魅力はそれしかないんだって」

「紘人の歴代の彼女たちは本当にひどかったからな」

　俺の過去の恋愛をすべて知っている奏介が、同情するように深くうなずいた。俺は言葉を続ける。

「そしたら笹崎さんに言われた――」

『社長はそのままで十分に素敵な方です。自分に魅力がないなんておっしゃらないでください。私は、社長の魅力をたくさん知っています』

　その言葉が、すっと胸に染み込んでくるようだった。

　真面目な性格なのか、普段から笹崎さんは仕事以外のことをあまり話そうとしない。

　けれど、あのときは俺の目をじっと見つめて、彼女なりのまっすぐな言葉で、俺自身にも魅力があることを伝えてくれた。その気持ちがうれしかった。

　それと同時に気がついた。

　初めて見た瞬間、〝ああ、この子だ〟と思った俺の直感は間違っていなかった。

　笹崎さんは、俺自身をしっかりと見てくれる――。

「――なるほどな」

　俺の笹崎さんに対する想いを語り終えると、奏介は深くうなずいた。

「まっ、うまくいくといいな」

　不意に奏介の片手が俺の背中をたたく。

　うまくいくといいな……か。

　俺だってそうなればいいと思っている。




＊




『君が好きなんだ――俺と、結婚を前提に付き合ってほしい』

　紘人社長に告白された。

　信じられなくて、『冗談ですよね』と尋ねると、彼はそうじゃないと首を振った。

　本気で好きなのだと、私の目を見つめながら伝えてくれた。

　すぐに答えられないでいると、答えは急がないと言われた。

　ゆっくり考えてみてほしい、と――。

　あれから二日が経った月曜日。

　週明けということもあり、紘人社長は朝から立て続けに会議や打ち合わせが続いていて、ほとんど社長室にはいなかった。

　おかげで、顔を合わせて言葉を交わしたのは、八時半の就業開始後に行った、今日の予定の打ち合わせをしたときだけ。

　私はスケジュール帳に視線を落としながら、なるべく紘人社長の顔を見ないように淡々と必要なことを伝え続けた。

　一方の紘人社長の態度は普段とあまり変わらなかった。

　告白のことに触れるわけでもなく、いつも通り私に接する。その態度に、もしかしてあの告白は夢だったのではないだろうか。そう疑問にさえ感じてしまった。

　すぐに朝一の会議が始まるので、朝の打ち合わせは短時間で済ませた。それからずっと紘人社長は社内の会議や打ち合わせに出ていたので、午前中の私は秘書室で仕事をしていた。

　お昼休みに入った今は、秘書室の自分のデスクで昼食のおにぎりを食べている。

　それも早々と食べ終えてしまい、先日の出張でかかった経費をまとめることにした。

　紘人社長は、珍しく天野室長とふたりでランチを取るため外出中だ。

　行先は近くの蕎麦屋さんだと言っていた。以前、私もふたりに連れられて、一度だけ行ったことがあるけれど、鴨かもせいろが絶品だった。

　その味を思い出していると、おにぎりを食べたばかりだというのにまたお腹がすいてきそうになる。

　そんなとき、秘書室に内線が入り、私は慌てて受話器を取った。

「はい。秘書室、笹崎です」

『受付の西にし野のです』

　受付からということは、おそらく来客の知らせだ。でも、こんなお昼の時間帯にいったい誰だろう。

『笹崎さん。社長はいらっしゃるでしょうか』

「社長は現在外出しております。お客様ですか？」

『はい。それが……』

　電話の向こうで受付の西野さんの声のトーンが少しだけ低くなった気がした。

『大鷹ホールディングスの前会長がいらっしゃいまして、つい先ほど社長室へ向かわれました』

「えっ、おひとりで？」

『はい。特別室でお待ちいただくように頼んだのですが……』

「わかりました。こちらですぐにお出迎えします」

　受付からの内線を切った私は、すぐに秘書室を飛び出した。エレベーターホールへ向かうため足早に廊下を進む。すると、ちょうど私が到着したタイミングでエレベーターの扉がゆっくりと開いた。

　そこから姿を現したのは、着物に羽織姿の年配男性。紘人社長の祖父であり、去年まで大鷹ホールディングスの会長を務めていた大鷹克かつ爾じ前会長だ。たしか、今年で八十歳。

　年齢のわりに背筋がピンと伸びており、体格もよく、きれいな白髪はしっかりとセットされている。

「やぁ、笹崎くん。久しぶりだね」

「ご無沙汰しております」

　すでに会長の座を退いてはいるものの、依然として貫かん禄ろくのある姿に、私は背筋を伸ばして深く頭を下げる。

「紘人と話がしたいんだが、あいつはどこにいるのかな」

「せっかくいらしていただいたところ申し訳ないのですが、社長はただいま外出しております。おそらく十三時までにはお戻りになるかと」

「そうか。それなら待たせてもらうことにするよ」

　そう言って、克爾前会長は慣れた足取りで廊下を進む。

　私はその後を慌てて追いかけると、社長室の扉を開けて、克爾前会長を中へお招きした。

　それから応接用のソファへと案内すると、私は一度退室する。

　給湯室で温かいお茶を淹れて、常備してある甘い和菓子と共にお盆にのせて再び社長室へ戻ると、それを克爾前会長にお出しした。すると、彼はさっそく大好物の和菓子を手に取り、おいしそうに頬張る。

　現在の時刻は十二時五十分を過ぎた頃。

　そろそろ紘人社長は戻ってくるだろうか。このまま戻りを待つか、それとも克爾前会長がお見えになっていると連絡を入れた方がいいだろうか。

「笹崎くんも座りなさい」

　お盆をかかえたまま迷っていると、克爾前会長にソファに座るよう勧められる。断ることもできないので、「失礼します」と声をかけてから、克爾前会長の対面に腰を下ろした。

「今日も、紘人に見合い話を持ってきたんだ」

　克爾前会長は、ソファの下に置いていた紙袋からＡ４サイズの台紙をいくつか取り出すと、それをテーブルに並べ始める。

「紘人はどのお嬢さんが気に入るだろうか。笹崎くんはどう思う？」

「私でしょうか？」

「ああ。紘人に似合いの女性はこの中だとどのお嬢さんだろう。ぜひ君の意見が聞きたい」

「そ、そうですね……」

　テーブルに並ぶ台紙はぜんぶで六枚。ということは、今回のお見合い候補は六人だ。

「今回もみなさま素敵な方々ばかりですね」

　克爾前会長が、紘人社長にお見合い写真を持ってくるのは今日が初めてではない。私が秘書になってからこれまでにも数回ほどあり、そのたびになぜかお見合い候補の女性たちについての意見を求められてしまう。

　けれど、紘人社長がどの女性を気に入るのかなんて私にはわからないし、どの女性ともお似合いな気がするのでひとりには絞れない。

　そもそも肝心の紘人社長はお見合いにはまったく興味がないようで、かたくなに拒み続けている。

「今度こそ紘人には見合いをさせる。わしは、あいつが心配なんだ。そろそろいい相手と結婚をして、幸せな家庭を築いてもらわないと体裁が悪い。このままでは安心してあの世へも行けない」

「そんなことおっしゃらないでください」

　突然〝あの世〟と克爾前会長の口から縁起でもない言葉が飛び出たので焦ってしまった。

「それくらい紘人が心配だということだ。大鷹ホールディングスの跡継ぎならば、結婚して家族を持つことも重要だというのに、あいつはそれを理解しているのだろうか」

　克爾前会長が頭をかかえ込んでしまう姿に、私はどう言葉を返せばいいのか迷ってしまう。

　大鷹家は、代々本家の長男が跡目を継ぐと聞いたことがある。そうなると、紘人社長の次に大鷹家を継ぐのは彼の子供になるけれど、紘人社長はいまだに独身で子供もいない。おそらく克爾前会長はそのことを危惧しているのだろう。

　だからこそ頻繁にお見合い写真を持ってきて、紘人社長の結婚相手を見つけようとしている。

　だけど、そんな祖父の思いを知らない紘人社長にとって、お見合い話はうっとうしいものでしかないらしく、かたくなに断り続けているのが現状だ。

「そうだ。秘書である笹崎くんからも紘人に見合いを勧めてみてくれないか」

「わ、私がですか？」

「ここはふたりで協力して、紘人を結婚させようじゃないか」

「えっと……は、はい」

　気合い十分な克爾前会長の勢いに押されてしまい、ついうなずいてしまった。

　紘人社長の結婚……。

　その話題にふと、先日の彼からの告白を思い出す。

　あの日、紘人社長に告白をされて、すぐに答えられないでいると考える時間をもらった。

　でも、私の中では答えが出ていた。すぐに答えられなかったのは、その場で断るのも失礼な気がしてしまったから。

　私が紘人社長とお付き合いできるはずがないし、結婚なんて無理に決まっている。紘人社長にはもっとお似合いの女性がいるのだから、その方と結ばれた方が幸せになれる。

　そうはっきりと答えが出ているのだから、こういうことは曖昧にしているよりも早めに答えを告げた方がいいはずだ。

　でも、いつ切り出せばいいのか……。そのタイミングがなかなかつかめない。

　そのとき、かちゃりと音を立ててドアノブが回り、社長室の扉が勢いよく開いた。

「まだ五月なのに外はもう暑いな。笹崎さん、悪いんだけど冷たいお茶を……げっ」

　現れたのは、グレーのスーツにサックスブルーのワイシャツ、それにネイビーのストライプ柄のネクタイを合わせた紘人社長。どうやら天野室長とのランチから戻ってきたらしい。

　その視線は、応接用のソファに座る私をまずは確認する。次に、向かいに座っている克爾前会長の姿をとらえた。

　突然の祖父の来訪に紘人社長は入り口でしばらく固まっていたが、一瞬で状況を理解したのか、すぐにくるんと背を向けて社長室から出ていこうとする。

「待て、紘人」

　けれど、逃亡は失敗に終わり、克爾前会長に呼び戻されてしまった。

「大事な話がある。ここに座りなさい」

「お祖じ父い様……」

「早く。座る」

　克爾前会長の威圧感のある声に、観念した紘人社長がこちらに向かってきた。その足取りは重たい。

「お祖父様。頼みますからもう勘弁してください」

　困ったように頭をかいた紘人社長が、私の隣へ腰を下ろす。

「また見合い話ですよね。私は忙しいんです。そんなことに大事な業務時間を割きたくはありません」

「そんなこととはなんだ。わしは、お前のためを思ってだな」

「私のためを思うなら、テーブルの上の見合い写真を今すぐに片づけてお帰りください。私は、お祖父様がお選びになった相手と結婚をする気はないと何度も断っているのに。まったく頑固ですね」

「が、頑固だと。紘人、お前、祖父に向かって頑固とはなんだ！」

「お、おふたりとも。どうか落ち着いてください」

　一触即発なふたりの会話に焦りを感じて、私はとっさに間に入った。けれど、ふたりの会話は止まらない。

「いいか、紘人。海外で生活していた親の代わりに、誰がお前をここまで立派に育てたと思っているんだ。このわしだぞ。感謝の気持ちはないのか」

「それとこれとは話が別です」

「いいや同じだ。祖父であるわしを安心させるためにも、早くいいパートナーと結婚をして幸せな家庭を築きなさい。それに、わしはお前の子供をこの手に抱きたい。その日を迎えるまでは安心してあの世へ行くことすらできん」

「それでしたら、どうぞ長生きしてください。お祖父様が百歳を迎える頃にはさすがに私も結婚して子供もいると思いますので」

「紘人。お前というやつは」

　どうしよう。

　克爾前会長が拳を握りしめて、紘人社長を睨んでいる。

　なんとかしてこの状況を止めなければ。でも、どうしたらいいのかわからなくて、私はオロオロするだけ。

「……はぁ。わかりましたよ。とりあえずこの見合い写真に目を通せば満足されるんですね」

　しばらくすると、うんざりするような深いため息をついて、紘人社長がお見合い写真に視線を落とす。

　彼は、あの写真の中から誰かひとりの女性を選ぶのだろうか……。

　そう思ったら、胸がちくりと痛んだ。

　ついさっきまで、紘人社長には私以外の女性と幸せになってほしいと望んでいたはずなのに。なぜか胸が苦しくなり、私の視線はそっと紘人社長から逸れた。

　そのとき、社長室に内線の音が響き渡る。

　私は急いでソファから立ち上がり、社長のデスクへ駆け寄ると受話器を取った。すると、相手は秘書室にいる天野室長だった。

　どうやら一階のロビーに克爾前会長の奥様がいらしていると受付から連絡があったらしい。

　それによると、今日はもともと克爾前会長には病院へ行く予定があり、ここへはその途中で立ち寄った。けれど、克爾前会長がなかなか戻ってこないので、専属ドライバーの車で待っていた奥様が、受付に声をかけて呼びに来たそうだ。

　天野室長から連絡を受けた私は、受話器を戻すとすぐにその件を伝える。

「克爾前会長。今、受付に奥様がお見えになっているそうです。この後の病院の診察時間に間に合わなくなるので、そろそろ行きましょうとのことです」

「そうか。もうそんな時間か」

　克爾前会長は、ちらっと時計に目をやると、膝に手をあてて「よっこらしょ」とソファから立ち上がった。

「下までお送りいたします」

「ありがとう、笹崎くん」

　社長室の扉を開けて待っていると、こちらに向かって歩いていた克爾前会長がふと立ち止まり、ソファに座っている紘人社長を振り返る。

「それと、紘人。お前はもう少しプライベートをしっかりとしなさい」

　ようやくお見合い話から解放されて、写真を片づけていた紘人社長の手が止まる。

「仕事が忙しいのはよくわかる。だが、しっかりと食事は取れているのか。最近、また痩せたような気がするぞ」

「そうでしょうか」

　克爾前会長の言葉に紘人社長は首をひねっているけれど、それは私も感じていた。

　常に仕事に追われている紘人社長は、時間がもったいないからと昼食を抜いて仕事に没頭していることが多い。その場面に私が居合わせたときは、なんとか説得して食事を取ってもらっているものの、私も常にそばにいられるわけじゃない。

　きっと私の目の届かないときは、昼食も夕食も抜いて仕事に集中しているのかもしれない。

　それに、食事を取るにしても外食ばかりだと言っていたから、きちんと栄養のあるものをバランス良く取れているのかも心配だ。

「いいか、紘人。社長たるもの、自分の健康を管理するのも大切なことだ」

「わかってますよ」

　軽く相づちを打つと、紘人社長はソファから立ち上がり執務机へと向かう。イスに腰を下ろし、書類を手に取った彼の頭の中はもう仕事のことでいっぱいなのだろう。

「本当にわかっているのかお前は……」

　克爾前会長があきれたようにつぶやき、重たいため息をこぼした。

　その横顔は、威厳に満ちあふれる大企業の前会長というよりも、大切な孫を心から心配する祖父の顔になっている。

　そんな克爾前会長を前に、秘書として私も今まで以上に紘人社長の体調管理をしっかりとしなければと身を引き締めた。

「そうだ。いいことを思いついたぞ」

　突然、克爾前会長がポンと両手をたたいた。そして、その視線が私に向けられる。

「笹崎くんにぜひ頼みたいことがあるんだが、受けてもらえるだろうか」

「はい。私にできることでしたら」

　前会長の頼みを断るわけにはいかないのでうなずくと、克爾前会長がぱっと顔を明るくさせる。

「君に、紘人の食事を作ってもらいたい。どうせこいつはいつも外食ばかりだろうから、たまには手料理を食べさせてやりたいんだ。そこで、笹崎くんには紘人の自宅へ行ってもらって、料理を作ってほしい」

「私がでしょうか!?」

　その唐突なお願いに、思わず返事に困ってしまった。

　すると、克爾前会長がたたみかけるように言葉を続ける。

「以前、家政婦を提案したこともあるんだが、見ず知らずの人間を家に入れたくないと紘人に断られてしまってな。だが、秘書の笹崎くんなら問題ない。それに、君は料理が得意だ。毎日しっかりと自炊をしているのだろう？」

「それは……」

　得意かどうかはわからないけれど、節約のためにも自分の食事は毎日自分で作るようにはしている。

　以前、紘人社長が会議で不在の間に、お見合い写真を持ってふらりと現れた克爾前会長の話し相手をしていたときに、そんな会話をした気がする。さすがに節約料理とまでは言わなかったけれど、毎日自炊をしていると私が話したことを克爾前会長は覚えていたのだろう。

「どうだろうか。紘人に食事を作ってやってくれないか」

「お祖父様」

　再度、克爾前会長が私に頼んだとき、紘人社長がすかさず声をあげた。

「勝手にそんなお願いをしないでください。笹崎さんは私の仕事上の秘書であって、そんなプライベートなことまで頼めません」

「それなら、仕事のうちのひとつにすればいい」

　克爾前会長がすばやく切り返す。

「笹崎くんには私から報酬を出そう」

「そういう問題じゃないんです」

　紘人社長が苛いら立だつように髪をかき上げると、うんざりするような深いため息を落とした。

　そんなふたりを交互に見てから「あの……」と私は控え目に口を開く。

「私の手料理でよろしければ、お作りしますけれど……」

　克爾前会長のお願いに一瞬だけ戸惑ったものの、紘人社長には前に一度料理を振る舞ったことがある。

　あのときはお肉の代わりに厚揚げを代用した回鍋肉風の節約料理になってしまったけれど、今度はしっかりと材料を揃えて作ったものを食べてもらいたい。

　それに、私も紘人社長の体調面が心配だから。

「笹崎さん。お祖父様のお願いを真に受けなくていいから。俺は、君にそこまで頼めない」

　紘人社長はそう言うものの、克爾前会長は私を見てうれしそうに微笑んでいる。

「そうか。ありがとう、笹崎くん。それでは、よろしく頼むよ」

　私の肩にポンと手を置くと、上機嫌で社長室を出ていく克爾前会長。私は、その後を慌てて追いかけて、一階のロビーまでお見送りした。




　再び社長室へ戻ると紘人社長は執務机ですでに仕事を始めていた。

　お見合い写真はすでに納められているようで、たぶんもうこれ以上目を通す気はないのだろう。

「社長。克爾前会長ですが、先ほど奥様とご一緒に会社を出られました」

　執務机のそばに寄って報告すると、紘人社長は決済待ちの稟りん議ぎ書しょに目を通したまま重たい息を吐き出した。

「やっと帰ったのか。祖父の見合い話にはもううんざりだ。悪いけど、今度また見合い写真を持って訪ねてきたら、追い返してくれないかな」

「そう申されましても……」

　いくら紘人社長のお願いとはいえ、私に克爾前会長を追い返す勇気はない。

「それと、料理の件だけど、来なくて大丈夫だよ。祖父が迷惑なお願いをしてすまなかった」

「いえ、私は迷惑だなんて思っていません。私も、最近の紘人社長は少しお痩せになったと心配していたので。私の手料理でよろしければぜひ食べていただきたいです」

　そう答えると、紘人社長の視線が稟議書から私へと向けられる。

「そんなこと言われると、期待しちゃうけどいいのかな」

「期待、ですか？」

　言葉の意味がわからずにいると、紘人社長がにこりと微笑む。

「この前の告白の返事。まだもらっていないけど、笹崎さんが俺とのことを前向きに考えてくれているんだって思ってもいい？」

「それは……」

　思わず言葉に詰まってしまい、視線が自然と下がってしまう。

　タイミングをつかめずにいたけれど、返事をするなら今なのかもしれない。

　私は、そっと視線を上げた。

「社長の気持ちはとてもうれしかったです。社長は素敵な方ですし、尊敬もしています。ですが……」

　下ろしている両手をぎゅっと強く握りしめてから言葉を続ける。

「私では社長の相手にふさわしくありません。社長は、克爾前会長がお選びになった女性とお見合いをするべきです」

　紘人社長は、いずれ大鷹ホールディングスという大企業を背負って立つ方だ。格式の高い家に生まれて、幼い頃から英才教育を受けてきた。そして、克爾前会長を始め、ご両親や周りの方々に愛されて大切に育てられてきたのだろう。

　比べて、私は……。

　物心つく頃から両親のいない、少し複雑な家庭で育った。祖父母との暮らしはけして裕福ではなかったし、高校も大学も奨学金をもらいながら通っていた。

　そんな私が、紘人社長と釣り合うはずがない。

　私たちは、育った環境も、価値観も、社会的立場も、なにもかも違うのだから――。

　紘人社長は私の言葉を聞き終えても口を閉ざしたまま、その視線はじっと私を見つめていた。しばらくすると、眉尻を下げて、少し寂しそうに笑う。

「そうか。俺は、振られたのか」

　そうつぶやいた後、紘人社長はイスの背もたれに背を預けて天を仰ぐと、軽く息を吐いた。

「期待したんだけどな」

「すみません」

　自然と私の口から謝罪の言葉が漏れると、それを聞いた紘人社長がイスの背もたれから背中を離す。

　それから、デスクに肘をつくと両手の指を組み、その上に顎をのせて私を見つめた。

「それじゃあ、俺の自宅に来るのもなしってことでいいのかな。振った男の家になんて来たくないだろうし。祖父が余計なこと押しつけてすまなかった」

「いえ、それとこれとは話が別です」

　紘人社長の言葉に、私はすぐに首を横に振って答える。

「克爾前会長ともお約束しましたので、紘人社長に栄養のあるものを食べてもらうためにも、ご自宅に伺わせていただきたいと思います」

　きっぱりとそう告げると、なぜか紘人社長は驚いたように目を丸くした。

「……ご迷惑でしょうか？」

　克爾前会長とは約束したものの、そういえば肝心の紘人社長が私の訪問をどう思っているのかわからない。

　すると、紘人社長からクスッと笑いがこぼれるのがわかった。

「なんだか笹崎さんらしいな。それじゃあ、お願いしようかな」

「はい。お任せください」

　どうやら迷惑だとは思われていないようで安心する。

　紘人社長の気持ちには応えられないけれど、私は彼の秘書だ。大鷹不動産を背負って立つ紘人社長の健康のためにも、秘書である私がしっかりと彼を支えたい。改めてそう決意した。




　その週の土曜日。

　約束の時刻である十六時ちょうどに私は紘人社長のマンションを訪れた。

　四十二階に着き、玄関の前でインターホンを鳴らすと、紘人社長が扉を開けて私を迎えてくれる。

　休日である今日の彼の服装は普段のスーツ姿ではなくて私服。黒のスラックスにゆったりとしたシルエットの無地のＴシャツ。その上にシンプルなデザインのロングカーディガンを羽織っている。

「本当に来てくれたんだ」

「はい。お約束しましたので」

　ここへ来たのは、紘人社長と一夜を共にしたあの日以来。ふと記憶がよみがえり、動揺しそうになる自分をなんとか抑える。

　すると、玄関の扉を開けたまま、紘人社長が私をじっと見つめていることに気がついた。

「社長、なにか……？」

　その視線が気になり問いかけると、目の前の彼はハッとしたように首を振る。

「あっ、いや、すまない。なんでもないんだ。ただ、いつもと笹崎さんの雰囲気が違うから」

　雰囲気が違う？

　もしかして、服装のせいだろうか。

　普段の仕事のときは、社長の秘書として取引先の重役と接する機会も多いので、きっちりとした服装を心がけるようにしている――天野室長にはお堅いと言われてしまうけれど。

　でも、今日の私は完全に普段着だ。動きやすいように、ボーダーの長袖シャツにスキニーパンツ。髪は邪魔にならないように低めの位置でお団子にまとめている。

　もしかして、社長の前では失礼だっただろうか……。

　そう心配していると、紘人社長が微笑む。

「仕事着の笹崎さんも素敵だけど、普段着のラフな格かっ好こうもいいね。なんていうかいつもよりもふわっとした印象になってかわいい。つい見とれてしまった」

「えっ」

　かわいい……。

　面と向かってそんな言葉を告げられたら、たとえそれがお世辞だとしてもドキッとしてしまう。

『きれい』や『かわいい』は、私にとってあまりうれしい言葉ではなかったはずなのに、紘人社長に言われると胸がきゅんとなった。

　どんな反応をすればいいのかわからず固まっていると、そんな私を見て紘人社長がクスッと笑う。

「さぁ、どうぞ中へ入って」

「は、はい。失礼します」

　先ほどの動揺を引きずりながら、私は紘人社長の自宅に足を踏み入れる。

　廊下を進みリビングに入ると、そこは相変わらずの殺風景な空間が広がっていた。

「とりあえずキッチンを拝見してもよろしいでしょうか」

「ああ。どうぞ」

　紘人社長に案内されてキッチンへと向かう。

　以前ここへ来たときはリビングからちらっと見ただけだったので気がつかなかったけれど、調理器具や調味料はそれなりに揃っているようだ。ただ、最近は使われた形跡はなさそう。

　もしかしたら、紘人社長のかつての恋人たちがこのキッチンを使って、彼のために料理をしていたのだろうか……。

　そんな想像をしていると、なんだか胸の奥がきゅっと締めつけられるように苦しくなった。

　そういえば、紘人社長が克爾前会長の持ってきたお見合い写真を見ているときも、私の胸はちくりと痛んだ。

　今の感覚もあのときとよく似ている。でも、この感情の正体がわからない。

　どうしてこんなに苦しくなるのだろう。考えてみたものの、答えは出そうにない。

　それよりも今は紘人社長の秘書として、彼に少しでも栄養のあるものを食べてもらうことだけを考えよう。

　そのために私は克爾前会長に頼まれてここへ来たのだから。

「笹崎さんも一緒に食べていくよね」

　冷蔵庫の中身を確認していると、不意にうしろから紘人社長に声をかけられた。私は、扉をいったん閉めると彼に向き直る。

「いえ、私は料理をお作りするだけで、その後は帰らせていただきます」

　克爾前会長に頼まれたのは紘人社長の料理を作ることだけ。さすがに秘書が社長のプライベート空間である自宅で一緒に食事をするわけにはいかない。

「でも、俺は笹崎さんと一緒に食べたいと思っているんだけど、この後なにか予定でもあるの？」

「予定はとくにありません」

「それなら決まり。笹崎さんも俺の家で一緒に夕食を食べよう」

「ですが、私の役目は紘人社長にお料理を作ることだけで――」

「それじゃあその役目にひとつだけ追加しよう」

　私の言葉を遮って紘人社長がにこりと笑う。

「笹崎さんも俺と一緒に夕食を食べる。これは社長として秘書である君にお願いだ」

　そう強く言われてしまうと、私はもうこれ以上断れなくなってしまう。

「……わかりました」

　そううなずくと、紘人社長は突然私の手を取った。それに驚いて、思わず体がピクンと反応してしまう。

「それじゃあさっそく買い出しに行こう。ご覧の通り、俺の冷蔵庫に食材はなにもないから」

「えっ、あの……社長も一緒に行かれるのですか？」

「もちろん」

　買い出しにはもともと行こうと思っていたし、紘人社長のマンションの近くのスーパーの位置もすでに調べて把握していた。でも、私ひとりで行こうとしていたのに。

「食材のことはさっぱりわからないから笹崎さんに任せる。俺は、会計と荷物持ちだ。よし、そうと決まれば急ごう」

「えっ、あの、社長」

　握った手にぐっと力を込められて、私は紘人社長に引っ張られるように玄関へと連れていかれてしまった。




　その後はマンションから歩いて五分ほどの場所にあるスーパーへと向かう。

　作る料理は当日に紘人社長のリクエストを聞いて決めようと思っていた。

　子供の頃から祖母の手伝いで料理はしていたし、ひとり暮らしの期間も長いのでそれなりにレパートリーはあるから、たぶんどんな料理を言われても作れる自信はある。

「紘人社長の好きな食べ物はなんですか？」

「好きな食べ物か」

「それをメインにして作りたいと思います」

「そうだな……」

　スーパーの店内を買い物カートを押して歩きながらさっそく質問すると、紘人社長は腕を組んで難しい表情を浮かべる。

「なんでも好きだから、これといって思い浮かばないな」

　好きな食べ物を尋ねただけなのに、仕事のときのように真剣に考え始めてしまった。その答えが出るまで待っていると、しばらくして「あっ」と紘人社長が声をあげる。

「ひじきの煮物が食べたいな」

「ひじきですか？」

　まさか紘人社長の口からその料理名が出るとは意外だ。

「子供の頃に祖母がよく作ってくれたんだ」

「お祖ば母あ様ですか」

「俺の両親はとにかく忙しい人たちだったから。子供の頃、俺はほとんど祖父母の家に預けられていて、祖母の料理をよく食べていたんだ」

「そうだったのですね」

　そういえば先日、克爾前会長がお見えになった日も、紘人社長との会話の中でそんな話をしていた気がする。

『海外で生活していた親の代わりに、誰がお前をここまで立派に育てたと思っているんだ』

　たしか、克爾前会長がそう言っていた。

「私と同じですね。私も祖父母に育てられたので」

　幼い頃の境遇が少しだけ重なり、ついクスッと笑ってしまった。

「私の祖母もよく煮物系の料理を作ってくれたので、ひじきの煮物も食べていました。社長のお祖母様のお味とは違うかもしれませんが、私の祖母直伝のレシピでよろしければお作りします」

「それは楽しみだ」

　とりあえずひと品目の料理が決まった。あとはそれに合うように何品か作ることにして、並んでいる食材を見ながら店内を回る。

「あっ、社長。今日はさばがお買い得です。今だとさらに二割引きになっています」

　鮮魚コーナーで見つけたさばは、お買い得でお安い上に、身も厚くて色もいい。塩焼きにしてもよさそうだし、味み噌そ煮ににしてもおいしそうだ。

　さばを手に取ると、さっそく買い物カゴへと入れた。それからさらに進むと、お肉コーナーでタイムセールが行われている。

「国産の豚バラが安い！　そういえば、野菜売り場で大根とごぼうがお買い得になっていたし、豆腐も値引きされていた。それを使ったらお安く豚汁が作れそう……」

　ぼそぼそとつぶやきながら献立を思い浮かべていると、隣からクスクスと笑い声が聞こえた。

「笹崎さんは節約するのが上手なんだね。でも、あまり値段は気にしなくていいよ。支払うのが俺だからって、遠慮もしなくていいから」

「えっ……」

　うっかり普段の買い物の癖が出てしまい、お買い得やタイムセール、値引きのシールにばかり目がいってしまった。それに、いくら紘人社長が支払ってくれるとはいえ、なるべく低予算におさめようと値段を気にして選んでいた。でも、今日は紘人社長に食べていただくのだから、値引き品ではさすがに失礼だ。

「すみません。もっと高級な食材にします」

　お安く手に入れたさばと豚バラ肉を戻しにいこうとすると、紘人社長に止められてしまう。

「いや、そういう意味じゃないんだ。今日は、笹崎さんが欲しいと思った食材を自由に選んでもらえたらいいなと思って」

　紘人社長はそう言うと、私の代わりに買い物カートを押して先へ進み始める。

「さてと、次はなにを買おうか」

　振り向いた紘人社長に尋ねられて、私は慌てて彼の後を追いかけながら答える。

「野菜コーナーで大根を買いたいです」

「了解」

　私は紘人社長の隣に並ぶと、ふたりで野菜コーナーへと向かった。

「どの大根にする？　俺はほとんどスーパーで買い物したことがないから、どういうのを選んだらいいのかわからないな」

「それでしたら、これなんてどうでしょうか。硬くて張りがあるし、ずっしりと重たいです」

　大根の次はごぼう、ねぎ、豆腐、こんにゃくなど、豚汁に使う材料をカゴに入れていく。にんじん、油揚げ、ちくわは、ひじきの煮物と豚汁の両方に使えそうだ。

「なんだかこういうのいいね」

　さばの味噌煮に使う生しょう姜がをカゴに入れていると、紘人社長がふとそう告げる。

「今の俺と笹崎さん、夫婦っぽいと思わない？」

「え」

　夫婦……。

　その例えに思わず赤面してしまう。

　どう言葉を返していいのかわからないでいると、「なんてね」と先ほどの発言をごまかすように紘人社長が笑った。

　告白の返事はすでにしたはず。はっきりと断ったのに、不意にこんなことを言われてしまうと胸が痛くなる。

　もしかして紘人社長はまだ私を想ってくれているのだろうか。そもそも彼は私のどこに惹かれたというのだろう……。

「ほかに必要なものはある？」

「あっ、はい。あとは、えっと……」

　その後も買い物を続け、マンションへ戻ってくると、私は持参したエプロンをつけてさっそく料理にとりかかる。

　その間、紘人社長はダイニングテーブルでノートパソコンを広げて仕事に没頭していた。

　それからしばらくして、慣れないキッチンに戸惑いながらも、なんとか無事に料理が完成した。

　メニューは、紘人社長のリクエストであるひじきの煮物、二割引きで購入したさばを使ってさばの味噌煮、タイムセールで購入した豚バラ肉とお買い得品の野菜などで作った豚汁だ。

　料理をテーブルに並べて、ふたりで食事を始める。

　さっそく紘人社長がひじきの煮物を箸でつまみ、口へ運んだので、思わずじっと見つめてしまった。味付けは大丈夫だっただろうか……。

「うん。おいしい」

「本当ですか」

　その言葉に安堵して、思わずテーブルの上に身を乗り出してしまうと、紘人社長がクスッと笑った。

「本当だよ。笹崎さんの作る料理はおいしい」

　そう言って、紘人社長が再びひじきの煮物を口へと運んだ。

「お口に合ってよかったです。実はたくさん作ってしまったので、冷蔵庫に保存してあります。三日ほど日持ちすると思いますので、食べてください」

「ああ、ありがとう。このさばの味噌煮と豚汁もおいしいよ」

「豚汁もまだお鍋にあるので、おかわりしてくださいね」

　目の前でおいしそうに食べてくれる紘人社長を見ていると、私まで気持ちがほっこりとしてくる。

　その後もたわいのない話をしながら食事を続けていると、買い物中に言われた紘人社長の言葉をふと思い出してしまった。

〝今の俺と笹崎さん、夫婦っぽいと思わない？〟

　紘人社長の自宅で一緒に私の手料理を食べている今この瞬間も、彼は夫婦のようだと思っているのだろうか。

　大企業の社長である紘人社長と、その部下である秘書の私。

　どう考えても、立場的に私たちは不釣り合いだ。

　それでも、ふたりだけのこの空間でなら、そんなお互いの立場も忘れられるような気がしてしまう。

　紘人社長は素敵だ。

　優しくて気さくで、どんなときでも前向きで明るくて。

　人との間に壁をつくらずみんなを平等に見てくれるし、他人のためには苦労だって惜しまない。

　そんな紘人社長を私はとても尊敬しているし、慕っている。

　でも、それはあくまで彼の秘書として。紘人社長にはもっとふさわしい相手がいるのだから、その方と結ばれた方が幸せだ。

　そういえば、お見合いはどうなったのだろう。

　克爾前会長が、今度こそは紘人社長にお見合いをさせると意気込んでいたが、あの写真の女性の中のひとりと紘人社長は会うことにしたのだろうか。

　気になってはいたものの、秘書の立場でそこまで踏み込んではいけないような気がして聞けなかった。

　それでも、やっぱり気になってしまう――。

「社長。お見合いの件はどうなりましたか」

　そんな言葉が自然と口から飛び出てしまった。

　すると、紘人社長は食事の手を止めて私を見つめる。

「見合いって、この前の？」

「はい」

「それならもちろん断ったよ。あの場では仕方ないから見合い写真に目を通したけど、最初から断るつもりだったし。それに……」

　そこでいったん言葉を切ると、紘人社長は私を見つめながら優しく微笑む。

「俺が好きなのは笹崎さんだ。それなのに、見合いなんてするわけないだろ」

「えっ」

　思いがけない言葉につい固まってしまった。

　私はもう紘人社長からの告白の返事はしている。気持ちには応えられないと伝えて、彼もそれを理解してくれたと思っていたのに。

　どうしてそんなことを言うのだろう……。

　途端に、切ない気持ちが押し寄せてきた。

　紘人社長がお見合いを断ったとはいえ、私は彼の気持ちには応えられない。紘人社長には私なんかよりもずっとお似合いの女性がいるのだから、その人と幸せになってもらいたい。

　そう思っていたはずなのに、こうして紘人社長と一緒にいるとその気持ちが揺らいでしまう。

　――でも、私は彼の秘書以上にはなれない。

　そう自分に言い聞かせて、ゆっくりと口を開く。

「以前にもお伝えしましたが、私では社長の相手にふさわしくありません。どうか、ご自分と見合った女性と幸せになってください。それが、紘人社長の秘書としての私の願いです」

　だからもう私のことはあきらめてください。

　心の中でそう付け足すと、私は静かに席を立った。

「麦茶のお代わりをお持ちしますね」

　なんとなく空気が気まずくなり、紘人社長のグラスが空になっていたので、それを理由にその場を離れた。

　キッチンへと向かい、冷蔵庫を開けて麦茶のペットボトルを取り出すとグラスへ注ぐ。半分ほど入れたところで、ペットボトルを冷蔵庫へ戻した。そのとき、不意にうしろからふわっと優しく抱きしめられる。

「俺は、笹崎さんが俺の秘書になって初めて挨拶に来てくれたときから君が好きだよ」

　耳もとで聞こえた紘人社長の声に、ドキッと心臓が跳ねる。

「最初は笑顔に惹かれた。緊張しながら俺に挨拶をしたあとのホッとしたような笑顔がかわいかった。俺の秘書として必死に仕事を覚えて、どんな頼み事も完璧にこなしてくれる一生懸命で真面目なところも好きだし、俺が疲れたときにそっと紅茶を出してくれる気遣いも好きだ。控え目だけど自分の気持ちをしっかりと伝えようとしてくれるところも好きだよ」

「社長……」

　紘人社長が私のどこに惹かれたのか気になっていた。私には彼に好きになってもらえるような特別なものなんてなにもないから。

　でも、そうではなくて、紘人社長は普段の私を見ていてくれたんだ。

「一緒に過ごす時間が増えれば増えるほど、ますます君に惹かれていく。俺はこんなに君が好きなのに、自分は俺にふさわしくないとか、そんな理由で振られるのには納得ができない」

　私を抱き締める紘人社長の腕の力がいっそう強まる。

「俺は、なにも考えず半端な気持ちで笹崎さんに想いを伝えたわけじゃないんだ。きちんと覚悟を持っている。だから笹崎さんも余計なことは考えないで、俺を好きか嫌いか、それだけで考えて答えを出してほしい。その結果、もしも俺を選んでくれたなら、そのときは全力で君を守ると約束する。誰にも余計な口は挟ませない」

「社長……」

　いつもの穏やかな口調だけど力強いその言葉に、彼の真摯な想いが伝わってくる。それと同時に心が揺れ始めてしまった。

　なにげなくそっとうしろを振り返ると、私を見つめる紘人社長と視線が絡む。

「俺の君への愛を信じてほしい」

　静かにそう告げた彼の顔が私へと近づいてくると、ゆっくりと唇が重なった。










誕生日プレゼント




「社長。おはようございます」

　秘書室での朝のミーティングを終えて社長室へ向かうと、紘人社長はまだ眠たそうに大きな欠伸をしていた。

「だいぶお疲れのようですね。昨夜の会食は何時に終わったのですか？」

「うーん……何時だったかな。日付は変わっていなかった気がするけど。あの社長はおしゃべりだから、話しだすと止まらないんだよね」

　紘人社長はそう言って欠伸を繰り返した。

「笹崎さん。あとでコーヒーを持ってきてくれるかな」

「珍しいですね。社長がコーヒーをお飲みになるのは」

「たまにはね」

　カフェインで眠気を覚ますつもりだろうか。あまり得意ではないコーヒーの力を借りたいほど今は眠いらしい。

　相変わらず紘人社長のスケジュールは過密で、体調が心配になってしまう。

　この忙しさだと、また食事を取るのも忘れて仕事に没頭してしまうかもしれない。そんな心配をしながら、朝の打ち合わせを始める。

「本日のスケジュールですが、この後九時から経営会議、十一時に大鷹ホールディングスの副社長がお見えになります。お昼を挟みまして、十三時半から人事部長より来年度の採用に関する報告があり、その後十七時からはバンコク支社長とテレビ会議の予定です」

　スケジュール帳に視線を落としながら、相変わらずな過密日程を読み上げていく。

「昼食ですが、本日はランチミーティングの日になっております。私の方で人数分のお弁当と飲み物を用意いたしますので、社長はお時間になりましたら第三会議室へお願いします」

　予定をひと通り伝え終わると、紘人社長が難しい表情で口を開いた。

「十三時半からの人事部長からの報告だけど、たしか副社長も同席するんだよね」

「はい。ご一緒に報告を受ける予定になっております」

「それなら、副社長に任せて俺はいなくてもいいかな」

「なにかほかのご予定でも？」

「ああ。御み子こ柴しばに会いにいきたいんだ」

「御子柴さんですか」

　たしか、建築家で、大鷹不動産が取り扱う物件の設計をいくつも頼んでいる御子柴設計事務所の代表の方だ。

「人気建築家様はお忙しいらしい。なかなかつかまらなかったけど、急きょキャンセルになった予定があって、今日の十四時からなら時間が取れると連絡があった。これを逃すとまたいつ時間をもらえるかわからない」

　御子柴さんは建築関係の数々の賞を受賞している有名な建築家で、紘人社長とは小学校から高校までの同級生だと聞いたことがある。

　御子柴さんには、今度新しく建設予定のデザイナーズマンションの設計を依頼しているものの、忙しいらしくなかなかいい返事がもらえていない。それでも担当者が粘り強く交渉を続けているが、難航していると事業開発部からの報告が上がっている。

「御子柴は昔から気難しい性格だから、口説くのは難しいだろうな。ここは俺が交渉に行くよ」

「わかりました。では、十三時半からの予定については副社長と人事部長に私からお伝えしておきます」

「よろしくね。あと、急で申し訳ないんだけど、なにか手土産になるようなお菓子を買ってきてもらえるかな。御子柴に持っていこうと思って。笹崎さんのチョイスでいいよ」

「わかりました」

　それならさっそくこの後紘人社長が経営会議に参加している間に百貨店へ買いに行こう。

「御子柴さんは甘いものが苦手だと事務員の百もも瀬せさんからお聞きしたので、甘くないものを選んで買ってきます」

「あれ？　笹崎さんは、御子柴のところの事務の子と知り合いだった？」

「いえ、知り合いというほどではありませんが。以前、お電話をしたときに、御子柴さんが不在だったようで百瀬さんに伝言を頼んだんです。そしたら、途中からなぜか話が脱線してしまいまして……」

　たしか、電話をした頃は二月のバレンタインデーの翌日で、百瀬さんがせっかく手作りしたチョコレートを御子柴さんが食べてくれなかったのだと、ぷりぷりと怒っていた。どうやら彼は甘いものが苦手らしい。

「話が脱線か。あの事務の子ならありえそうだ。俺も一度だけ会って話したことがあるけど、なかなかおもしろい子だったな」

　そのときを思い出したのか、紘人社長がクスクスと笑いだす。

　御子柴設計事務所の事務員をしている百瀬さんは、たぶん私と同じくらいの年の女性だと思う。電話でしか話をしたことがないものの、話し方が明るくて感じのいい女性だった。その印象から、人見知りな私とは違って、人懐こい性格なのだろうと彼女のことを想像している。

「ああいう子がそばにいると、毎日楽しくて飽きないだろうな」

　なにげなくつぶやいた紘人社長の言葉に、なぜか胸がちくりと痛んだ。

　たしかに、百瀬さんのように明るくて人懐こい性格だと、一緒にいて楽しいのだろう。比べて私のように内気で人見知りで、話しかけられてもそれほど話題を広げられない性格だと、やっぱり一緒にいても楽しくないのかな。

　ついそんな卑屈な考えになってしまう。

「でも、俺はやっぱり笹崎さんと一緒にいるのが楽しいし、好きだけどね」

「えっ……」

　不意に告げられた言葉に、思わず紘人社長を見つめてしまう。

「おっと。もうこんな時間か」

　紘人社長が慌てたようにイスから立ち上がり、私もハッとして顔を上げた。時計を確認すると、あと十分ほどで経営会議が始まってしまう。

「えっと……資料、資料」

　執務机の引き出しを上から順番に開けながら、紘人社長はどうやらこの後の会議に必要な書類を探しているらしい。

「社長。資料ならこちらにあります」

「あ、ここか。ありがとう」

　引き出しの中ではなく、執務机の上に目的の資料を見つけた私は、それをすばやく紘人社長へと手渡す。

　受け取った紘人社長はイスの背もたれにかけていたスーツの上着を羽織ると、足早に扉へと向かって歩いていく。

「社長。少しお待ちください」

　そのうしろ姿を私はすかさず呼び止めた。

「ネクタイが曲がっています」

「えっ、本当？」

　私の指摘に紘人社長が慌ててネクタイを結び直そうとしている。けれど、片手に資料を持っているためうまく直せないらしい。そうこうしているうちに経営会議が始まってしまいそうだ。

「社長。少しだけ失礼いたします」

　私は、紘人社長へと駆け寄り、少し背伸びをすると彼のネクタイへと手を伸ばす。

　実は、スケジュールの連絡をしているときからずっと気になっていた。

　朝、慌てて支度をしてきたのだろうか。結び方が緩くて、曲がってしまっている。このままの状態で会議へと向かい、多くの社員の前に立たせるわけにはいかない。

　私は、両手で紘人社長のネクタイをしっかりと結び直した。

「これで大丈夫です」

　ふと目の前の紘人社長を見上げると、不自然に視線を逸らされてしまう。

「……やっぱり笹崎さんは、俺を落とすのがうまいな」

「え」

「つい結婚生活を想像してしまった」

　結婚生活……？

「毎朝、笹崎さんにネクタイを結んでもらってから出勤するのもいいかもしれないな。それに、行ってらっしゃいのキスもしてもらえたら、さらにがんばれそうだ」

　穏やかな声でそう告げた紘人社長の視線が私に戻ってくるのと同時に、腰に手が回りぐいっと引き寄せられる。そのまま一度だけぎゅっと強く抱きしめられた後、すぐに体を離された。

　そして、紘人社長は腰を屈めると、にこりと微笑み私の顔を見つめる。

「それじゃ、会議に行ってきます」

「は、はい。行ってらっしゃいませ」

　突然抱きしめられたことに動揺を隠せない私は、直立不動で固まってしまった。そんな私を見て紘人社長がクスッと小さく笑いをこぼす。

「ごめん、つい。ネクタイを直してくれた笹崎さんがかわいすぎて我慢ができなくなった。キスもしたいけどそれはさすがにやめておいて、おとなしく会議に行ってくるよ」

　手に持つ資料をひらひら振ると、紘人社長は私に背を向けてドアノブに手をかけた。

「あっ、そうだ」

　けれど、なにかを思い出したのかピタリと動きを止めて、私を振り返る。

「明日はなにか予定あるかな」

「明日ですか？」

　明日は土曜日で休日だけど、紘人社長には仕事関係の予定が入っていることが多い。でも、たしか明日は久しぶりになにも予定がなかったはず。

　それでも念のためにスケジュール帳を確認しようとすると、「そうじゃなくて」と紘人社長が首を振る。

「俺のじゃなくて、笹崎さんの予定」

「私ですか？……いえ、とくに予定は入っておりません」

「それなら俺に時間をちょうだい。明日の十五時。アパートまで迎えに行くから待っていて。あっ、服装はなんでもいいよ」

　そう言い残して、紘人社長は社長室を後にした。

　残された私は、思わずその場で考え込んでしまう。

　明日の十五時になにがあるのだろう？

　もしかして、仕事関係の予定が入ったのだろうか。それなら同行を求められるのもうなずける。

　明日は紘人社長にはとくに予定が入っていないものの、彼はたまに秘書の私を通さない突然の仕事の予定を入れたりすることもあるから。

　仕事関係の同行だとしたら、服装はなんでもいいと言っていたけれど、きちんとした服装がいいはずだ。ここは無難に仕事で着ているものと同じにしよう。

　行先などは詳しく教えてもらえなかったけれど、それも明日になればわかるはず。

「……明日？」

　ふと気がつき、スケジュール帳で明日の日付を確認した。

「そっか。私、誕生日だ」

　そう気がついたものの、明日で自分がいったい何歳になるのかさえすぐに思い浮かばない。毎年それほど誕生日を意識しているわけではないので、前日の今日まですっかり忘れていた。

　このままでは仕事になってしまいそうだけど、誕生日だからといってとくに予定も入っていないから問題ない。

　パタンとスケジュール帳を閉じると、私も今日の仕事にとりかかる。

　まずは紘人社長が会議に出席している間、御子柴設計事務所へ持っていくための手土産を百貨店へと買いに出かけることにした。




　翌日。

　紘人社長との約束の時間十分前に、アパートの前で彼の到着を待っていると、目の前に紘人社長の愛車である白の高級車が止まった。

　運転席に座る紘人社長が腕を伸ばして助手席のドアを開けてくれたので、「失礼します」と私はそこへ乗り込む。

　シートベルトを着けると、ゆっくりと車が発進した。

　アパートや住宅が並ぶ狭い道路を少し進むと、駅前の大きな通りへと出る。

　紘人社長の運転は、彼の性格のようにとても穏やかだ。

　視線をそっと隣へ流すと、今日も紘人社長はびしっとスーツを着ていた。その服装に、やっぱり今日はこれから仕事関係の予定があるのだと確信する。

　それなら私も仕事着で来て正解だった。そうホッとしていると、隣でハンドルを握る紘人社長が突然小さく笑いだした。

「服装はなんでもいいと言ったけど、まさか仕事のときの服装で来るとは思わなかったな」

「いけなかったでしょうか」

　正解だと思ったのに間違いだったのだろうか。不安になり焦り出す私に、紘人社長がまたクスッと笑う。

「いや、服は本当になんでもいいんだ。すぐに着替えるから」

「着替える？」

　その言葉の意味がわからないまま、紘人社長の運転する車は百貨店の地下駐車場へと入っていった。

　そこに車を止めて、店内へと入っていく紘人社長の後をついていくと、彼が向かったのは有名ブランドが並ぶフロア。

　どこを見てもひと目で高級だとわかる上品な服や靴、バッグなどの商品が並んでいる。その中のひとつの店舗の前で紘人社長が足を止めた。

「この店で笹崎さんの服を買おう」

「えっ」

　どうして私の服を？

　とっさに理解ができなくて、ポカンと口を開けてしまう。けれど、ここへ来る車内で紘人社長に言われた『すぐに着替えるから』という言葉を思い出した。

「これから向かう場所はドレスコードが必要なんだ」

「そうなのですか!?」

　そんな話は聞いていない。そもそも服はなんでもいいと言っていたのに。

　正装が必要ならそれなりの服を着てきた。節約生活をしているとはいえ、私だって一着くらいはそういうとき用のかしこまった服を持っている。

「笹崎さんの服を選ぼう。もちろん、俺が買うよ」

「そんな、いけません。ドレスコードが必要なら、今からアパートに戻って着替えますので」

「いいから、いいから」

　まさか紘人社長に服を買ってもらうわけにはいかない。

　そう思って必死に抵抗したものの、のほほんとした笑顔の紘人社長に背中を押されながら店舗の中へ足を踏み入れてしまった。

　すると、すぐに女性の店員さんに声をかけられ、彼女に勧められるがまま何着か試着をすることになった。

　その中の一着である、袖がケープのようにひらひらとしたマスタードカラーのドレスを、店員さんと紘人社長に強く勧められて購入する。

　それに合わせて靴とバッグ、イヤリングも紘人社長がカードですばやくお会計を済ませてしまう。

　どうやら百貨店には私の服を購入するのが目的だったらしく、それが済むとすぐに駐車場へと戻った。

　そして、再び車は移動を始めたものの、行先についてはいまだに教えてもらっていない。

「……本当によろしかったのでしょうか」

　購入したばかりのドレスをさっそく着て助手席に座る私は、ハンドルを握る紘人社長をチラッと見る。

「気にしないで。そのドレスすごく似合っているよ。大人っぽくて素敵だ」

「……ありがとうございます」

　さらっとそんな言葉をかけられると、お世辞でも恥ずかしくなってしまう。

　こんなにはっきりとした色の服を着るのはいつぶりだろう。

　もともとの顔立ちが派手なので、服の色まで派手にしてしまうと余計に目立ってしまうような気がしてずっと避けていたから。

　紘人社長は似合うと言ってくれたけど、私が着ると派手すぎないだろうかと心配になってくる。

　そもそも、これからどこへ向かうのだろう……。

　そんな疑問をかかえたままたどり着いたのは美容室だった。

　そこでは美容師さんに髪型をハーフアップにセットしてもらい、メイクもしてもらった。

　なんだか服を着替えたりヘアセットをしてもらったり、まるで着せ替え人形のように自分が変わっていく。

　再び車に乗り込んだ頃には、すっかり日が落ち始めていた。さっきまで青色だった空が、ほんのりと赤色に染まっている。

「よし。準備もできたし、そろそろ行こうか」

　紘人社長がハンドルを握り、再び車を走らせた。

　ようやくこれから本来の目的地へと向かうらしい。

　もしかしたら、仕事関係のパーティーだろうか。それなら何度か秘書として紘人社長に同行したことがある。

　でも、そのときは今回と違い、事前に知らされていたし、服も自分で用意をした。

　今日のように行先も告げられず、身に着けるものまで用意をしてもらったことはない。そのせいで、いったいこれからどこへ向かうのか少し不安になり、つい身構えてしまう。

「大丈夫だよ。とても楽しい場所だから」

　そんな私の緊張に気がついたのか、紘人社長がクスッと笑った。

　その後も車は走り続け、空がすっかり暗くなった頃にたどり着いた場所は東京湾の客船ターミナル。

　駐車場に車を止めて、ターミナルの奥にある受付カウンターで紘人社長が受付を済ませる。

「乗船までまだ時間があるから、あそこに座って待とう」

　私を振り返った紘人社長が待合ロビーのある方を指差す。

「これから船に乗るのでしょうか？」

　すかさず問いかけると、紘人社長は「そうだよ」とうなずいた。

「食事も出るから楽しみにしていてね」

　船上でディナーを楽しむパーティーなのだろうか。

　そういえば、紘人社長の秘書になったばかりの頃、大鷹不動産と懇意にしている建設会社主催のパーティーが船上で行われた。そのときも同行して参加したけれど、今回も同じようなパーティーなのかもしれない。

　けれど、周囲を見渡す限り、それらしい集まりではないような気もしてくる。

　待合ロビーのソファにはカップルの姿が目立ち、ほかにも家族連れや年配の夫婦の姿もちらほらとある。

　服装は私たちのように正装をしているものの、企業が主催するパーティーという雰囲気があまり感じられない。

　気になりつつも乗船時間を迎えたので、スタッフに案内されて乗船が始まった。

「わぁ、すごい……」

　船内はまるで高級ホテルのように豪華で、思わず足を止めて見とれてしまう。以前、参加した船上パーティーのときよりも大きな船だ。

「さぁ、中へ入ろう」

　感動している私の腰に紘人社長の手が優しく添えられる。そのままエスコートされるように船内を進み、こういったことに慣れていない私は、緊張で歩き方がぎこちなくなってしまった。

　けれど、次第に船内の豪華な造りにばかり目が向かい、それに見とれているうちに、腰に添えられた紘人社長の手の存在はあまり意識しなくなった。

　ようやく到着した場所は、広々とした個室の部屋だ。

　温かな照明の光に包まれる室内には、天井から床にまで届きそうな大きな窓があり、遠くにキラキラとした都心の夜景が広がっている。

　スタッフに案内をされて席に着くと、真っ白なテーブルクロスの上にはお皿やナイフ、フォークなどがすでにセットされていた。

　スタッフが部屋を出ると、室内には私と紘人社長のふたりだけになってしまう。

　途中から薄々勘づいてはいたものの、これはもう絶対に仕事関係のパーティーではない。

「社長。これはいったい……？」

　対面に座る紘人社長に問いかけると、お皿の上に置かれているメニュー表を手に取って眺めていた彼が顔を上げる。

「騙だますように連れてきてしまってごめん。でも、正直に誘ったら断られてしまうような気がしたから」

　頭に手をやり困ったように紘人社長が笑う。

「俺から笹崎さんへの誕生日プレゼントなんだ」

「誕生日プレゼント……」

　紘人社長が、私に？

「これから約二時間かけて東京湾を回るクルージングディナー」

　驚きで言葉が出てこない。

　今日は仕事関係の用事で紘人社長に同行をしているのだと思っていた。でも、まさか私の誕生日のためだったなんて……。

「去年の誕生日は、笹崎さんがまだ俺の秘書になって日が浅かったから気づくのに遅れて、お祝いの言葉もかけられなかったから。今年こそはお祝いをしたいとずっと思っていた」

　少し恥ずかしそうにそう告げた紘人社長に、私は胸がいっぱいになる。

　私なんかのためにここまでのお祝いをしてもらうのは、正直に言って恐縮してしまう。でも、それと同時にすごくうれしい。

「ありがとうございます」

　深々と頭を下げると、紘人社長は笑顔でうなずいた。

「それじゃあさっそく食事を始めようか」

「はい」

　初めに運ばれてきたドリンクを飲んでいると、船は静かに港を離れていた。

　景色が少しずつ変わっていく。それを眺めていると、最初の料理がテーブルへと運ばれてきた。

　前菜から始まり、スープ、魚料理、お肉料理と続き、最後にデザートが到着する。

　苺がたっぷりのったケーキに飾られたプレートには、チョコレートで書かれた〝Happyハッピー birthdayバースデー〟の文字とロウソクが飾られていて、紘人社長が私のために特別にオーダーしてくれたらしい。

「社長。今日は本当にありがとうございました。とてもおいしい料理でしたし、ケーキまで準備していただいてうれしかったです」

　豪華なフルコースを堪能し、改めて感謝の気持ちを伝える。

「喜んでもらえたならよかった。でも、まだ終わりじゃないよ。とりあえず、甲板に出てみない？」

　誘われて、オープンデッキへ出ると、一瞬だけ強い風が吹き抜けた。思わず閉じてしまった目を開けると、目の前にはライトアップされたレインボーブリッジがあり、船がその下をゆっくりと通過していく。

　その後もライトアップされた東京タワーや都心のビル群の夜景が目の前にキラキラと広がっている。

「きれい……」

　自然と口からそんな言葉がこぼれてしまう。

　上京して九年。東京の夜景なんて見慣れてしまっているものの、こうして船上から見るのは初めてだった。

　以前に参加したパーティーのときは、関係者の方々に挨拶をして回っていたため常に気を配っていて、景色を見る余裕なんてまったくなかったから。

　穏やかに吹き抜けていく心地いい風を感じながら、目の前に広がる景色を眺めていると、なんだか心がふわっと軽くなるような気がする。

　おいしい料理に、素敵な夜景。こんなに素晴らしい誕生日プレゼントをくれた紘人社長に感謝しないと。そう思って、私は視線を隣へと向ける。

　そこには、デッキの手すりに軽く両手を置いて、夜景を眺めている紘人社長の姿があり、彼の少し癖のついた黒髪が風になびいてさらさらと揺れている。その横顔が素敵で、思わず視線を逸らせなくなった。

　しばらく見とれていると、夜景に向かっていた紘人社長の視線が不意に私へと移動する。パチッと視線が合って、とっさに逸らしてしまった。

「笹崎さん。少しだけ、あっちを見ていて」

　そう言われて、不思議に思いながらも紘人社長が指で示した方向へと視線を投げる。

　そこはどうやら空港のようで、ちょうど飛行機が夜空に向かって飛び立つところだった。紘人社長は私にこれを見せたかったのだろうか。

　少しずつ小さくなっていく飛行機の光を見つめていると、突然ふわっとうしろから抱きしめられた。

「……え」

　慌てて振り向こうとした私の首に、紘人社長がなにかをつけてくれる。

「俺からのプレゼント。笹崎さんの名前と同じ桃の花だよ」

　私の首には、さっきまではなかったはずのペンダントがかけられていた。

　その先端に吊り下げられた飾りには、ピンク色の小ぶりな花がついている。

「これを私に……？」

「うん。とっても似合う」

　私の正面へと回り、にこっと微笑む紘人社長。その笑顔に、胸が詰まる。

　船上ディナーだけでも十分に素敵なプレゼントだし、さらに服や靴まで買ってもらってしまった。それなのにこれ以上、こんなにかわいらしいペンダントを受け取ってしまっていいのだろうか。

「桃の花のペンダントなんて初めて見ました」

　トップについた飾りを手に取って眺める。細かいところまで丁寧に作られていて、とても上品でかわいらしいデザインだ。

「気に入ってもらえたかな」

「はい。とても素敵です」

　普段からアクセサリーは身に着けないし、節約の身なのであまり持ってもいない。だから、紘人社長からもらったペンダントがとてもうれしかった。

「ありがとうございます。ずっと大切にします」

　ペンダントの桃の花の飾りをぎゅっと優しく握った。そんな私を紘人社長が優しい眼まな差ざしで見つめている。

「笹崎さん、誕生日おめでとう。二十七年前の今日に君が生まれて、俺と出会ってくれてありがとう……って、今のはちょっとクサいセリフだったかな」

　紘人社長は片手を頭に添えて照れながら笑っている。

「……笹崎さん？」

　すると、彼の顔から突然、笑顔が消えた。そのまま私の顔を心配そうに覗き込んでくる。

「どうした？」

　そこで、ようやく私は気がついた。

　――自分が泣いていることに。

「すみません。泣いたりして……」

　声が震えている。

　同じく震えている両手で、止まらない涙を拭きながら、私はふと子供の頃の記憶を思い出していた。




　あれは十歳の頃。

　祖父母に連れられて親戚の人たちの集まりに参加したとき。

　食事が済んだお皿を台所へ運んでいくと、そこで洗い物をしていた女性たちの会話をこっそりと聞いてしまった。

『景けいちゃんは本当にかわいそうな子だったわよね。不倫の末に既婚者との間に子供ができたんだから。周囲にあんなに反対されたのにひとりで桃ちゃんを産んで』

『そうよね。そのせいで、あの若さで亡くなっちゃったんだもの。本当にかわいそう』

『あの年齢でまだ小さな桃ちゃんを育てることになった登と美み子こさんと敏とし男おさんも大変よ。登美子さんは足が悪いし、敏男さんも癌がんが見つかったらしいじゃない』

『本当にそうよね。景ちゃんに、うっかり子供さえできていなければねぇ……』

　あのときは、とにかくたくさんの親戚が集まっていたから、その女性たちが私とどんな関係にあるのかはわからなかったし、今ではもう顔もはっきりと覚えていない。

　でも、会話の内容はしっかりと思い出せる。

　あのとき感じた心の痛みと一緒に……。

　ずっと自分は生まれてこなければよかったと思っていた。

　母は、私を産んでから体調を崩していまい、出産から一年後に亡くなってしまった。ひとり残された私を祖父母は大切に育ててくれたけれど、苦労している姿もよく目にしていた。

　私がいなければ、みんな幸せだったはずなのに。

　私のせいで……。

「ごめん。もしかして俺は、笹崎さんを泣かせてしまうようなひどいことを言ったのかな」

　過去を思い出して、ポロポロと泣き続けている私を前に紘人社長が慌てている。

「すみません」

　私は頭を大きく振った。

「違うんです。社長の言葉がうれしくて……」

　しゃべると、また涙があふれてくる。

　ずっと自分は生まれてこなければよかったと思っていた。

　でも、紘人社長は私に言ってくれた。

〝君が生まれて、俺と出会ってくれてありがとう〟

　その言葉がうれしかった。

　そんな私の涙の理由を知らない紘人社長は、しばらくすると「そっか」と静かにうなずいた。

「俺が、泣かせちゃったのか」

「いえ、違うんです。そうじゃなくて、私は……」

　慌てて否定しようと顔を上げると、不意に腕を引かれて抱き寄せられた。

「お詫びに、笹崎さんが泣き止むまでずっと抱きしめてる。絶対に離さないから」

　まるで腕の中の私を閉じ込めるように、抱きしめる力を強める紘人社長。

　その胸の中で、私はしばらく涙が止まらなかった。










恋した瞬間




　本社ビル四階にあるカフェテリアは、ちょうどお昼時とあってたくさんの社員で賑にぎわっている。

　昼食はいつもだいたい手作りのお弁当かおにぎりを持参している私は、社内カフェをあまり利用しない。

　けれど、今日は天野室長からランチに誘われた。ご馳走してくれるらしいが、彼におごってもらう理由が見つからないので戸惑ってしまう。

　断ろうと思っていたのに、その隙を与えられないまま本日オススメの中華丼を注文されて、お会計も済んでしまった。

「ありがたくご馳走になります」

　壁側にあるテーブルがひとつだけ空いていたので、ふたりで向かい合って座ると、私は天野室長に頭を下げる。

　取り留めのない会話を続けながら食事を取っていると、不意に天野室長がこれまでとは声のトーンを少し変えて口を開いた。

「笹崎にちょっと相談があるんだけど」

「なんでしょうか」

「まだ本決まりじゃないから、これから俺が話す内容は小耳に挟む程度にしておいてもらいたいんだ」

「わかりました」

　私は、持っているスプーンをテーブルへ置くと、話を聞く姿勢に入る。

「それで、相談とは？」

　言葉の続きを促すと、天野室長にしては珍しく言葉を選ぶように慎重に口を開いた。

「笹崎は、大鷹ホールディングスで働く気はないか？」

「えっ」

　大鷹ホールディングスといえば、大鷹不動産の親会社だ。

　なぜ、子会社の社員の私が？

「実は、大鷹ホールディングスの副社長の秘書が再来月から産休に入るんだ。期間は三年。その間の秘書を探していて、笹崎も候補に入っているらしい」

「私がですか!?」

「ほら、笹崎、英語と中国語が話せるだろ。あと、何語だっけ？」

「ロシア語を少々」

　語学は将来就職に役に立つと思って、高校生の頃からとくに力を入れて勉強してきた。本当は留学にも憧れたけどお金がなくてあきらめた。それでも、英語と中国語は完璧にマスターできたし、ロシア語も日常会話程度なら問題ない。

「副社長は英語しか話せないから。語学をフォローしてくれる秘書が欲しいらしい」

「それで私が？」

「そういうこと。加えて紘人の秘書をまだ一年だけど優秀に務めた実績かな」

　優秀に務められたのかは自分ではそれほど自信がない。ただ、紘人社長のために一生懸命やってきただけ。

　それなのに、まさか自分が親会社の副社長秘書候補に上がっているなんて……。信じられず戸惑う私をよそに、天野室長は話を進めていく。

「もし決まった場合はうちに籍を置いたまま、三年間だけ親会社で働くことになると思う」

「三年ですか」

　ということは、その後はまた大鷹不動産へ戻れるのだろう。

「その間の紘人社長の秘書はどうなるのでしょうか」

「そうだな。紘人の秘書は新しく探すか、まぁ三年なら俺が室長を兼務しながらやるかのどちらかだな」

「そうですか」

　まだ親会社へ行くと決まったわけではないのに、紘人社長の秘書ではなくなってしまうと思うと、少し寂しい気持ちになった。

　彼の秘書になってまだ一年だけど、ほぼ毎日のように顔を合わせているから……。

「もしかして、紘人と離れたくない？」

　まるで私の心を読んだような天野室長の言葉にドキッとなる。

「いえ、そういうわけではありません」

　とっさにそう答えたものの、離れたくないと一瞬思ってしまった。でも、それを天野室長に気づかれたくなくて、慌てて否定の言葉を口にした。すると、なぜかため息をつかれてしまう。

「そんなにはっきりと否定するなよ。紘人が聞いたらショック受けるぞ」

　そう言って、天野室長は残りの中華丼を口の中へ一気におさめた。

「まぁ、この話はまだ決定じゃないから。何人かの候補の中に入っているってだけで、今ならまだ断ることもできる。俺としては笹崎にとっていい話だと思うから、このまま候補に残ってほしい。キャリアアップとまではいかなくても、スキルアップにはなるぞ」

　スキルアップか……。

　正直なところ、そういった欲が私にはあまりない。

　目の前にある仕事をしっかりとこなして、それに見合うお給料をもらう。そして、そのお金を奨学金の返済と、苦労して私を育ててくれた祖母のために使う。私が働く理由なんてそれだけだから。

「でも、問題は紘人だ。あいつが笹崎を手放すかどうか。副社長はあいつの叔父だから、笹崎を秘書候補に入れたことを遠慮なく抗議するだろうな。笹崎は、紘人の寵ちょう愛あいを受けているから」

「えっ」

　天野室長が、にんまりと笑いながら私を見るので、すぐに否定の言葉を口にする。

「いえ、そんなことはありません。紘人社長はお優しい方なので。きっとこれまでの秘書の方々にも部下としての愛情を持って接していたはずです。なので、私だけ特別ではありません」

「そうかな？　俺はこれまでの紘人の秘書を知っているけど、笹崎は特別に大事にされていると思うぞ。だって、紘人が笹崎に向ける視線は秘書に対するものというよりも……」

　そこまで話して突然、天野室長は言葉を切った。

「……いや、なんでもない。俺が口出すことでもないか」

　ぼそりとそう告げて、天野室長はグラスの水を飲んだ。

　――もしかして、天野室長は私と紘人社長の間に起きた最近の出来事を知っているのだろうか。なんとなく彼の言葉からそう感じ取る。

　勘の鋭い天野室長は、きっとなにかしら察しているのかもしれない。そうだとしたら、今はまだ曖昧な彼の疑問を確信に変えないためにも、ここはなんとか平常心を保たないと。

「そういえば、紘人が話していたぞ。笹崎、前にあいつに言ったらしいな。社長はそのままでも十分に素敵だから、魅力がないなんて言わないでほしいって。覚えてる？」

「えっ……はい、もちろん」

　突然、話題を変えられて戸惑ったものの、おそらくあのときのことを天野室長は言っているのだろうと思いつく。

　以前、紘人社長との会話の中でなにげなく彼がつぶやいた言葉があった。

〝俺に近づく女性はみんな俺の家柄や財産、肩書を目あてにする。俺の魅力はそれしかないんだ〟

　そうつぶやいて、寂しそうに笑っていたのを覚えている。

　それに対して私が紘人社長に返した言葉を天野室長は言っているのだろう。

「紘人のやつ、笹崎のその言葉が相当うれしかったみたい」

「社長がですか？」

　それほど特別な言葉を告げたつもりはなかった。ただ、私の正直な気持ちを口にしただけ。でも、それで紘人社長がうれしく思ってくれたのなら伝えてよかった。

「ここだけの話だけど、紘人はこれまであまりいい恋愛をしてきてないんだ」

　不意に告げられた天野室長の言葉に私は耳をすます。

「付き合う女がみんなひどくてさ。あいつ優しくて人がいいから悪い女にすぐに騙されちゃうんだよな」

「そうだったんですね」

　あのとき、そんなセリフを告げる紘人社長はおそらく恋愛になにかトラウマでもかかえているのだろうと思ったけれど、やはりそうだったらしい。

　紘人社長の過去の恋人たちは、彼の家柄や財産、肩書だけを目あてにして付き合っていた。それに気がついて、紘人社長は傷ついたんだ。

　あんなに優しい方をそんな悲しい気持ちにさせるなんて……。

　そう思ったら、なんだか私まで胸が痛くなった。

「俺は紘人の親友として、今度こそあいつにはいい恋愛をしてもらいたいんだ。その相手が笹崎ならいいと思っている」

「私ですか!?」

「だから、紘人とのこと真剣に考えてやれよ。たぶんあいつも本気だと思うから」

「えっ、あの――」

「じゃあ、俺は先に戻るな」

　私の言葉を遮るように告げて、天野室長がすばやく席を立つ。

「あと、異動のこともしっかり考えとけよ」

　そう付け足すと、昼食のトレイを手に取り、足早に去ってしまった。

　――やっぱり、天野室長は私と紘人社長のことに気づいている。

　それに少しばかり動揺したものの、『真剣に考えてやれよ』という天野室長の言葉が頭の中をぐるぐると回っていた。

　私は、紘人社長とのことを真剣に考えていないわけじゃない。

〝君が生まれて、俺と出会ってくれてありがとう〟

　そんな優しい言葉をかけてくれる紘人社長に、好きだと言ってもらえるなんて私は幸せ者だ。

　ディナークルーズの日以来、紘人社長を意識してしまう。

　紘人社長の恋人になれたら……。

　でも、そう思うたびに現実を突きつけられる。

　不倫の末に生まれた私は、大鷹家の跡取りである紘人社長には釣り合わない。それに、もしもお付き合いを始めることになっても、私の出自を知れば絶対に周りから反対されるに決まっている。

　それがわかっているのだから、やっぱり私は紘人社長の恋人にはなれないし、なってはいけない。

　私は、彼の秘書だ。だからこれからも秘書として彼の仕事のサポートをしていく。

　改めてそう自分に言い聞かせて、残りの昼食を食べる手を再開させた。




　それから午後に入ると、私は秘書室で仕事を始める。

　紘人社長は現在、社長室で経済誌の取材を受けているが、同席しているのは広報担当の社員。

　秘書である私はその場にいなくてもいいので、たまっている仕事を黙々と片づけることにした。

　一時間ほどが経った頃。広報担当の社員から取材が無事に終わった連絡を受けたので、給湯室で紘人社長の好きな紅茶を淹れて社長室に向かう。

「おっ。さすが笹崎さん。ちょうど喉が渇いていたんだ」

　デスクの上に紅茶の入ったカップを置くと、紘人社長がさっそくそれに口をつける。

「うん。今日も笹崎さんの淹れてくれた紅茶はおいしい」

「ありがとうございます」

　それから飲み終えたカップを持って、私は社長室を後にした。

　秘書室へと戻り、しばらく仕事をしていると、デスクの上の電話が鳴りだす。

　表示された番号が内線ではなく外線だったので、三スリーコール以内にすばやく受話器を取った。

　電話の相手は、主要取引先のひとつである森もり園ぞの建設。

　大鷹不動産の物件の建設を多く請け負っており、これまでも二社共同で企画や開発を行い数々のプロジェクトを共に成功させてきたパートナーのような会社だ。

　電話は、そこの秘書室からで、どうやら森園社長が紘人社長に話があるらしい。確認を取るため、いったん通話を保留に切り替えると、私は社長室へ内線をかける。

　しばらくすると『はい』と紘人社長の穏やかな声が耳に届いた。

「社長。森園建設の森園社長よりお電話です。お取次ぎしてもよろしいでしょうか」

　今の紘人社長はデスクワーク中で、とくに急ぎの仕事をしているわけではないはず。当然、森園社長の電話に応じるものと思ったが、紘人社長からすぐに返事がない。

『森園建設かぁ……』

　しばらくすると、重たいため息が聞こえた。

『森園社長。俺がスマホの電話に出ないからってこっちにかけてきたな』

　独り言のようなつぶやきの後で『笹崎さん』と私を呼ぶ。

『申し訳ないんだけど、会議中とか適当な理由をつけて断ってくれないかな』

「よろしいのですか？」

『ああ。ついでに、今日はもう忙しくて電話に出られないって伝えて』

「……わかりました」

　それで、本当にいいのだろうか？

　戸惑いつつも、紘人社長に言われた通りのことを丁寧な言葉に変えて、森園社長の秘書へと伝えた。

　けれど、なぜか先方はすんなりと引き下がらず、どこか空いているわずかな時間でもいいから話がしたいと言われてしまった。

　ここまで粘られると、もしかしてなにか重要な件についての話なのではと思ってしまう。

　でも、紘人社長はなぜか電話に出たくないようなので、今日はどうしても時間が取れない旨をなるべく強く森園社長の秘書に伝えた。

　すると、また後日改めてかけ直すと言われて、ようやく通話が切れた。私はそっと受話器を置く。

　そのまますぐに仕事に戻ろうとしたものの、どうも気になってしまう。

　どうして紘人社長は森園社長からの電話に応じなかったのだろう。森園建設は、大鷹不動産にとっては大切な取引先のひとつなのに。

　なにかトラブルでもあったのだろうか。

　そう考えてふと、森園社長の性格を思い出した。

　私も何度かお会いしたことがあるけれど、年齢は五十代半ばの少し癖の強い性格の人という印象がある。

　会話を遮って自分の意見を言ったり、相手のことを考えずに遠慮なくものを言ったり。申し訳ないけれど、私は少し苦手な人だ。

　それでも、誰にでも友好的な紘人社長は森園社長とも親しくしていて、ふたりで食事へ行くこともあり関係は良好なはず。それなのにどうして突然、電話を拒んだりしたのだろう。

　置いた受話器に手をかけたまま考え込んでいると、今度は内線が鳴った。社長室からの表示に慌てて受話器を持ち上げると、すぐに社長室へ来てほしいとのことだった。

　さっそく向かうと、紘人社長は執務机でパソコンの操作をしている。

「社長。お呼びでしょうか」

「さっきの森園建設からの電話はうまく断れた？」

「はい。ですが、また後日かけ直してこられるそうです」

「そうか……」

　私の報告を聞いた紘人社長の表情が険しい。

　しばらくすると、彼にしては珍しく低い冷たい声で「しつこいな」とぼやいた。けれど、すぐに私に笑顔を向けて、いつもの穏やかな口調に戻る。

「笹崎さん。申し訳ないけど、森園社長からの電話は今後いっさい俺に取り次がないでもらえるかな」

「……よろしいのですか？」

　いっさい取り次がないでという強い言葉に戸惑ってしまった。

　大切な取引先なのに、そんな扱いをしてしまって失礼にならないのだろうか。

「大丈夫。向こうの用件はだいたいわかっているから。仕事とは関係ないんだ」

　紘人社長が軽くため息をこぼす。

　その様子がなんだか思いつめたように見えて、やっぱり森園社長との間になにかがあったのかもしれない。

　紘人社長の性格を考えると、人とトラブルを起こすような方ではないのだけれど。

「わかりました。それでしたら、私の方で適当に理由をつけまして、電話をお断りいたします」

「ありがとう笹崎さん。助かるよ」

「いえ」

　詳しくはわからないものの、紘人社長がどうしても森園社長の電話に出たくない理由があるのなら、秘書の私はそれに従うだけ。

　でも、やっぱり気にはなってしまう。

「それよりも、笹崎さんには別に相談したいことがあって呼んだんだ」

　思いつめたような表情から一転し、紘人社長がいつもの穏やかな笑顔を見せる。

「明日の瀧たき本もと社長との会食だけど、笹崎さんも一緒に来てくれないかな」

　明日は、十八時より都内の料亭で会食の予定が入っている。お相手は、不動産分野を中心とした広告代理店を経営している瀧本さんという男性。

　それにしても会食に同席を求められるのは珍しい。普段は紘人社長がおひとりで出席することが多いので、私はまだ二度ほどしかご一緒したことがなかった。

「瀧本社長から直接俺に電話があって、笹崎さんも同席させてほしいと頼まれたんだ。聞くところによると、奥さんが笹崎さんに会いたいそうだよ」

「奥様がですか？」

　瀧本社長とは何度かお会いしたことがあるものの、奥様とは半年ほど前に開かれた瀧本社長の会社の創立記念パーティーで一度しか顔を合わせていない。そのときも挨拶をしただけで、とくに会話をした覚えはなかった。

　だから、私に会いたいという理由が思い浮かばないものの、誘われたのなら同席しないと失礼になってしまう。

「わかりました。私も同席させていただきます」

「それなら定時で上がって、一緒に会場へ向かおう」

「はい」

　紘人社長は私の返事を聞いて微笑むと、再びパソコンの操作を始めて仕事に戻った。




　そして迎えた翌日の会食当日。

　会場は瀧本社長の秘書の方が手配をしてくれた老舗の料亭。

　入り口の門をくぐると、着物姿の仲居さんが個室まで案内してくれた。そこにはすでに瀧本社長と奥様の姿があり、私たちを笑顔で迎えてくれる。

「紘人君、久しぶり」

「お久しぶりです、瀧本さん」

　瀧本社長は紘人社長を子供の頃から知っているらしく付き合いは長いそうだ。そんなふたりが親しく挨拶を交わすと、瀧本夫妻の向かいの席に私たちも腰を下ろした。

　瀧本社長の年齢は六十代前半。ロマンスグレーの髪が素敵な、すらっと背の高い男性だ。今も十分に魅力のある方だけど、若い頃はきっとおモテになったのだろうと想像できる。

　その隣で凛とした美しい姿勢で座っているのが奥様だ。瀧本社長よりも年齢が少し若く五十代後半。和服がお好きなのか、前回初めて挨拶をしたときも今日のように上品な着物姿だった。

「笹崎さんも今日は来てくれてありがとう」

「いえ。お誘いいただきありがとうございます」

　奥様の美しさに見入っていると、瀧本社長に声をかけられ慌てて返事をする。

「家内がどうしても笹崎さんに会いたいと言ってね」

　再び奥様へ視線を戻すと、上品に微笑まれ、それに釣られるように私も笑顔を返した。すると、奥様の表情からすっと笑みが消え、じっと私を見つめる。

「やっぱり。そのお顔とてもよく似ているわね」

「え」

　奥様の言葉に思わずきょとんとしてしまう。

「その戸惑った顔もそっくり。どうやら私の勘はあたっていそうね」

　奥様は口もとに手を添えて上品に笑っている。

　するとそこで「失礼します」という声とともに襖ふすまがゆっくりと開いた。仲居さんが料理と日本酒を持って現れ、それらがずらりとテーブルに並ぶ。

　私は日本酒を手に取ると、瀧本社長、奥様、紘人社長と順番にお酌をした。それから乾杯を済ませて、食事が始まる。

　会話をしているのはほとんど瀧本社長と紘人社長で、奥様と私はそれに耳を傾けながら時折、相づちを打っていた。

「笹崎さんも遠慮なく食べなさい。さっきからあまり箸が進んでいないようだが」

　瀧本社長の空になったお猪口ちょこに日本酒を注いでいると、そう指摘されてしまった。

「もしかして料理がお口に合わなかったかしら」

　奥様にも心配そうに声をかけられてしまう。

「いえ、とてもおいしいお料理です」

　私は瀧本社長と奥様に笑顔で答えた。

「それなら遠慮なくたくさん食べるといい」

「はい。ありがとうございます」

　瀧本社長に促されて、箸を手に持つ。

　けれど、目の前に並ぶ料理を食べたい気持ちはあるものの、なぜか食が進まない。

　乾杯を終えたあたりから胃がムカムカとして重苦しい。もしかして、慣れない会食の場に緊張しているのかもしれない。

　箸を持ったまま固まっていると、隣から紘人社長の声がした。

「笹崎はあまりこういった場には連れてこないので、おふたりを前に少し緊張しているのだと思います。ね、笹崎さん」

　私を見て穏やかに微笑む紘人社長。

「はい。すみません……」

　私は小さく頭を下げた。すると、瀧本社長が愉快そうに声をあげて笑いだす。

「そうか。笹崎さんは見かけによらずおとなしい子なんだな。人を見た目だけで判断してはいけないが、君はもっと強気な性格だと思っていたよ」

「それは……よく言われます」

　派手な顔立ちのせいなのか、〝性格がきつそう〟だと子供の頃からよく言われていた。でも、実際の私は人見知り。派手な見た目とは真逆に、内面はとても地味なのだ。

「ん？　そういえば思い出したぞ。笹崎さんとよく似ている子が前にもひとりいたな。華やかな見た目のわりに性格は控え目で……たしか、お前と同じクラブで働いていた子じゃなかったか？」

　瀧本社長が奥様へと視線を向ける。すると、彼女がクスッと笑った。

「あらやだ。あなた今頃気がついたのね。私はこの前の創立記念パーティーのときにすぐに気がついたわよ。笹崎という苗字と、景けい子こちゃんにそっくりな整った顔立ちを見てね」

　景子……。

　奥様から飛び出したその名前に、心臓がドクンと激しく波打った。

「……もしかして、私の母をご存じなのですか？」

　静かに尋ねると、奥様は笑顔でうなずく。

「ええ。やっぱりあなたは景子ちゃんのお子さんなのね」

「景子は私の母の名前です。あの、母とはどのようなご関係で……？」

　私は瀧本社長と奥様の顔を交互に見た。

　どうやらふたりは私の母を知っているらしい。

「景子ちゃんとは職場が同じだったのよ」

　その当時を思い浮かべているのか、懐かしそうに奥様が教えてくれる。

「私、若い頃に銀座の会員制クラブで働いていたんだけど、そのときの後輩が景子ちゃん。お金が必要みたいで大学在学中にバイトで入ってきたの。でも、すぐにナンバーワンになったわ」

　母が銀座の高級クラブで働いていたことは知っていた。祖父母は私に隠そうとしていたみたいだけど、中学生の頃に親戚たちの会話の中で聞いてしまった。

「でも、大学四年のときに突然辞めちゃったの。赤ちゃんができて実家に帰ったって聞いたけど」

　たぶんそのときの子供が私だろう。高級クラブで働いていた母が、客と不倫をした結果、生まれたのが私だから……。

「景子ちゃんは元気にしている？」

　奥様に尋ねられて、私は思わず視線をすっと下に落としてしまった。

「母は、私を産んだ一年後に亡くなりました」

「えっ」

　私の言葉に奥様は驚きを隠せないようで、両手に口をあてて、大きく目を見開いている。そのまましばらく言葉をなくしてしまい、そんな彼女の肩にそっと瀧本社長が手を添えた。

「そうだったのね……」

　ようやく発した奥様の声は震えていた。

「笹崎って名字からなんとなく察してはいたけれど、もしかして景子ちゃんは未婚であなたを産んだのかしら」

「はい。私に父はいません」

　生まれたときから父親はいなかった。祖父母も私の父については母からなにも教えてもらっていないそうで、私は自分の父親の名前も顔もなにも知らない。

「それだと、景子ちゃんはやっぱり彼とは結ばれなかったのね」

　奥様のつぶやきに、私はすぐに反応する。

「もしかして、私の父のこともご存じなのですか」

　うつむいていた顔をハッと上げて、奥様を見つめた。

「私、父のことをなにも知らないんです。どんな人なのかご存じでしたら教えていただけないでしょうか」

　手が、震えている。

　聞きたいような、聞きたくないような。

　でも、きっともう一生知ることができないと思っていた父親についての情報を知っている人が目の前にいる。

　そう思ったら、真実をはっきりと知るのは怖いけれど、自然と父親について尋ねていた。

　奥様は私に父親のことを話してもいいのか迷っているらしく、険しい表情で口を閉じていた。けれど、しばらくしてゆっくりと教えてくれる。

「私も名前までは詳しく知らないの。ごめんなさいね。でも、その当時、景子ちゃんは大学の同級生の男の子と交際をしていて、あなたのお父様はその方よ」

　大学の同級生……？

「景子ちゃんの彼は政治家の息子さんで、景子ちゃんとの関係をご両親にずっと反対されていたみたい。景子ちゃんのお腹に子供がいるとわかったときも結婚を認めてもらえなくて、彼は両親とは縁を切る覚悟もしていたそうよ。だけど、景子ちゃんの性格を考えると、きっと彼の将来を思って自ら身を引いたのね。大学を辞めて実家に戻ると、あなたをひとりで産んだ」

　……母は、不倫をしていたわけじゃなかったんだ。

　体の力が一気に抜けていく。言葉が出てこない。ずっと自分は、母が不倫をした末にできてしまった子供だと思っていた。でも、そうじゃなかった。

「笹崎さん、大丈夫？」

　隣から紘人社長の声がした。私の腰にそっと手を添えて、心配そうに顔を覗き込んでくる。

「大丈夫です」

　今はどんな表情も作れず、そう答えるのが精いっぱいだった。

　すると、奥様の隣に座る瀧本社長が優しい声で私に告げる。

「私もお店の常連だったから、景子ちゃんのことは覚えているよ。たしかに、君は景子ちゃんにそっくりだ」

「そうね」

　奥様が深くうなずいて、言葉を続ける。

「顔だけじゃなくて雰囲気も似ているわ。この食事の間、あなたは私たちのお猪口が空になるとすぐに気がついてお酌をしてくれていたし、空になったお皿はテーブルの端に置いて、仲居さんに下げてもらったり。そういうさり気ない動作も景子ちゃんにそっくりよ。間違いなく、あなたは景子ちゃんのお子さんね」

　外見が似ているとは、子供の頃からよく言われていた。でも、性格を言われたのは今日が初めて。

　祖父母は、母を思い出してつらくなるのか、私にあまり母について教えてくれなかったから。

「実は、あなたが景子ちゃんのお子さんなのかもしれないと思って、話がしてみたくて今日はお誘いしたの。来てくれてありがとう」

「こちらこそ、ありがとうございます。母をご存じの方とお話ができてよかったです」

　私は深く頭を下げる。そして、そっと深呼吸をすると、気持ちを入れ替えて笑顔を作る。

「すみません。なんだかしんみりとした空気をつくってしまって。食事もまだ続きますので食べましょう」

「そうね。笹崎さんもここからはお酌はいいから遠慮なく食べて」

　再び食事が始まると、瀧本社長と奥様がクラブで働いていた頃の私の母についての話をたくさんしてくれた。

　その流れで、瀧本夫妻の馴れ初めも教えてもらったけれど、クラブで働いていた奥様に、客として来ていた瀧本社長がひと目惚れをして猛アタックをしたらしい。

　その末に結婚したふたりには現在、今年で二十五歳になる双子のお嬢様がいて、どちらかを紘人社長のお嫁さんにどうだろうと話が盛り上がった。

　瀧本社長はかなり酔っているようで、だいぶ饒じょう舌ぜつになっている。

「長女は空港のグランドスタッフをしていて、次女は通訳の仕事をしているんだ。ふたりとも家内に似て美人だし、俺に似て頭がいい。どうだ、紘人君。どちらかの娘と会ってみないか」

「そんなに素敵なお嬢さんなら俺にはもったいないですよ」

「そんなことはない。君になら安心して娘を任せられる」

「あはは……」

　困ったように頭を触りながら笑う紘人社長は、ぐいぐい押してくる瀧本社長にたじたじな様子だ。

　けれど、頭に触れていた手をすっと下ろすと、瀧本社長を見つめる。

「せっかくのお話ですが、お断りさせていただきます」

「ほう。紘人君にしては珍しくはっきりと言うな」

　瀧本社長が、お猪口に口をつけてお酒をぐびっとあおる。中身が空になったのでお酌をしていると、紘人社長が静かに口を開いた。

「最近、祖父や周りからも見合い話を何件も受けているのですが、すべてお断りしています。少し前の自分なら恋愛をするのが面倒で、投げやりな気持ちで言われた通りに見合いを受けていたのかもしれません。でも、今は違います。俺には、大切にしたい女性がいるので」

　お酌を終えて自分の席に座り直すと、私の視線は隣に座る紘人社長へと向かった。

　彼は、ゆっくりと言葉を続ける。

「お恥ずかしながら、この年で初めて本気で人を好きになりました。最近では、どうしたら彼女の笑顔が見られるだろう。喜んでもらえるだろう。少しでも長く一緒にいたいけどどうすればいいだろう。食事に誘いたいけど迷惑じゃないだろうか。俺の気持ちを受け取ってもらえるだろうか。そんなふうに、彼女とのことばかりを考えてしまいます」

　……それは、もしかして私のことなのだろうか。

　紘人社長の言葉を聞きながらふとそう思った。

　そうだとしたら、彼は私のことをそんなふうに想ってくれているんだ。

　そう思ったら、なんだか泣きたいような苦しいようなうれしいような、いろんな感情が一気に押し寄せてくる。

「だから、お嬢様とのお話はお断りさせていただきます。申し訳ありません」

　紘人社長が頭を下げると、瀧本社長はじっと彼を見つめていた。けれど、しばらくすると楽しそうに声をあげて笑いだす。

「なんだそうだったのか。そこまで惚れ込んでいる女性がいるなら、早く言いなさい。克爾さんが紘人君になかなか恋人ができないと心配しているから、私の娘たちを君に紹介しようと思ったんだ」

　それを聞いた紘人社長の顔がこわばる。

　深いため息を落とすと、「またお祖父様か……」と小声でつぶやいた。すると、そんな彼のぼやきが届いたようで瀧本社長が笑いながら告げる。

「恋人がいるなら克爾さんにも早く報告をしないと。紘人君にそういう女性がいるとわかれば、克爾さんも安心するだろう」

「そうですね。ですが、実はまだ片思い中で、告白の返事を待っているんです」

「ほう、そうなのか。それはいい返事をもらえるといいな」

　瀧本社長の言葉に、紘人社長は軽く微笑みながらうなずいた。




　瀧本社長との会食がお開きになり、帰路に着く夫妻を見送った頃には二十一時を過ぎていた。

　この後、紘人社長には専属ドライバーの運転する車で帰宅してもらう予定になっている。けれど、その車がまだ到着していない。

　急いでドライバーに連絡を入れるためバッグからスマホを取り出そうとすると、不意に紘人社長の手が伸びてきて遮られてしまった。

「今日は車では帰らない。少し前に俺から直接連絡を入れたから迎えはこないよ」

「そうなのですか？」

　いつの間にそんな連絡を入れたのだろう。そして、どうして車で帰らないのだろう。

「笹崎さんと一緒に少し歩きたいんだけどいいかな」

　そう告げて歩きだす紘人社長の背中を私は慌てて追いかける。

　二十一時を過ぎても街はまだ賑わいを見せていて、飲食店の前には人の姿が多い。その中を進んでいく紘人社長の歩くスピードが速くて、置いていかれないようについていく。

　どこへ向かうのかわからないまま進んでいくと、だんだんと人通りが少なくなり、しばらくすると広い公園内の散策路のような場所に出た。すぐ近くにはライトアップされた東京タワーが見える。

　もしかして紘人社長はこの景色が見たかったのだろうか。そう思えるほど、さっきまで速かった歩くスピードが今はとてもゆっくりだ。

　今夜は晴れていて風もなく、穏やかな夜空が広がっている。空気も澄んでいるのでよりいっそう東京タワーが輝いて見えた。すごくきれいだ。

　そういえば、高校を卒業して上京したとき、初めて見に行ったのは東京タワーだった。展望台から、ビルが密集する様子を眺めた日を、まるで昨日のように思い出す。

　東京に出てきたのは母に近づきたかったから。

　あまり母のことを話したがらない祖母に母が通っていた大学を教えてもらい、同じ大学に進学した。母は、私を産むために途中で辞めてしまったけれど、私はしっかりと卒業をした。

　大鷹不動産に就職してからは、母が働いていたクラブを探そうと思った。でも、手がかりがなにもなくてあきらめた。

　それが、まさかこんなに突然、母のことを知る人に出会えるとは思いもしなかった。

「笹崎さんの過去を初めて知ったよ」

　前を歩いている紘人社長が不意に告げる。

「以前、君のアパートへ行ったとき、父親はいないと言っていた意味がようやくわかった」

　紘人社長が立ち止まり、私を振り返る。そして、「すまない」と頭を下げた。

「今日の会食に笹崎さんを同席させたことで、君につらい思いをさせてしまったのかもしれない」

「いえ、私なら大丈夫です」

　私は慌てて両手をぶんぶんと振る。

「むしろ感謝しています。私の知らない当時の母を知ることができました。あと、父のことも……」

　名前など具体的な情報はなにもなくて、わかったのは政治家の息子だということだけ。それでも、ほんの少しの情報でも知ることができてよかったし、母と父の出会いも知ることができた。

　それでも、優しい紘人社長は今日の会食で私が父と母の真実を知り、悲しい気持ちになったのではないかと気にしているのだろう。でも、そんなことはないので安心してほしい。

「笹崎さんのお父さんのことだけど、気になるなら俺が調べようか？」

「えっ」

「こう見えても顔は広いんだ。俺の人脈を使えば、笹崎さんのお父さんのことを捜せるかもしれない」

　そんな紘人社長の突然の申し出に私はしばらく考え込む。

　でも、首を振った。

「いえ、いいんです。今さら父に会いたいとは思わないので。私は、父と母がどんな出会いをして私が生まれたのか。それがわかれば十分です」

　母は、父と身分違いの恋をしていたんだ。そして、自ら身を引いて別れを選び、実家に戻って私を産んだ。

「今、私が知りたいのは父のことではなくて、母の気持ちです」

「お母さんの気持ち？」

「はい」

　私は、小さくうなずいた。

「子供の頃から気になっていました。母は、私を身籠ったとわかったとき、どう思ったのだろうって。私は、望まれて生まれてきたのではないかもしれないって……」

　それについてはきっと母にしか真実はわからない。聞きたくてももう聞けない。

　私は、うつむいて両手をぎゅっと握りしめた。

「今までずっとそう思って生きてきたので……。あの日、社長の言葉がとてもうれしかったです」

「あの日って……もしかして、誕生日のときの？」

　そう尋ねられた私は「はい」とうなずいた。

　紘人社長にはまだ、あのディナークルーズの日に私が流してしまった涙の理由をしっかりと話してはいない。きっと彼もあえて私になにも聞かないでいてくれたのだと思う。

「生まれてきてくれて、出会ってくれてありがとう。社長は私にそう言ってくださいました。それがとてもうれしくて、自然と涙が出ていて……」

「笹崎さん」

　紘人社長に呼ばれて、顔を上げる。

「今も、泣いているよ」

「えっ」

　頬に触れるとたしかにそこは湿っていた。

　いけない。また、紘人社長の前で泣いてしまうなんて。

「すみ――」

「俺は君が好きだよ」

　すみませんと謝ろうとした私の声を遮って、紘人社長はそう言った。

「さっき俺が瀧本夫妻の前で言った言葉。あの中に出てきた俺の大切にしたい女性は笹崎さんだ。俺に、君のそばにいさせてくれないか」

「社長……」

　真っすぐに見つめられて告げられた言葉に、さらに涙があふれそうになる。

〝君が生まれて、俺と出会ってくれてありがとう〟

　あのときも、そして今も。

　こんなにも素敵な言葉を私にくれる人は彼のほかにはいない気がする。

　――私も、紘人社長が好き。

　たぶん、初めて言葉を交わしたあの日から惹かれていたのだと思う。

『大丈夫だよ。そんなに緊張しなくても』

　一年前。

　紘人社長の秘書になって初めて彼に挨拶をしたとき。

　わかりやすいくらいガチガチに固まっていた私の緊張を解ほぐしてくれたあのときから。

『もっと肩の力抜いていいよ。今日からよろしくね、笹崎さん』

　紘人社長の穏やかな笑顔と優しい言葉を今でもはっきりと覚えている。ずっと忘れられなかった。

　きっとその日から、私は紘人社長のことを想っていたんだ。

　それを恋だと気がつかないまま……。

　ようやく気がついた。

　私は、紘人社長が好き。

　でも……。

「私でいいのでしょうか」

　そんな不安が口からこぼれてしまう。

　今さっき父と母の真実を知ったせいかもしれない。ふたりのように私と紘人社長も身分が違う。付き合うことになっても、いつかきっと引き離されてしまう日がくるかもしれない。

　そう思ったら怖くて、気づいたばかりの自分の気持ちに正直になれない。

「俺には笹崎さんしかいない。だから、迷わずに俺の手を取ってほしい」

　紘人社長が片手を私へと差し出す。

「なにがあっても笹崎さんを守る。俺は君を絶対に離したりしない」

「紘人社長……」

　私を産んだことがきっかけで亡くなってしまった母や、私を育てるために苦労をさせてしまった祖父母を思うと、私だけが幸せになってはいけないと心のどこかでずっと思っていた。

　それでも、私も幸せになりたい……。

　気がつくと私は彼へと手を伸ばし、差し出された手をそっとつかんでいた。その瞬間、その手をグイッと引かれて抱き寄せられる。

「やっとつかまえた」

　耳もとでそうささやかれると、抱きしめる力がよりいっそう強くなった。私も紘人社長の背中にそっと手を回して、ぎゅっとしがみつく。

　お互いの想いを伝えあうように抱き合っていると、しばらしくて紘人社長がゆっくりと私の体を離した。

　左手を私の腰に添えたまま、右手をうつむく私の顎に添える。そのままそっと上を向かせると、彼の唇がゆっくりと私の唇に重なった。










初めての恋




「えっ、妊娠!?」

「ちょっと紫乃。声がでかい」

「あっ、ごめん」

　社員専用のカフェテリアで、約一か月ぶりに同期の紫乃ちゃんと楓ちゃんとランチを取っていた。

　久しぶりに三人が揃ったので話が盛り上がり、それもようやく落ち着いた頃。楓ちゃんが改まった様子で大事な話があると切り出し、告げられたのが妊娠の報告。ちなみに彼女は私たち三人の中で唯一の既婚者だ。

　そのおめでたい報告に紫乃ちゃんがとても驚き、今もテーブルの上に身を乗り出して、対面に座る楓ちゃんに詰め寄っている。

「それで、今何か月？」

「五か月かな」

「どうしてもっと早く教えてくれなかったのよー」

「安定期に入る頃に言おうと思っていたから」

　そう答えた楓ちゃんのお腹を紫乃ちゃんがじっと見つめる。

「まだあまり目立ってないね」

「そうかも。服着ているとわからないかな。でも、ぽっこりとはしてきたよ」

「えー、そうなの！　見せて！」

「こんなところで見せるわけないでしょ」

「じゃあ後で」

「やだ」

「ケチ」

　前回のランチと同様に、またも紫乃ちゃんと楓ちゃんの間に険悪なムードが流れ始めている。本当はすごく仲良しなのに、どうしてこのふたりはすぐにケンカ腰の会話になってしまうのだろう。

　そんな彼女たちにため息をこぼしつつ、私も楓ちゃんにお祝いの言葉をかける。

「おめでとう、楓ちゃん。体調は大丈夫？」

「うん。つわりもないし体調は変わらないかな。無理はしないようにはしているけど、普通に仕事はできてるよ」

「そうなんだ」

　四月から休職に入った秘書課の先輩は、妊娠がわかってからも出血などがあり、たびたび仕事を休んでいた。

　でも、楓ちゃんのように体調に変化がない場合もあるらしい。

「あーあ。それにしても、楓も桃子も幸せでうらやましい」

　突然、紫乃ちゃんがふて腐れたように、わざとらしく大きなため息をついた。そんな彼女は今、彼氏とケンカ中で別れ話が浮上しているらしい。

　紫乃ちゃんは、テーブルに肘をつくと手に顎をのせて、楓ちゃんと私を交互に見る。

「楓はおめでたでしょ。桃子もちゃっかりと大物彼氏ゲットしちゃうし」

「大物彼氏？」

　それにすかさず楓ちゃんが反応して、その視線が私へと向かう。

「桃子。大物彼氏ってどういうこと？」

「え、えっと……」

　説明しようとすると、隣に座る紫乃ちゃんが私の肩にポンと手をのせた。さっきまでのふて腐れた態度はどこへいったのか、にんまりと笑いだす。

「楓、聞いて驚かないでよ。実は、桃子がついに社長とお付き合いを始めました！」

「えっ、そうなの!?」

　いつも冷静な楓ちゃんにしては、珍しく大きな反応が返ってくる。

「いつから？　というか、どうしてそうなったの？」

　楓ちゃんに詰め寄られ、たじたじになってしまった私の代わりに説明をしてくれたのは紫乃ちゃんだった。

　彼女には、一夜の過ちのときからなにかと相談に乗ってもらっていたので、お付き合いが始まったときもすぐに報告をした。

　そのときの紫乃ちゃんは、先ほどの楓ちゃんのような驚いた反応は見せず『やっぱりね』と冷静に、どこか納得したようにうなずくだけだった。

　どうやら彼女は、私たちが一夜を共にしてしまったときから、いずれ恋人になることがなんとなく想像できていたらしい。さすが恋愛経験が豊富なだけあり、紫乃ちゃんの恋愛推理力は鋭い。

　そして、私たちがお付き合いをスタートさせてから、もうすぐ二週間が経とうとしている。

　季節は六月に入り、先週に梅雨入りも発表された。

　今日も朝からずっと雨が降り続いている。

「――そんなことがあったのね。私だけ知らなかったのは少しショックだけど、桃子に素敵な彼氏ができてうれしい。おめでとう」

「ありがとう、楓ちゃん。でも、このことは内緒でお願いします」

「もちろん」

　同期ふたりには、隠していてもいつかはバレると思って打ち明けたけど、私たちが付き合っていることはほかの社員たちには知られたくない。

　とはいえ、あのウワサのせいで、社内にはまだ私たちが恋人関係だと思っている人は多い。少し前なら真実ではなかったのできっぱりと否定できたものの、真実になってしまった今はうまく隠し通せる自信が私にはない。

　そんなことを考え込んでいると不意に、隣の席の紫乃ちゃんが私の目の前のお椀を覗き込んできた。

「あれ？　桃子、ぜんぜん食べてないじゃん。お腹すいてないの？」

「えっ。あ、うん。なんか食欲なくて」

　最近どうも食が進まない。

　今日も、これなら食べられるだろうと思って注文した月見うどんを何口か食べただけで、それ以上は食べられなくなってしまった。

　もしかして、梅雨の湿気を含んだじめじめとした空気と蒸し暑さに体調を崩してしまったのかもしれない。毎年、この時期は体がだるく感じるから。

「じゃあそのうどんは私が食べてもいい？」

「うん、いいよ」

　まだ半分以上も残っているうどんの入ったお椀を紫乃ちゃんへとずらすと、「さんきゅ」と彼女はさっそくうどんをすすり始めた。

　それを見ていたら、なんだか急に気持ちが悪くなって、とっさに手で口を覆う。

「桃子、どうした？」

　すると、私の様子に気がついた楓ちゃんが、心配そうな表情で見つめてくる。

「気持ち悪いの？」

「うん。でも、大丈夫」

　心配をかけたくなくてそう答えたものの、だいぶ気持ちが悪いかもしれない。

「桃子は前にも貧血で倒れたんだから、あまり無理はしないでよ。体調が悪かったらきちんと休みな」

「うん。ありがとう」

　楓ちゃんの言葉にうなずくと、うどんをすすっていた紫乃ちゃんも慌てて私に視線を向ける。

「えっ、桃子。体調悪いの？　大丈夫？」

「大丈夫。ちょっと気持ち悪いだけだから」

　ふたりに心配をかけないよう私は笑顔で答えた。

　すると、紫乃ちゃんが箸でうどんをつまみながら、つぶやくように口を開く。

「食欲なくて気持ちが悪いなんて、楓よりも桃子の方が妊娠しているみたい。ほら、つわりのときってそうなるらしいじゃん」

　私は経験したことないけどねと付け加えて、紫乃ちゃんが自嘲気味に笑う。そして、再びうどんをするするとすすり始めた。

　そのとき、ふわっと香ってきたうどんの香りにまたも気持ちが悪くなり、私はそっと手で口を覆った。




　ランチを終えて紫乃ちゃんと楓ちゃんと別れてからも、気持ち悪さは続いていて、秘書室へ戻る途中のトイレで少し吐いてしまった。

　やっぱりどこか体調が悪いのだろうか。

　これ以上悪化する前に、一度しっかりと病院で診てもらった方がいいかもしれない。

　口もとを水で洗ってから顔を上げると、目の前の鏡には真っ青な顔をした自分が映っている。

　ふと、先ほどの紫乃ちゃんの言葉を思い出した。

『食欲なくて気持ちが悪いなんて、楓よりも桃子の方が妊娠しているみたい。ほら、つわりのときってそうなるらしいじゃん』

　自然と手が自分のお腹に触れていた。

「……まさか、違うよね」

　だって思いあたる節が……あるにはあるけれど。

　そういえば、しばらく生理がきていない。

　もともと遅れたり早まったりと月ごとに周期がずれていたから、そこまで気にしていなかった。それでも、今回はだいぶ遅れている気がする。

　最後に生理がきたのはおそらく約二か月前……。

　そんなはずはないと思いたいものの、思いあたる節があるので完全には否定ができない。とはいえ、まだそうと決まったわけでもないから、あまり深く考えるのはやめよう。

「もうこんな時間。戻らないと」

　ふと視界に入った腕時計が午後の就業開始時間をさしていた。

　モヤモヤとした気持ちが残るものの、今は仕事だ。

　私は、小さく深呼吸をすると、両手で軽く自分の頬をたたいた。

　気分を仕事モードへ切り替えてから秘書室へ向かうと、デスクで仕事を始める。

　先ほど少し吐いてすっきりとしたせいか、気持ち悪さはだいぶ軽くなっていた。そのまま順調に仕事を進めていると内線が入り、表示された番号は社長室だ。

「秘書室、笹崎です」

『笹崎さん。急で申し訳ないんだけど、明後日あさってまでに緊急で会議を開きたいんだ。これからメールするから、該当する各部署の担当に連絡をして会議の予定を組んでもらえるかな』

「わかりました。会議室についても私の方で手配いたします」

『ありがとう。よろしくね』

　用件を伝え終えたのでそこで内線は切れると思ったものの、まだ通話は続いている。

「社長。ほかにもなにかございますか？」

『いや、違うんだ。声を聞いたら会いたくなって』

　優しい口調でそう告げられて、私はどう返したらいいのかわからず返事ができない。

　お付き合いが始まって約二週間。

　仕事とプライベートはしっかりと切り離さないといけないものの、たまにこうして不意に甘い言葉をかけられるから動揺してしまう。

「……あとで、紅茶を持って伺います」

　小声で伝えると、電話の向こうで彼が笑うのがわかった。

『ありがとう。楽しみに待っている』

　そこで内線は切れて、私はそっと受話器を戻す。

〝声を聞いたら会いたくなって〟

　先ほどの言葉を思い出して、自然と顔が緩んでしまう。

　この恋は、恋愛初心者の私にとってなにもかもが初めての経験だ。

　キスにもまだ戸惑ってしまうし、体を重ねるときも恥ずかしくて翌朝はまともに彼の顔が見られない。

　それでも、交際が始まったこの二週間で、私はますます紘人社長……紘人さんを好きになっている。

　恋をするとこんなにも幸せで、満たされる気持ちになれるなんて初めて知った。

　たぶん私は今、とても幸せだ……。

「――おい。なにボケッとしてんだ」

　不意にうしろから声をかけられ、驚きでピクッと肩が跳ねた。

　振り向くと、天野室長が私を見下ろして立っている。

「すみません」

　紘人さんのことを思い出してぼんやりしていました。なんて、正直に言えない。

　ぶんぶんと頭を振って、なんとか気持ちを切り替える。

　そんな私を天野室長は不思議そうに見つめていたけれど、しばらくすると自分のデスクへと戻っていった。

　それからノートパソコンに視線を移すと、紘人さんからメールが送られてきていたので、さっそく確認するためファイルを開く。

　そこには会議の内容と、それに関わっている部署の担当者名があったので、急いで一人ひとりに連絡を入れていく。

　多忙なスケジュールの中でなんとか調整して、全員の予定が合う明日の午後二時からの会議が決まった。

　会議室も押さえてなんとか紘人さんの希望通りの明後日までには、各担当を集めた会議が開けそうだ。

　その報告も兼ねて、これから社長室へと向かうことにする。

　その前に、秘書室の奥にある給湯室で紘人さんの大好きな紅茶を淹れていると、隣にすっと人が立つ気配がした。振り向くと、天野室長だ。

「そういえば、笹崎。異動の件はどうする？」

　……異動。

　頭からすっかり抜け落ちていた。

　親会社である大鷹ホールディングスの副社長秘書の候補に私も入っているんだった。

「そろそろ正式に候補を決めて本格的に話し合うらしいから、もしも断るなら今週までに俺に教えて」

「わかりました」

　そう返事をして、私は秘書室を後にした。




「失礼いたします」

　社長室の扉を開けて入室すると、デスクワークをしていた紘人さんの視線がすぐに私を捉える。そして、その表情がわかりやすく緩んだ。

「紅茶をお持ちしました」

「ありがとう」

　デスクの上に紅茶を置くと、紘人さんはさっそくそれに口をつける。

「桃子の淹れてくれた紅茶は今日もおいしい」

「ありがとうございます。ですが、今は仕事中ですのでその呼び方は……」

　紘人さんとお付き合いを始めてから、彼は私を名前で呼ぶようになった。

　仕事中は誰かに聞かれるとまずいのでこれまで通り名字で呼んでほしいとお願いしているのに、不意に名前で呼ばれることもあるから、そのたびにヒヤッとしてしまう。

「大丈夫だよ。ここには俺たちしかいないから。桃子も俺をいつもみたいに〝紘人さん〟って呼んでくれていいんだよ」

「いえ。私は〝社長〟とお呼びいたします」

　コホンと咳払いをひとつしてから、私は話を切り替える。

「先ほどの会議の件ですが、明日の午後二時に第三会議室にて各担当を集めて行うことになりました」

「明日の午後二時って、財務部長との面談じゃなかった？」

「はい。それについては財務部長に連絡を取りまして、明日の午前十一時に変更していただきました。どうしても明日の午後二時でしか会議の都合がつかなかったので」

　紘人さんの予定をずらしてしまったけれど、問題なかっただろうか。

　少し不安になったものの、「了解」という返事をもらえて安堵する。

「スケジュール調整ありがとう」

「いえ」

　私は、秘書としてあたり前のことをしただけ。それなのに紘人さんはいつも、どんな小さな仕事でも必ず私に『ありがとう』と言ってくれる。

　それは彼の秘書になってから今日までずっとそうで、そんな紘人さんのもとで働けて、やっぱり私は幸せ者だと思う。

　できれば私はまだ紘人さんの秘書でいたい――。

「そういえば奏介から聞いたよ」

　紅茶を飲み終えた紘人さんが、カップをソーサーへと戻しながら口を開く。

「桃子、大鷹ホールディングスの副社長秘書の候補になっているらしいね」

「……はい」

　正直なところ、天野室長から大鷹ホールディングスへの異動の話をされても、あまり実感が湧かなかった。

　自分が親会社の副社長秘書として働いている姿が想像できない。

　紘人さんはどう思っているのだろう。

　私が大鷹不動産を離れたら、彼の秘書ではなくなってしまうのに……。

「副社長は俺の叔父だけど明るくて楽しい人だよ。仕事もできて頼りになるし、俺も尊敬している。それに、俺のもとで働くよりも桃子の語学力を活かせるかもしれない」

　そう話す彼を、思わずじっと見つめてしまう。

「桃子が俺の秘書でなくなるのは寂しいけど、君がやりたいと思うなら俺は背中を押すよ」

　まさかそんな言葉をかけられるとは思わなかった。どうやら紘人さんは私の異動については賛成の立場らしい。

　すると、彼が不思議そうに首をかしげる。

「ん？　どうした」

「いえ。社長には、反対されると思っていたので……」

　天野室長も前に言っていた。

　紘人さんは、私を手放したくないから異動の件は反対するかもしれないと。でも、実際の彼は私に異動を勧めている。

　反対されると思っていたので、賛成されてしまうとなぜか寂しくなってしまった。

　突き放されたような、そんな気分だ……。

「まぁ、たしかに。少し前の俺なら桃子をそばに置いておきたくて反対していたかもしれないな。でも、それは君のためにはならないから。異動するにしてもしないにしても、決めるのは桃子だ」

「社長……」

「俺は桃子の出した答えを応援するよ」

　突き放されたわけではなかったのかもしれない。

　紘人さんは私の考えを大切にしてくれているんだ。

「……なんてかっこいいこと言ったけど、今の俺には恋人の余裕があるから、そう思えるのかも」

「恋人の余裕ですか？」

　その言葉に、私は首をかしげる。

　すると、紘人さんがおもむろにイスから立ち上がり、傍らに立つ私の手を取ると自分の方へ引き寄せた。そして、私の耳もとに口を寄せる。

「桃子が誰の秘書になっても、恋人は俺だ。だから、こういうことができるのは俺だけってこと」

　ささやくようにそう告げると、紘人さんは私の唇をすばやく塞いだ。

　しばらく優しいキスが続き、私もそれに流されて応じてしまう。けれど、途中から紘人さんの舌が私の唇をこじ開けようとしたので、ハッと我に返り彼の胸を押し返す。すると、自然と唇が離れた。

「社長。ここでこういうことは……」

「バレなければ問題ない」

　そう告げた彼の唇が再び私の唇に重なる。今度はあっという間に舌を絡め取られ、深いキスになっていく。

　とうとう息が苦しくなってきた頃、社長室に内線が響いた。

　それに気がついた紘人さんが名残惜しそうに私から唇を離すと、受話器を手に取る。

「はい、大鷹……ああ、奏介か。どうした？」

　どうやら内線をかけてきたのは秘書室にいる天野室長らしい。

「――ああ、うん。つないでいいよ」

　どうやらどこかの部署から紘人さんに内線が入っているらしい。

　役員への電話連絡はいったん秘書室へかけて了解を経てから、それぞれの役員へとつなぐことになっているから。

　たぶん今回は社長宛ての内線なので私にかかってきたはず。それを秘書室を不在にしている私の代わりに天野室長が取って、社長室へと回してくれたのだろう。

　紘人さんがデスクの隅に軽く腰掛けて、改めて内線を取る。

「代わりました、大鷹です。どうした？――おっ、そっか。御子柴が受けてくれるならよかった」

　電話中の紘人さんの声が突然明るくなった。

　御子柴さんの名前が出てきたということは以前、紘人さんが自ら交渉へと向かったデザイナーズマンションの設計を引き受けてもらえたらしい。この電話はその報告のようだ。

「俺で力になれるならいつでも言って。――ああ、うん、わかった。御子柴にもよろしく伝えといて」

　そこで内線は切れて、紘人さんが受話器を戻す。

「社長、よかったですね。御子柴さんに設計を引き受けていただけて」

「これでひとまず安心かな。もしかして、桃子の選んでくれたエビせんが効いたのかも。俺も一緒に食べたけどおいしかったから」

「それはありがとうございます。ですが、エビせん効果ではないと思いますよ」

　紘人さんが笑いながらそんな冗談を言うので、つい私はクスッと笑ってしまった。

　気難しいと有名な建築家の御子柴さんが、まさか私が手土産に選んだエビせんに釣られるはずがない。

「社長が自ら御子柴さんの事務所を訪ねて、丁寧に説得をされたからではないでしょうか」

　その場に私は居合わせていなかったので、ふたりの間でどんなやり取りがあったのかはわからない。

　でも、紘人さんのことだ。きっと粘り強く、けれど強引でもなく、丁寧に御子柴さんに設計の依頼を請けてもらえるよう話を進めたのだろう。

「あのデザイナーズマンションの建設予定地は駅から少し離れていたり、立地に少し問題があるんだ。それでもなんとか魅力的でいいものをつくろうと事業開発のチームが、有名建築家の御子柴に必死に声をかけているのを知っていたからね。彼らの力に少しでもなれてよかった。あとは、チームのみんなに任せれば安心だ」

　穏やかに微笑み、紘人さんは軽く腰かけていたデスクから下りる。

　そして背後にある窓へと歩みより、外の景色を眺めた。その背中を見つめながらふと、以前の紘人さんの言葉を思い出す。

『会社と社員を守るために頭を下げるのも、社長の大切な仕事だからね』

　楓ちゃんの同じ部署の先輩が取引先とトラブルを起こしてしまい、その謝罪のために紘人さんが自ら先方を訪ねたとき。その帰りの車の中で、彼はそうつぶやいていた。そして、今回も……。

〝彼らの力に少しでもなれてよかった〟

　事業開発部のチームのために自ら交渉へと向かった。

　紘人さんの秘書になって私が真っ先に気がついたのは、彼が社員一人ひとりをとても大切にしていることだった。

　そんな彼の仕事ぶりを間近で見て、サポートができる自分を私は誇らしく思っているし、紘人さんのもとで仕事をする毎日にとても満たされている。

　できることならこのまま続けたい……。

「私、決めました」

　そっと口を開いた私に、窓の外の景色を眺めていた紘人さんが振り返る。私は、彼の瞳をじっと見つめた。

「異動の件はお断りします。私は、秘書として社長のそばでこれからも仕事がしたいです」

　先ほどの紘人さんは、どちらかというと私に異動を勧めているようだった。それなのに、残りたいと決めた私の答えをどう思っただろう。

　不安を感じながら紘人さんを見つめていると、しばらくして彼の口に笑みが浮かぶ。

「そっか。桃子がそう決めたなら俺は大歓迎。これからも俺の秘書として頼りにしているよ」

「はい。よろしくお願いします」

「それと、俺の奥さんとしてもそばにいてくれたら、もっとうれしいんだけどね」

「お、奥さん!?」

　突然の言葉に焦ってしまうと、そんな私の反応を見て紘人さんがふっと笑った。

「俺はそのつもりでいるから、頭の片隅に入れておいて」

　そう告げて、彼は再び窓の外へと視線を移した。




　それから秘書室へ戻ると、異動の件はお断りしたいと天野室長へ伝えた。

　彼には『もったいない』と考え直すよう言われてしまったけれど、私は自分の選択をもったいないとは思っていない。

　私はまだ紘人さんの秘書でいたい。そんな自分の強い気持ちがわかったから。

　異動の件を解決させたあとも、私にはもうひとつはっきりとさせておかなければならないことがあった。

　そのため仕事が終わると、アパートへの帰宅途中でドラッグストアへと立ち寄った。目的は妊娠検査薬。

　もちろん初めて手に取るので、売り場がわからず店内をうろうろと探し回ってしまった。

　なんとなく店員さんにも聞きづらかったので自力で探し出し、すばやく会計を済ませて帰宅する。

　説明書を念入りに読んでから、トイレへ向かい検査をしてみると――。

「陽性……」

　すぐに判定窓に二本線が浮かび上がった。

　説明書でもう一度確認するけれど、この場合は妊娠しているということらしい。

「嘘……」

　この事実に動揺が隠せず、検査薬を持つ手が震えた。

　私のお腹に赤ちゃんがいる……？

　どうしよう。

　どうしたらいいんだろう。

　陽性反応が出たら次はどうすればいいんだろう。

　パニック状態の頭でいろいろと考えて、ふと紘人さんが頭に浮かんだ。

　お腹の子の父親は間違いなく彼だ。時期を振り返れば、一夜を共にしてしまった日に授かったのだと思う。

　でも、まさかあの一度で……。

「どうしよう」

　募る不安からか、私の両手は検査薬をぎゅっと強く握りしめていた。










ふさわしい相手




　妊娠検査薬で陽性反応が出た三日後。

　午前だけ休みをもらい産婦人科を受診した。

　結果、妊娠七週。

　胎たい嚢のうと呼ばれる袋の中に、赤ちゃんのもとになる胎芽が確認できた。同時に心拍も確認でき、妊娠が確定された。

　四十代半ばの女性の先生は『おめでとう』と言ってくれたけれど、私の記入した問診票を見て少しだけ顔色を曇らせた。

　たぶん私が未婚だったからだと思う。

　結婚の予定があるのかを尋ねられたものの、はっきりとは答えられなかった。現時点でその予定はないから。

　でも、お付き合いしている人はいて、お腹の子の父親もその人だとわかっていると話すと、先生は少しだけ安心したように微笑んだ。

　そして、まずは妊娠についてその人としっかりと話し合うように言われた。

　もらったばかりのエコー写真を握る私の手は震えていたし、きっと思いつめたような表情をしていたのだろう。

　先生は、私の肩にそっと手を置いて、優しく微笑んでくれた。『お大事に』と言われて、私は診察室を後にした。

　それからどうやって会社へ向かったのかは覚えていない。

　ただ、足だけが動いて、気がつくと秘書室の自分のデスクに座っていた。

　午後の仕事が始まり、出社したことを紘人さんへ報告に行かなければならない。それなのに、体が動いてくれない。

　すると、秘書室の扉が開いて天野室長が入ってくる。

「あっ、笹崎」

　私の姿を見つけて声をかけてきた彼に、私はイスから立ち上がると軽く頭を下げた。

「室長。午前はお休みをいただき、ありがとうございました」

「それはかまわないんだけど、すぐに紘人のところへ行ってくれ。笹崎が来たら頼みたいことがあるって言っていたから」

「わかりました」

　天野室長にうなずくと、私は秘書室を後にした。

　今はまだ仕事中だ。だから妊娠のことは触れずにいよう。また今度、紘人さんとふたりになったときにゆっくりと話をすればいい。

　今は、仕事に集中しないと。

　気持ちを切り替えるために、社長室の前で立ち止まると、深呼吸をしてから両手で軽く頬をたたいた。すると、そのタイミングで社長室の扉が開く。

「桃子、なにしてるの？」

　現れたのは紘人さんで、自分の頬をたたく私を見て笑っている。

「そんなことしたら、せっかくのきれいな頬が腫れちゃうよ」

　そう言って、紘人さんの手が私の頬をそっとなでる。

　たったそれだけのことなのに、相変わらず私の胸はドキッと波打つ。

「これから常務のところに行ってくるから、ちょっと待っていて。すぐに戻る」

　常務室に向かって急いだ様子で歩いていく紘人さんの背中を見送ると、私は社長室の中へ入った。

　しばらくして戻ってきた紘人さんが私に告げる。

「明日から一週間ほどのスケジュールだけど、俺と一緒に副社長か役員が同席のものが多かったよね。俺は早急に解決させたい案件ができたから、出席しなくてもいいかな。それ以外のスケジュールについては、申し訳ないけど後にずらしてもらうか、副社長かほかの役員に代わってもらえると助かる」

　常に多忙な紘人さんのスケジュールが直前で変わることはそれほど珍しいことではないし、それを調整するのが秘書である私の仕事だ。

「わかりました。確認してみます」

　そう答えてから気になった。

「あの、早急に解決させたい案件とは？」

「そのことでも頼みがあるんだよね。実は、ロンドンの開発でまたちょっとトラブルがあったんだ。向こうの社員で処理できると思うけど、俺も現地へ行こうと思って。それで、急なんだけど明日か明後日で飛行機のチケットを取れないかな」

「わかりました。スケジュールの件も合わせまして、すぐに確認します」

　スケジュールは調整すればたぶんなんとかなる。ひとまず飛行機の手配をするために秘書室へ戻ることにして、私は紘人さんに背を向ける。

「待って」

　けれど、不意に手首をつかまれて引き止められてしまった。

「なにかあった？　さっきから一度も俺の目を見てくれない」

「いえ、なにも……」

　顔を覗き込まれて、私はとっさに視線を下に落とした。

　意識的に紘人さんの顔を見ないようにしていたわけではない。でも、妊娠のことを隠しているせいか自然と彼から視線を逸らしてしまう。

　そんな私に紘人さんはさらに尋ねてくる。

「午前中の用事は無事に終わった？」

「はい」

「そうか。それならよかった」

　紘人さんには妊娠のことはまだ打ち明けていないので、午前の休みの理由もどうしても外せない予定があるとだけ伝えてあった。

　産婦人科での今日の結果も、本当なら仕事以外の時間でふたりきりになったときに話をしてみようと思っていた。

　でも、それはいつになるのだろう……。

　紘人さんは、明日か明後日の飛行機のチケットが取れ次第ロンドンへ発ってしまう。

　たぶんトラブルが解決する見通しが立つまで、しばらくは滞在するのだろう。そうなれば、妊娠を打ち明ける日も先に延びてしまう。

　ひとりでいつまでも不安な気持ちをかかえているよりも、今、彼に打ち明けてしまいたい。

「あ、あの――」

　けれど、私の声は突然鳴り響いた内線の音にかき消されてしまった。

　紘人さんがデスクへと向かい受話器を手に取る。

　その会話の内容からして、ロンドンのトラブルの件だろう。

　電話が終わるまで待とうと思ったものの、すぐに終わる様子がない。私は、静かに社長室を後にした。

　秘書室へと戻り、飛行機のチケットの手配をすると、紘人さんの希望通り明日の便が確保できた。向こう一週間ほどのスケジュールもなんとか調整できそうだ。

　そして、妊娠のことを伝えられないまま、紘人さんはロンドンへと発った。




　それから三日が過ぎても、紘人さんからの連絡はなかった。

　一方で、私のお腹の中で順調に赤ちゃんが育っている証拠なのか、つわりが日に日にひどくなっている。

　それと同時に不安も増していく。

　自分のお腹に赤ちゃんがいるとわかれば、きっとほとんどの人は喜ぶのだろう。

　でも、私は戸惑うばかりで少しも喜べない。

　そういえば、初診のときに先生が話していた。産むか産まないかの決断は早い方がいいと。その答えによっては、あきらめるという決断もできるらしい。

　そのとき初めて、産まないという選択肢があることを知った。でも、その場合も相手のサインが必要になる。

　どちらにしても、この妊娠はしっかりと紘人さんに伝えないといけない。

　でも、肝心の紘人さんがロンドンから戻ってこない。それなら電話で話そうか迷ったけれど、向こうとは時差があるし、仕事中だと思うとかけるのをためらってしまう。

　どうしたらいいのだろう……。

　もしかして、そんな不安な気持ちが、つわりのつらさを強めているのだろうか。

　最近では、今まで普通に食べられていたものが受けつけなくなってしまった。それでもなにか食べないとと思い、ミニトマトやゼリーなど食べられそうなものを口にしている。

　とくに夕方になるとひどくなるので家に帰ると吐いてしまう。けれど、職場で仕事に集中しているときはそこまでつらくは感じない。

　だから、仕事は休まずに出勤できているものの、いつも通りさくさくと業務をこなせず、気持ちが悪くなるといったん手が止まってしまうのがもどかしい。

　そういうときはこっそりと酸っぱいグミを口に含んだり、トイレへ逃げ込んだりして、なんとかごまかしている。

　そして今も、秘書室で仕事をしながら不意に気持ち悪さを感じて、デスクの引き出しに忍ばせてあるグミをひとつ取り出した。

　それを口に放り込もうとしたとき、デスクの上の内線が鳴る。いったんグミはあきらめて受話器を取った。相手は、受付の西野さんだ。

『笹崎さん。社長にお客様がいらしているのですが……』

　そう告げる、西野さんの様子がどこかおかしい。小声でヒソヒソと、少し言いづらそうに話すのが気になる。

　それに、紘人さんが出張で不在にしていることは事前に私から西野さんに伝えてあるので彼女も知っているはず。いつもなら来客は受付でお断りしてもらっているのだけれど……。

　そんな疑問を浮かべていると、西野さんはますます言いづらそうに小声になった。

『それが、社長の婚約者の方のようでして……』

「婚約者？」

『はい。私の方でも社長の不在の件を伝えたのですが、居留守を使っていると思われているようで、社長の顔を見るまでは帰らないとおっしゃっています。……どうしたらいいでしょうか』

　西野さんの弱々しい声からは、心の底から困った様子だというのが伝わってくる。

　それにしても、紘人さんに婚約者がいるという話は聞いたことがない。

　お見合いの話なら彼の祖父である克爾前会長がたびたび持ってきていて、そのたびに断っている紘人さんの姿をよく見ている。

　けれど、婚約者となるとお見合いとは違い、すでに結婚が決まっている相手……。

　動揺する気持ちをなんとか抑えて、私は冷静に答える。

「わかりました。すぐにそちらへ向かい、私が対応します」

『お願いします、笹崎さん』

　内線が切れると私はすばやくイスから立ち上がった。

　瞬間、体がふらっと揺れて、とっさにデスクに手をつく。目め眩まいがするものの、お客様を待たせてはいけない。相手は、紘人さんの婚約者だと名乗っているのなら、なおさら失礼のないようにしないと。

　私は、なんとか体に力を入れて受付へと向かった。




　受付に到着すると、私の姿を見つけた西野さんがすぐにかけ寄ってくる。

「笹崎さん。社長の婚約者の方ですが、あちらのソファにかけていらっしゃいます」

「わかりました。ありがとうございます」

　そちらに視線を向けると、ロビーにある待合用のソファで、こちらに背を向けて座っている女性の姿が目に入る。

　あの方が、紘人さんの婚約者……。

「あとは私が対応しますので」

「お願いします。……笹崎さん、大丈夫ですか？　顔色があまりよくないように見えますが」

「大丈夫です」

　心配そうに私の顔を見つめる西野さんに笑顔で答えてから、紘人さんの婚約者のもとへと向かった。

「はじめまして」

　うしろからそっと声をかけると、腰にまで伸びた茶色の髪をさらりと揺らして、彼女が私を振り返った。

「社長の秘書をしております笹崎と申します」

　名刺を渡すと、なぜか彼女はそれをじっと見つめている。しばらくすると、なにかに気がついたようにハッとした表情で私を見た。

「あなたが笹崎さん……」

　彼女はそうつぶやくと、ソファからゆっくりと立ち上がる。

　年齢は私よりも下で、まだ二十歳前後だろうか。ばっちりと化粧をしているが、丸みのある輪郭に、大きな黒目のせいか、どこか幼く見える。

「私、森園玲れい香かと申します。父は、森園建設の社長をしております」

「森園建設の……！　いつもお世話になっております」

　どうやら玲香さんは森園建設のご令嬢のようだ。

　私は丁寧に頭を下げる。

　森園建設のご令嬢が紘人さんの婚約者。

　双方の家柄を考えると十分にありえる気がした。

　西野さんからの内線で、紘人さんの婚約者だと名乗る女性が受付に来ていると聞いたときは動揺したけれど、同時にそんなはずはないと思っていた。

　だって、紘人さんは婚約者がいるなんて、ひと言も話していなかったから。私を好きだと言ってくれる彼を信じたくて、婚約者の存在を認めたくなかった。

　でも、お相手の女性が大鷹不動産にとって大切なビジネスパートナーである森園建設のご令嬢だと聞いて納得してしまった。

　彼女――玲香さんなら、紘人さんの結婚相手にふさわしい女性だ。

「それで、紘人さんは？　海外出張中だと聞いたけど本当？」

「はい。急きょロンドンへ出張になり、四日前より不在にしています」

「それ本当？　あなたもぐるになって、私を紘人さんに会わせないようにしているんじゃないの？」

「いえ、そんなことはしていません」

　私がきっぱりとそう告げると、玲香さんは腕を組み軽く息を吐いた。

「まぁ、いいわ。紘人さんのことで、あなたとも話をしたかったからちょうどいい機会ね」

　その言葉に、なんとなく嫌な予感がした。

「笹崎さん。紘人さんと別れてください。あの人は私の婚約者なのよ」

　玲香さんの声に、ロビーにいる社員たちの視線が私たちに向けられる。

「知っているのよ。あなたと紘人さんが、社長と秘書の関係でありながら交際をしていること」

「森園様。ここでそのお話は……。場所を変えましょう」

　周囲の視線が気になる。この話題については、こんなに人の行き来のある場所で話す内容ではない。

　けれど、玲香さんは首を振った。

「いいえ。紘人さんがいないのならすぐに帰るから、ここで結構よ。とにかくあなたには紘人さんと別れてもらうから。あの人との関係はあなたよりも私の方が長いの。それなのに、あとから出てきたあなたが紘人さんに愛されて……ムカつくのよ」

　だんだんと語気を強めながら、私を睨む玲香さんの瞳は鋭い。

「紘人さんはずっと前から私のものなの。あなたになんて渡さないんだからっ！」

　玲香さんの怒りが頂点に達したのか、彼女の手が私の肩を押した。

　それほど強い力ではなかったものの、先ほどから続いている軽い目眩のせいで力が入らず、私はそのままうしろへと転んでしまった。硬い床におしりを強く打ちつける。

「笹崎さん！」

　慌てて駆け寄ってきてくれたのは、受付から私たちの様子を心配そうにうかがっていた西野さんだった。

「大丈夫ですか」

「はい。大丈夫です」

　そう答えたものの、お尻を強く打ちつけたため痛みがある。すぐに立てそうにない。

　そんな私を見下ろしながら、玲香さんが冷たい声で言い放つ。

「紘人さんとは今すぐに別れて。いいわね」

　それだけ告げると、玲香さんは私に背を向ける。そのままエントランスへと向かって足早に歩きだした。

　彼女の姿が見えなくなると、この場に居合わせて私たちのやり取りを聞いていた社員たちも、それぞれ散っていく。

「笹崎さん、立てますか」

　西野さんが私の体を支えて、立ち上がるのを手伝ってくれた。

「ありがとうございます」

　転んだときに打ったお尻の痛みは少しずつ引いてはきているものの、まだジンジンと痛む。さすりながら、私は西野さんに軽く笑ってみせる。

「すみません。お恥ずかしいところをお見せしてしまいました」

「い、いえ。それよりも、あの……」

　西野さんはなにかを言いかけたものの、「なんでもありません」と首を振った。

　きっと西野さんなりに気を使ってくれたのだと思う。

　先ほどの私と玲香さんのやり取りについて、彼女はなにも触れないでいてくれた。




【桃子！　今日、社長の婚約者が乗り込んできたんだって？　ロビーで桃子とバトルになったってウワサになっているけど大丈夫？】

　その日、仕事を終えて自宅に帰ると、スマホに紫乃ちゃんからのメッセージが届いていた。

　どうやらロビーでの玲香さんとのやり取りが、職場内でウワサになっているらしい。

　バトルになるまで激しく言い争ってはいないけれど、おそらくその場に居合わせた社員たちから話が大きく広がってしまったのだろう。

　明日から職場に行くのが気まずくなってしまった。

　とりあえず、紫乃ちゃんには『大丈夫だよ』と返信をした。

　紘人さんにも、婚約者が会社へ会いに来たことを連絡した方がいいのだろうか。

　そう思って、送信するメッセージを作ったものの、やっぱりやめようとすべて消した。そのままスマホをテーブルへ置くと、ベッドにごろんと寝転がる。

『紘人さんと別れてください。あの人は私の婚約者なのよ』

　玲香さんの言葉が頭から離れない。

　本当に彼女は紘人さんの婚約者なのだろうか。

　そういう相手がいるのに、彼は私を好きだと言っていたの？

『俺の奥さんとしてもそばにいてくれたら、もっとうれしいんだけどね』

　紘人さんのこの言葉も嘘だったのだろうか。

　信じていたのに……。

　紘人さんに真実を確かめたいけれど怖い。もしもふたりが本当に婚約をしていたらどうしよう。

　私は、彼に騙されていたのだろうか。

　でも、紘人さんがそんなひどいことをするような人だとは思えない。

　それに、彼の祖父である克爾前会長は、紘人さんに婚約者がいるのにどうしてたびたびお見合い写真を持ってきていたのだろう。

　なんだかもういろいろとわからなくなってきた。

　信じたいと思う一方で、騙されていたらどうしようという不安が募る。

　こんな状況で、妊娠のことなんて話せない。やっぱり堕おろすべきなのだろうか……。

　そう考えて、お腹にそっと触れてみる。

　そういえば、今日はつわりがない。

　仕事から戻るこの時間帯は普段なら気持ちが悪くなっているはずなのに、今は気分が楽だ。

　そう気がついて、私はベッドから起き上がる。

　突然つわりがなくなった。

　それに、いつもよりもお腹がすいているような気がする。最近ではつわりがきつくて夕食はまともに食べられなかったけれど、今日はなんだか食べられそうだ。

　でも、紘人さんの婚約者の件で落ち込んでいるせいか、料理をする気力がない。それに今、冷蔵庫にはほとんど食材も入っていない。

　それでもなにかお腹に入れようと、冷凍してあるお米を電子レンジで解凍する。そこに、普段から常備しているふりかけをまぶしておにぎりを作った。

　それをひとりで食べながらふと、紘人さんがこの狭い家に初めて来た日のことを思い出す。

『笹崎さん。ご飯のおかわりをしてもいいかな。笹崎さんの作ってくれた料理がおいしくて、ご飯が進むんだ』

　あの日、お肉の代わりに厚揚げを使った回鍋肉風の節約料理を、紘人さんはおいしいと何度も言ってくれた。

　その後、彼に告白をされたんだ。

〝俺と、結婚を前提に付き合ってほしい〟

　そう言ってくれたのに……。

　思い出したら、涙がぽろぽろとこぼれてきた。

　そのせいで、口に入れたおにぎりがしょっぱい。それでも口に含んで食べていると、チェストの上に飾っている写真立てがふと目に入る。

　そこには、赤ちゃんの私を抱っこしている母の姿が映っていて……。

　もしもこのまま紘人さんと別れることになって、それでもお腹の中の彼の子供をひとりで産めば、私は母と同じ道をたどることになる。

　――ずっと知りたいと思っていた。

　母は、私を身籠ったときどう思ったのだろうって。

　でも、母と同じ状況になりそうな今なら、その気持ちが少しだけわかるような気がした。

　翌日、会社へ出勤すると、昨日のロビーでの件のせいか、すれ違う社員たちからの視線を感じた。

　秘書室で仕事をしていても、考えてしまうのは紘人さんと玲香さんの関係。気になるけど、誰にも相談ができない。

　妊娠のこともあり不安で、少し気を抜くと、こらえられずに泣いてしまいそうだ。

　それでもなんとか午前の仕事を終えてお昼休憩に入ると、お手洗いへ行くため席を立った。

　個室のトイレに入り、ショーツを下ろしたときだった。そこになにか赤い血のようなものがついていることに気がつく。一瞬、生理がきたのかと思ったが、妊娠しているのでそれはないはず。

「……もしかして」

　そのときハッと気がつく。

　お腹の中の赤ちゃんになにかあったのかもしれない。

　そういえば、あんなにつらかったつわりも昨日から軽くなっている。

　嫌な予感がして、私は慌ててお手洗いから飛び出した。

　廊下を足早に進み、急いで秘書室へ戻っていると、こちらに向かって歩いてくる天野室長の姿を見つけた。

「天野室長」

　駆け寄ると、焦った様子の私に気がついた天野室長が立ち止まる。

「笹崎。ちょうどいいところで会った。お前に話したいことがあるんだけど、一緒にランチどう？　紘人のことできっと誤解しているだろうと――」

「それよりも、これから少しだけ仕事を抜けてもいいでしょうか」

「え？」

　失礼だとは思ったものの、天野室長の言葉を遮ってしまった。今は、とにかくお腹の赤ちゃんが心配で、自分でもわかるくらい動揺している。

「今すぐ病院へ行きたいんです。そうじゃないと赤ちゃんが……」

「赤ちゃん？」

　焦るあまり口をすべらせてしまった。天野室長の表情が一瞬、固まる。

「いえ、あの……えっと……」

　どう訂正したらいいのかわからず、次の言葉を探していると、なにかを感じ取ったらしい天野室長が静かに口を開いた。

「笹崎。お前、もしかして妊娠しているのか？」

　その言葉に、今までいろいろとひとりでかかえ込んでいたものが一気に崩れる感覚がして、自然と涙がこぼれてきた。

　妊娠について肯定も否定もしなかったけれど、天野室長はそんな私の様子ですべてを悟ったらしい。

「相手は……もしかして、紘人？」

　そう問われて、私は小さくうなずいた。

　天野室長には紘人さんとの関係を話してはいない。でも、この緊迫した状況の中ではもう、隠すということが私の頭にはなかった。

　すると、天野室長が重たいため息を吐き出す。

「なんだよ。俺が余計な気を回さなくても、お前らもうとっくにそういう関係だったのか。それで、そんなに焦って病院へ行きたいなんてなにかあったか？」

「さっきお手洗いへ行ったら出血していたんです。昨日からつわりもなくなっているので、赤ちゃんになにかあったのかもしれないと思って……」

　不安と動揺から自分の声が震えている。

　こうしている間にもお腹の赤ちゃんになにかあったらと思うと不安でたまらない。どうか無事でいてほしい。

「わかった。病院までは俺が車で送るから、今すぐに行くぞ」

「いえ、ひとりで行けるので大丈夫です」

「今のその動揺した状態で、ひとりで病院まで行けるのか」

　天野室長に指摘されて、私は口ごもる。

「今日はもうそのまま早退していいから、帰る準備してロビーで待ってろ。俺も鍵を取りに行ってすぐに車を回してくるから」

　そう言い残して、天野室長は駆け足で秘書室へと戻っていった。




　それから私は天野室長の運転する車で病院まで送ってもらった。

　私の不安な様子を心配に思ったのか、病院の中まで一緒についていこうかと天野室長に提案されたけれど、さすがにそこまで頼れない。

　ひとりで大丈夫と告げてお礼を言うと、私は病院へと駆け込んだ。

　午前の診療時間終了間際だったものの、ここへ来る途中に連絡を入れていたので、受付を済ませて少し待つと診察室へと呼ばれる。

　前回の女性の先生に内診をしてもらった結果、お腹の赤ちゃんは無事だった。

　内診を終えて、先生の話を聞きながら、ホッとしたのかうっすらと目に涙が浮かぶ。

「出血したあとはあるけど量も多くないし、腹痛もないなら大丈夫よ。初期の頃にはたまに起こるの。念のため今日は安静にね」

「はい」

　先ほど内診をしながら見えたモニターには、まだとても小さな赤ちゃんの姿が映し出されていた。

　出血があったときはもう無理かもしれないと思ったけど、無事でよかった。

「今回みたいに問題のない出血もあるけど、中には危険なものもあるから。お腹が強く痛んだり、出血が増えたりしたら連絡して」

「はい」

「あと、つわりは軽くなったりひどくなったり波のある人もいるから。今は落ち着いているのかもしれないわね」

「そうなんですね」

「ほかにも心配なことがあればいつでも電話して。今日のように内診もできるから」

「はい。ありがとうございます」

　深く頭を下げる私を見て、先生が優しく微笑む。

「あなたはお腹の赤ちゃんを産むと決めたのね」

「え……」

「この前は迷っているようだったから。妊娠を知ってもうれしそうというよりも、戸惑っているような表情をしていて、ずっと気になっていたの」

　たしかに、あのときの私は妊娠を喜ぶ気持ちよりも、動揺ばかりを感じていた。

　このまま産んでもいいのか、産まないでおくべきなのか。

　そのふたつでとても悩んだ。

　そして、その答えは今もはっきりと出せてはいないと思っていたのに……。

「今のあなたはお腹の赤ちゃんの無事がわかって、安心したような顔をしているわ。たぶんそれは、あなたの中で産みたい気持ちが強いからじゃないかしら」

　先生の言葉がストンと胸に落ちた。

　出血があったとき、赤ちゃんはもうダメなのかもしれないと不安になった。それでも、なんとかお腹の中で生きていてほしくて、慌てて病院へ来た。内診をしてもらい無事がわかると、思わず涙が出るほど安心したし、うれしかった。

　私、産みたいんだ……。

「次の診察のときには赤ちゃんはもっと大きくなっているわよ。楽しみね」

「はい」

　先生の言葉にうなずくと、私は診察室を後にした。

　その後、会計を済ませて病院の外に出た。




　診察が終わったら連絡を入れるよう天野室長に言われていたので電話をかけると、彼はすぐに出てくれた。

　お腹の赤ちゃんの無事を報告すると、ホッとしたように息を吐くのがわかった。

　念のため安静が必要なことを話すと、今日はもうこのまま早退して、もしもまだ体調がよくないのなら、遠慮なく仕事を休むように言われた。

　つわりが落ち着いているうちにしっかりと食事を取るため、スーパーで買い物をしてからアパートに帰る。

　食材を冷蔵庫へしまっていると、バッグの中でスマホが鳴り出した。誰かから電話がかかってきたらしい。

　一瞬、紘人さんが思い浮かび、スマホを取り出すためバッグへ伸ばした手が止まる。

　もしもこの電話が彼からなら、今の私は普通に会話ができるのだろうか。

　紘人さんは、私の妊娠のことも、私が彼の婚約者に会ったことも知らない。

　どちらも伝えるべきだけど、そのときの彼の反応が怖くて言えそうにない。

　伝えるなら、どんな返事がきても動揺しないよう、しっかりと心の準備ができてからがいい。

　だから今はまだこの電話には出ない方がいいのかもしれない。

　そう思うものの、紘人さんの声を聞きたいと思う自分もいて、私はバッグからそっとスマホを取り出した。

　けれど、そこに表示された名前を見て、思わず気が抜けてしまう。

　さっきまで出るか出ないかあんなに悩んでいたのに、電話の相手は紘人さんではなくて祖母だった。

「もしもし。おばあちゃん、どうしたの？」

　スマホを耳にあてると、すぐに祖母の声が返ってくる。

『桃ちゃん、久しぶり。今は仕事中？　電話しても大丈夫？』

「うん。大丈夫だよ」

　祖母には早退して自宅にいることは告げないまま会話を続ける。

『今年も、お隣さんからさくらんぼをたくさんいただいたの。桃ちゃんに送ったから、明日か明後日には届くからね』

「そっか。もうそんな時期なんだ」

　最近いろいろありすぎて気がつかなかった。

　今年も、私の大好物のさくらんぼの季節なんだ。

　この時期になると祖父母の家のお隣さんが、さくらんぼ農家の親戚からさくらんぼをたくさんもらうらしく、それをお裾分けしてくれる。

　だから、この時期になると、子供の頃は毎日のようにさくらんぼをお腹いっぱい食べていた。

　上京してからも祖母が必ずさくらんぼを送ってくれるので、毎年の恒例行事のようになっている。

「ありがとう、おばあちゃん。今年もたくさんさくらんぼが食べられてうれしい」

　今は落ち着いているとはいえ、もしかしたらまたつわりがぶり返すかもしれない。そのときも、大好きなさくらんぼなら食べられるような気がする。

　すると、電話の向こうで、祖母が小さく笑う気配がした。

「おばあちゃん？」

　突然どうしたんだろう。気になって声をかけると、しばらくして祖母が答える。

『ごめんね。おばあちゃん、桃ちゃんのお母さんを思い出しちゃって』

「お母さんを？」

『桃ちゃんのお母さんもさくらんぼが大好きだったのよ。東京の大学へ進学してからも毎年さくらんぼを送ってあげると、すごく喜んでくれたの。さっき桃ちゃんにありがとうって言われたら、思い出しちゃって……』

　当時を思い浮かべているのか、懐かしそうに話す祖母の声は優しかった。

「そっか。そうだったんだね」

　私がさくらんぼを好きなのは、お母さんに似たのかな。そう思ったら、心がほっこりと温かくなる。また、私の知らない母をひとつ知ることができた。

「おばあちゃん。ひとつ聞いてもいいかな」

　祖母はあまり母の話をしたがらない。きっと、思い出してつらくなるからだろう。

　でも、なんとなく今なら聞けるような気がしたし、答えてくれるような気がした。

「お母さんが、私を妊娠していたときのことって覚えている？」

『ええ、もちろん。よく覚えているよ』

　そう答えて、一呼吸置いてから祖母は再び口を開いた。

『突然、東京からふらっと帰ってきたからどうしたのかと思えば、お腹に赤ちゃんがいると打ち明けられて。あのときは驚いたわね。それに、事情があって相手の男性とは結婚できないけど、ひとりで産んで育てるって言い張るから』

　きっと、私を身籠ったときの母にはいろんな葛藤があったはずだ。もちろん産まないという選択肢も頭をよぎったはず。つい最近までの私のように……。

　自分が母と同じような状況になって知ることができた。

　結婚できるのかわからない相手の子を妊娠してしまったとき、動揺と戸惑いと心細さが一気に押し寄せてきた。けして手放しでは喜べなかった。

　それでも、気がつくとお腹の赤ちゃんが愛しい存在に変わっていた。この先どうなるかはわからない。でも、産まないという選択はしたくない。

　きっと母もたくさんの葛藤の末に、私を産むと決めたのだと思う。

『それからは、毎日幸せそうにお腹をなでながら話しかけている姿をよく見たよ。相手の男性とは事情があって別れてしまったみたいだけど、大好きな人に変わりはなくて、お腹の子はその人との間にできた子だから、無事に産んで大切に育てるんだって。桃ちゃんのお母さんは幸せそうに笑っていたのよ』

　祖母の話を聞きながら、視線がチェストの上に飾ってある写真立てへと向かう。

　そこには、まだ小さな赤ちゃんの私を、両手で大切そうにかかえて笑顔を見せる母の姿がある。

『懐かしいわね。桃ちゃんが生まれたとき、お母さんもおじいちゃんもおばあちゃんも、みんな泣いて喜んだのよ。私たちのところに生まれてきてくれてありがとうって』

「おばあちゃん……」

　ずっと自分は生まれてこなければよかったと思っていた。

　母は、私を産んでから体調を崩していまい、出産から一年後に亡くなってしまった。ひとり残された私を祖父母は大切に育ててくれたけれど、苦労している姿もよく目にしていた。

　私がいなければ、みんな幸せだったはずなのに。

　ずっとそう思っていたけど、そうじゃなかった。

　みんな喜んでくれたんだ――。

　祖母の言葉を聞いた瞬間、心がサッと晴れて、これまでかかえていた真っ黒で重たいものから解放された気がした。

「ありがとう、おばあちゃん」

　お母さん、私を産んでくれてありがとう。

　おばあちゃんとおじいちゃん、私を育ててくれてありがとう。

　感謝の気持ちで胸がいっぱいになる。

『それと、桃ちゃん。もうおばあちゃんのことは気にしなくていいんだよ』

「えっ」

　不意に告げられた祖母の言葉がすぐに理解できなかった。

『毎月お金を送ってくれているでしょ。でも、大切なお給料は自分のために使いなさい。これまで送ってくれたお金は手をつけないで全部取ってあるから、桃ちゃんが使って。おばあちゃんなら大丈夫だから』

「おばあちゃん……」

　なんとなく祖母の性格を考えたらそんな気はしていたものの、やっぱり私のお金は使っていなかったんだ。

『桃ちゃんは、もっと欲を出しなさい』

「欲？」

『桃ちゃんは小さな頃からワガママひとつ言わないし、なにか物をねだることもしない子だったから。いつもおじいちゃんとおばあちゃんの手伝いを一生懸命してくれて、勉強もたくさんがんばっていたけど、無理していたんじゃないの？』

「そんな、無理なんて……」

　していないはずだ。私を育ててくれている祖父母のために自分ができることを精いっぱいがんばらないといけないと思って――。

　それが、無理をしていたのだろうか。

『桃ちゃんは、自分よりも相手のことを真っ先に優先させちゃう優しい子だから。これからはもっと自分のために生きなさい。やりたいことがあればそれをやって、欲しいものがあれば欲しいと言いなさい。そして、幸せになって』

　私が、幸せになってもいいのだろうか。

『おばあちゃんも、それから天国のおじいちゃんもお母さんも。桃ちゃんの幸せを一番に願っているんだからね』

　母や祖父母のことを思えば、私だけが幸せになってはいけないと思って生きてきた。

　紘人さんとお付き合いをするようになって、恋をすることに幸せを感じていても、心のどこかではうしろめたさのようなものも同時に感じていた。

　でも、それは間違っていたのだと祖母の言葉でようやく気がつく。

「うん。わかったよ、おばあちゃん」

　幸せになれるかはわからない。でも、幸せになりたいと思う。

　これからはお腹の子供と一緒に――。










プロポーズ




　再びつわりがぶり返したのは、出血をして病院へと駆け込んだ二日後の日曜日。

　昨日の夕方までは、スーパーで買い込んだ食材で料理をして食べることができたのに、突然、今朝になってまたなにも食べられなくなってしまった。

　気持ち悪くて、なにもする気になれない。

　夕方になった今も起き上がるのがつらくて、ベッドに寝転がりながら、エコー写真を眺めてつわりの気持ち悪さをごまかしている。

　妊娠が発覚してからは戸惑う気持ちが強くて、じっくりと見る勇気がなかったエコー写真も、産むと決めた今は、そこに写るまだ小さな命が愛しくてずっと見ていられる。

　自然と手がお腹に触れていた。

　まだぺちゃんこで、見た目からはなんの変化もないお腹だけど、この中に赤ちゃんがいると思うと不思議な気持ちになる。

　この妊娠が順調に進めば、このお腹もどんどん膨らんでくるはず。

　そうしたら、仕事はどうしよう。

　天野室長にはすでに知られてしまったけれど、紘人さんにはどう伝えたら……。

　そもそも伝えていいのだろうか。

　彼には玲香さんという婚約者がいる。私たちは結ばれるはずがないのに、妊娠を伝えるのは迷惑になるのかもしれない。

　もしも、堕ろしてほしいと言われたらどうしよう。

　私は産みたい。そう決めたのに……。

「うっ……」

　喉の奥からせり上がる気持ち悪さを感じて、口を手で押さえる。

　ダメだ、吐きそう。

　ベッドから起き上がると、私は慌ててトイレへと駆け込んだ。

　つわりがつらいときはどうすればいいのだろう。

　ただ、耐えるしかないのだろうか。

　母のときはどうだったのだろう。やっぱりつわりに苦しんだのだろうか。

　この前の祖母との電話のときに聞けばよかった。妊娠のことも伝えればよかったのかもしれない。でも、結婚もまだしていないし、これからもする予定はないのに、いきなり妊娠だけを伝えたらびっくりさせてしまう気がして言えなかった。

　同じく妊婦の楓ちゃんに相談してみようと思うものの、やっぱり彼女にもまだ打ち明けられない。

　誰にも話せない。

　誰にも相談できない。

　つわりのつらさに加えて、そんな孤独感も込み上げてきて、瞳に涙がじわっと浮かんだ。

　ひとりで産んで育てると決めたのに。

　これからお母さんになるのに。

　こんなに弱くてどうするんだろう。

　本当は、紘人さんに打ち明けたい。

　初めて彼に挨拶をしたあの日のように、穏やかな笑顔と優しい言葉で〝大丈夫だよ〟と言ってもらいたい。

　紘人さんに会いたい……。

　座り込みながらしばらく泣いていると、玄関のチャイム音が聞こえた。

　もしかして、祖母が送ってくれたさくらんぼが届いたのかもしれない。

　涙を拭くと、私はゆっくりと立ち上がった。

　すると、再び玄関のチャイムが鳴り、その後扉をコンコンとたたかれる。

「はい。今、行きます」

　ずいぶんとせっかちな宅配業者さんらしい。

　急いでリビングに戻ると、受取のサインをするための印鑑を持って玄関へと向かう。

「お待たせしました」

　そして、玄関の扉を開けたときだった。

「えっ……」

　誰かに思いきり抱きしめられて、視界が真っ暗になる。

　な、なに!?

　突然のことに驚き、身動きができない。

　でも、爽やかで甘い香りが鼻をかすめた瞬間、私を抱きしめているのが誰なのかすぐに気がついた。

「会いたかった」

　そう告げたのは、やっぱり紘人さんだ。

「ロンドンへ行ったきり連絡できなくてごめん。一昨日おととい、帰国の連絡を会社に入れたら奏介が出て、桃子が早退したと教えてくれた。それから君のスマホにも連絡したけど、電話はつながらないし、メッセージも既読にならないからずっと心配だったんだ」

　そういえば、スマホをどこに置いただろう。

　一昨日、祖母と電話をした後、なにげなくまたバッグへ戻した気がする。

　それから久しぶりにつわりから解放されたので、しばらくできていなかった料理や部屋の掃除に没頭していたら、スマホの存在を忘れていた。

　そのうちにまたつわりがぶり返して倒れていたから、余計に気がつかなかった。

　たしか、祖母との電話の時点ですでにバッテリーが残りわずかだったので、今はもう電源が落ちているかもしれない。

　そのせいで連絡がつかなくて、紘人さんを心配させてしまった。

　スマホの件を説明しようとするものの、彼の胸の中にかかえ込まれるように強く抱きしめられているのでしゃべりづらい。

「月曜から会社に出ようと思って、今さっき日本に戻ってきたんだ」

　頭上で紘人さんの声がした。

　ということは、空港から直接ここへ来たのだろうか。よく見ると、彼の傍らにはスーツケースが置かれている。

「奏介から全部聞いたよ」

　そこでようやく紘人さんが私の体を解放してくれた。けれど、腰にはまだ彼の手が添えられたままなので、距離は近い。

「森園建設のお嬢さんが、俺の婚約者だと言って会社へ来たんだよね。まずはそこから説明させてほしい」

「あ、あの。とりあえず中に入りませんか」

　玄関で立ち話をするような内容ではないので、部屋の中へ紘人さんを招き入れる。




　とりあえず座ってもらい、お茶を淹れに行こうとすると手首をつかまれた。

「桃子も座って。早く誤解を解きたい」

「はい」

　そう促されて、私はテーブルを挟んだ彼の対面に座った。

「いろいろと不安にさせてすまない。まさか森園社長のお嬢さんが会社へ乗り込んでくるとは思いもしなかった。彼女は、俺の婚約者ではないよ」

「えっ……」

　そうだったの……？

「でも、玲香さんは自分を紘人さんの婚約者だとおっしゃっていました」

「それは――」

　言いかけて、紘人さんが深く息を吐いた。

「実は、少し前から森園社長にお嬢さんとの結婚を強く勧められていたんだ。断ったけどしつこくて。とりあえず森園社長とは距離を置いていた」

「それで、森園社長からの電話を断っていたのですね」

「そう」

　うなずいて、紘人さんは困ったように笑う。

「どうやら森園社長のお嬢さんは昔から俺に好意があったみたいなんだ。去年の森園建設主催のパーティーでその思いが強くなったらしい。森園社長は娘を溺愛しているから、俺と結婚させてあげたかったんだろうな。でも、こんなことになるならきっぱりと断っておくべきだった。桃子につらい思いをさせてすまない」

　紘人さんが頭を下げるので、私は慌ててしまう。

　でも、玲香さんが紘人さんの婚約者ではないとわかって安心した。

　それにしても、冷静になって考えてみれば、紘人さんはそんなひどいことをするような人じゃないと少しも疑わずに彼を信じられたはずなのに。

　妊娠のことも重なり、不安や動揺から、私には冷静さが欠けていたのかもしれない。

　そういえば、妊娠をどう伝えよう……。

　紘人さんが下げていた頭を上げると、私の瞳をじっと見つめながら力なく微笑む。

「今の説明で、誤解は解けたかな」

「はい」

　私がうなずいたのを見て、「よかった」とつぶやき、紘人さんは安心したように笑った。

「俺が好きなのは桃子だけだよ」

　ストレートなその言葉にトクンと胸が高鳴る。同時に、キュッと締めつけられるように苦しくもなって、なんだか泣きたい気持ちになった。

「桃子、左手出して」

　左手？

　不思議に思いながらも、紘人さんに言われた通り左手を出してテーブルにのせる。

「ごめん。指輪の用意が間に合わなかった。でも、どうしても今、伝えたいんだ」

　そう言うと、紘人さんの大きな手が、そっと私の左手に重なった。

「俺と、結婚してください」

　それは、突然のプロポーズだった。

「一緒に生きていきたいんだ。桃子と、それからお腹の中の子供と」

　子供……。

　もしかして、紘人さんは私の妊娠を知っている？

「どうして……」

　彼にはまだ話していないはずだ。それなのに、どうして私のお腹に彼の赤ちゃんがいるのを知っているのだろう。

「奏介から聞いた。ごめん。俺、なにも知らなくて」

「いえ。私こそ黙っていてすみません。話すタイミングがなくて。それに、困らせてしまったらどうしようかと思ったら言い出せなくて……」

　小さな声でそう告げて、私はそっとうつむいた。

　今もまだ紘人さんの反応が怖い。

　私の妊娠を知って、彼はどう思ったのだろう。

　怖くて、彼の顔をまっすぐに見られない。

　すると、私の手を握る紘人さんの手の力がいっそう強まる。

「困るわけないよ。桃子のお腹に俺の子供がいると思うとうれしい」

　その言葉に私はハッと顔を上げた。

「本当ですか？」

「ああ、本当だよ。それに、俺は子供ができたから桃子と結婚をするわけじゃない。最初から結婚するなら桃子と決めていた。だから、俺と一緒に幸せになろう」

「紘人さん……」

　彼の想いに胸が熱くなり、じわっと瞳に涙が浮かぶ。

　妊娠がわかってからは、どうしていいのかわからず戸惑い、誰にも相談ができなくてずっと心細かった。そんな中で紘人さんの婚約者だと名乗る玲香さんが現れて、さらに不安が募った。

　でも、今。そういったものが一気に吹き飛んで、心が軽くなる。

〝一緒に幸せになろう〟

　紘人さんの言葉がうれしい。

「桃子、返事を聞かせて」

　目の前で泣きじゃくる私を、紘人さんが優しく見つめる。

　その瞳を見つめ返して、私は震える声で答えた。

「はい。よろしくお願いします」

　幸せになりたいと思う。

　紘人さんとお腹の子供と一緒に――。

「ありがとう。俺を選んでくれて」

　私の手に触れていた紘人さんの手が離れていく。そして、対面に座っていた彼が私の隣へと近づくと、そっと抱き寄せられた。

　彼の親指が私の目もとに触れて、涙を優しく拭き取る。

　その手で頬を包まれると顔を上に向けられ、ゆっくりと唇が重なった。




　紘人さんにプロポーズをされてから一週間ほどが経った。

　今度の休みには一緒に婚約指輪を見に行く約束をしている。それから私の祖母、紘人さんのご両親の順番に結婚の挨拶に行く予定だ。

　その前に、祖母には事前に電話で結婚の報告をしていた。驚いてはいたものの、泣いて喜んでくれた。妊娠については、紘人さんが祖母と直接会って、彼の口から報告したいと言われた。

　正式な順序をたどらずに私が妊娠したため、彼なりに祖母に対してうしろめたい気持ちがあるらしい。

　紘人さんは『叱られるかもしれないな』と苦笑していたけれど、祖母は怒らないと思う。結婚の報告のときと同じく、驚くだろうけど喜んでくれるはず。なんとなくそんな気がしている。

　むしろ、一番の問題は克爾前会長だと私は思っていた。ひとまず紘人さんから報告してもらうことになっているが、どうなったのだろう。まだ教えてもらっていないので、内心ドキドキしている。

　一方、ご両親への報告はすでに済んでいる。紘人さんが私との結婚の話をしてくれたようで、あっさりと了承を得られた。

　というのも、紘人さんのご両親も職場恋愛がきっかけで結婚をしているので、息子の結婚相手にはあまりこだわっていなかったらしい。

　むしろ、なかなか結婚する様子のなかった紘人さんがようやく身を固める気になり喜んでいるそうだ。

　でも、結婚するより先に私を妊娠させてしまったことに対しては怒っているようで、紘人さんは厳しく叱られてしまったらしい。

　とはいえ、今は生まれてくる初孫を楽しみにしているようで、すでにベビー用品の下見に行っているのだと紘人さんが教えてくれた。

　思っていたよりも私たちの結婚は周囲に歓迎されて順調に進んでいる。

　でも、最近はそれが少し怖くも感じてしまう。

　幸せに慣れていないせいだろうか。

　このままなにもかもすべてうまくいくはずがない。きっと最後になにかどんでん返しが起こる気がする。

　どうしてもそんなうしろ向きな考えになってしまう。

「社長。本日は九時から役員会議、十三時から渋谷に建設中の大型複合ビルの視察の予定が入っております。視察には私も同行いたしますので……」

　朝の打ち合わせで紘人さんに本日のスケジュールを伝えていると、込み上げるような吐き気におそわれて口を閉じた。

「桃子？」

　そんな私の異変にすぐに気がついた紘人さんがイスから立ち上がり、私の隣へと近づく。

「気持ち悪い？　とりあえず、座ろうか」

　紘人さんに体を支えられながら、近くの応接用のソファにゆっくりと腰を下ろす。隣に彼も座ると、私の背中をさすってくれた。

　相変わらずつわりは続いていて、紘人さんもそれを知っているので、仕事中に気分が悪くなるとこうして私を気にかけてくれる。

　そんな彼の優しさについ甘えてしまいながら、同時に申し訳ない気持ちになってしまう。

　紘人さんの仕事をサポートするのが秘書の私の仕事なのに、つわりで気分が悪くなるたびに優しい彼は私を気にかけて、仕事の手を止めてしまうから。

　いったいこのつわりはいつになれば終わるのだろう。もしかして、ずっとこのままなのかもしれない。ついそんなふうに弱気になってしまう。

　紘人さんに背中をさすってもらいながら、口もとをハンカチで押さえてじっと耐えていると、少しずつ気持ち悪さが落ち着いてきた。

「すみません。もう大丈夫です」

「無理しないで。体調が悪ければ休めばいいよ」

　紘人さんの言葉に、私は笑顔だけを返す。

　休むほどのことじゃない。

　仕事はしっかりとできる。

「それと、視察だけど、桃子は一緒に行かなくていいよ」

「えっ……」

　いつも視察には秘書である私が同行している。それなのに、断られてしまい動揺してしまう。

　おそらく、つわりがあるからだろう。

　普段のようにしっかりと仕事をこなせていない今の自分が悔しい。

「いえ。視察にはいつも通り私も同行します」

　私にしては強い口調でそう返すと、紘人さんは困ったように眉を下げた。

「桃子は、お留守番だ。視察中に気分が悪くなっても、ゆっくり休める場所なんてないからきっとつらい思いをさせてしまう。それに、あの現場はまだ工事中で危ないから、妊娠中の君を連れてはいけないよ」

　そう優しく諭す紘人さんの言葉に、私はグッと唇を噛みしめた。

　今の私には、紘人さんの秘書を完璧にこなせない。

　視察に同行できないことを悔しく思いつつ、でも、紘人さんの言葉も理解できる。今の私が一緒に行っても、きっと彼の迷惑になるだけ。

「……わかりました。私は、会社に残ります」

　うつむいてそう答えると、紘人さんが不意に私の顔を覗き込んでくる。

「わかったと言うわりには、不満そうな顔だけど？」

　人さし指で私の頬を軽くツンツンとつつきながら、目の前の彼が優しく笑う。

「桃子の仕事は俺の視察に同行するだけじゃないだろ。君は真面目な性格だから、完璧に仕事をこなせない自分を責めているのかもしれないけど、今は仕方がない」

　紘人さんの手がそっと私のお腹に触れる。

「桃子は命を育てているんだ。それは君にしかできない大切なことだよ。だから、今は自分を大切にしてほしいし、俺が桃子を心配する気持ちもわかってほしい」

　私のお腹に触れながら、紘人さんの唇がそっと私のおでこにキスを落とす。

　どうやら紘人さんには、完璧に仕事をこなせずに焦る私の気持ちがお見通しだったようだ。

　彼の言う通り、今はできないことがあっても仕方がないのかもしれない。

　ここで無理をして、お腹の赤ちゃんにもしものことがあってはいけないから。

「わかりました」

　今度は、紘人さんの目を見つめてしっかりとうなずく。すると、私のお腹に触れていた彼の手が移動して、私の頭をそっと優しくなでた。

　それから紘人さんは役員会議へと出席し、私は秘書室で午後の視察に必要な書類をまとめる。

　その途中で、何度か気持ち悪くなったものの、こっそりとグミを口に含んだりしてなんとか耐えた。

　午後になると、紘人さんは予定通り視察へと出かけた。今回は私の代わりに天野室長が同行してくれるらしい。

　私は、午後もデスクで仕事を続ける。

　明日、紘人さんに来客の予定があるので、事前に目を通してもらう書類をまとめたり、新しく入ってきたスケジュールに合わせてアポイントメントを調整したり。

　いつもお昼過ぎから夕方まではつわりが少し軽くなるので、スムーズに仕事を進めることができた。

　紘人さんの送迎を担当しているドライバーさんに渡す来月分の予定表を作成していると、デスクの上で内線が響く。

　キーボードを片手で打ちながら、もう片方の手で受話器を取った。

「はい。秘書室、笹崎です」

『受付の西野です。森園建設の森園社長がお見えですが、お通ししてもよろしいでしょうか』

　森園建設……。

　その言葉に、キーボードを打つ手が止まる。

　今日の紘人社長の予定には森園社長との面会は入っていない。それなのに、突然、森園社長が訪れた理由……。

　なんとなく嫌な予感がしたものの、お通ししないわけにはいかない。

　けれど、肝心の紘人さんは不在だ。

　そういえば、いつもなら事前に受付には不在を伝えているものの、今日はそれをうっかり忘れていたと気がつく。

　こんなミス普段なら絶対にしないのに、つわりのつらさに気を取られていたせいかもしれない。

「西野さん、すみません。伝えそびれてしまったのですが、社長は十三時から二時間ほど視察に出ており不在です」

　そこでチラリと時計を確認すると、あと五分ほどで十五時になろうとしていた。

　視察はいつもわりと予定通りに終了するので、現場の距離から会社までの移動時間を考えてもあと二十分もあれば紘人さんは戻ってくるかもしれない。

　すると、電話の向こうから西野さんが『笹崎さん』と私を呼ぶ声がした。

『それが、森園社長が面会を希望されているのは笹崎さんなんです』

「私ですか？」

『はい。社長の秘書の方とお話がしたいそうです』

　森園社長が私に……？

　やっぱり嫌な予感がする。

　でも、このままお帰しするわけにもいかず、私は森園社長の待つ受付へ急いで向かった。




　どうやら彼は秘書を連れずにひとりで来たらしい。ひとまず最上階にある応接室へとご案内する。

　給湯室でお茶を淹れて持っていくと、コーヒーの気分だったらしく、急いで淹れ直してから再度お出しした。

　けれど、それにはまったく口をつけず、対面に座った私にいきなり話を始める。

「私が、君を訪ねた理由はわかるかな」

　森園社長はソファに浅く座ったまま背もたれによりかかると、胸の前で腕を組んだ。

「君は、紘人君と交際していると聞いたが、それは本当だろうか」

　やっぱり森園社長が私を訪ねた理由は、紘人さんとの関係についてだった。

　その問いに対して、嘘はつきたくなくて「はい」と私は静かにうなずいた。すると、森園社長があからさまに大きなため息をつく。

「君は自分の身分をわかっているのか。秘書の分際で紘人君をどうたぶらかしたか知らないが、身のほど知らずにもほどがある」

「そんな、たぶらかしてなんて……」

　小さな声で反論しようとすると、森園社長に鋭い視線を向けられてしまう。私は、とっさに口を閉じた。

「君のことを少し調べさせてもらったよ。今はもう亡くなっているらしいが、君の母親は銀座のクラブでホステスをしていたそうじゃないか。父親については調べられなかったが、どうせ母親が客との間にうっかりできてしまった子供が君なんだろ」

　森園社長の言葉が、チクチクと胸に突き刺さる。

「母親が亡くなってからは、祖父母に育てられて、高校と大学は奨学金で通っていたそうだな。その返済が今もまだ残っている。そこそこいい大学を出ているようだが、だからといって君が紘人君に釣り合うとは思えない」

　私はうつむきながら、膝の上に置いた両手を力いっぱい握りしめる。

　どうしてこの人にそこまで言われなければならないのだろう。

　悔しい気持ちと悲しい気持ちで胸が苦しい。

　じわっと瞳に涙が浮かぶけれど、泣いてはいけないと必死にこらえた。

「君と紘人君とでは今まで生きてきた環境が違いすぎる。結婚の話も出ているらしいが、本当に紘人君のことを思っているのなら、君は身を引くべきじゃないのか」

　紘人さんと私が釣り合わないことは最初からわかっていた。

　それでも彼は私を選んでくれて、私も彼を好きになった。そして今、私のお腹には彼との子供もいるのに――。

　やっぱりそんなに甘くはなかった。

　結婚に向けてあまりにも順調に進むから怖かったんだ。最後になにかとても大きな壁が目の前に現れるんじゃないか。そんな不安が的中してしまった。

「君に比べて私の娘の玲香は紘人君と結婚するのにふさわしい。大鷹不動産と森園建設はビジネスにおいてもいいパートナーだ。両家の子供が結婚をすれば、その関係はより強固になり、お互いの会社はますます繁栄する。だが、もしも……」

　そこで私はうつむいていた顔を上げて、森園社長の顔を見た。

「紘人君がうちの娘との結婚をこのまま断るようなら、森園建設は大鷹不動産とは縁を切らせてもらう。今後いっさいの仕事を引き受けない」

「そんな……」

　焦る私に、森園社長はニヤリと笑う。

　森園建設と大鷹不動産は古い付き合いがあり、これまでも何度となく共同で数々のプロジェクトを成功させている。

　そんな主要取引先のひとつと縁を切られてしまうなんて、大鷹不動産にとっては大問題だ。それだけは避けたい。そのためには私が身を引けばいい。

　でも……。

〝一緒に幸せになろう〟

　そう言ってくれた紘人さんを思い出す。

　私は、彼が好きだ。

　あきらめたくない。

　でも、このままだと大鷹不動産は森園建設から縁を切られてしまう。

　どうすればいいのだろう……。

　そのとき、応接室の扉が勢いよく開いた。

「桃子。さっき受付の西野さんから森園社長がいらしていると聞いたが……」

　現れたのは紘人さんだった。

　ここまで走ってきたのか、少し息が乱れている。

　紘人さんの視線が私を捉える。すると、彼の登場に安心したのか、今までなんとかこらえていた涙が私の瞳からこぼれて頬を伝った。

　それを見た紘人さんの視線が私から森園社長へと向かう。

「森園社長。私のいないところで、彼女といったいどんな話をしていたのですか」

　紘人さんが私の隣へと腰を下ろし、対面に座る森園社長に向かって口を開く。

「私の秘書……いや、婚約者を泣かせないでください。お話があるなら、私がお伺いします」

「婚約者か。紘人君、それは考え直した方がいい。君は私の娘と結婚をするべきだ」

「そのお話ならお断りするとお伝えしましたが」

「だから、それを考え直してほしいと言っているんだ」

　森園社長が苛立ったように声を荒くする。

「彼女にも伝えたが、私の娘の玲香との結婚を断れば、今後いっさいうちの会社は大鷹不動産からの仕事は受けない。縁を切らせてもらう」

　きっぱりとそう言い放った森園社長を紘人さんがじっと見据える。

　彼の出す答えを聞くのが怖い。

　縁を切るとまで強く言われてしまえば、紘人さんは玲香さんとの結婚を今までのように簡単には断れないはず。

　どうか、間違った選択はしないでほしい。

　紘人さんが守るべきなのは大鷹不動産。そして、縁を切るべきなのは森園建設ではなくて私なのだから……。

「わかりました」

　しばらくすると、紘人さんはふっと静かに笑い、うなずいた。

「縁を切りたいのならご自由にどうぞ。それでうちの会社が困ることはなにもありません」

　紘人さんの表情はいつも通り穏やかなのに、その口調はナイフのように鋭い。相手に対して、こんなにも冷たい態度を取る彼を見るのは初めてかもしれない。

「あなたになにを言われようと、私は自分の気持ちを変えません。彼女と結婚します」

　はっきりとそう告げる紘人さんの横顔を私はじっと見つめる。

「森園社長。お話はそれだけなら、どうぞお引き取りください」

　紘人さんの言葉に森園社長は苦々しい顔つきで席を立つ。

　まだなにか言いたそうにしているものの、これ以上はもう取り合わないといった様子の紘人さんにあきらめたようだ。

　そのまま私たちに視線を合わせずに、森園社長は応接室を後にした。

「大丈夫？」

　ふたりきりになると、紘人さんが気遣うように優しく声をかけてくれたので、「はい」と私はうなずいた。

　でも、今は私なんかよりも心配なことがある。

「紘人さんは大丈夫ですか。森園建設との縁が切れてしまっても……」

「いや、そこまで大事にはならないよ」

　紘人さんはきっぱりとそう言いきった。

「ああは言ってみたが、俺も縁を切りたいとまでは思っていない。それに、縁を切られて困るのはたぶん向こうのはずだ」

　それは、どういう意味だろう。

「うまく隠そうとしているみたいだけど、森園建設は経営が危ないんだ。ライバル社に次々と新規の仕事を取られているし、資金繰りにも苦労しているらしい」

「そうなのですか？」

　森園建設は大鷹不動産のパートナーとして順調な経営を進めていると思っていたけれど、どうやらそうではなかったらしい。

「たぶん、森園社長が自分の娘と俺を結婚させようとしたのは、娘の恋を叶えてあげたい気持ちが一割。残りの九割は、娘が俺と結婚することで大鷹不動産のうしろ盾を得られると思ったんだろう。それで、経営を回復させるつもりだったのかもね」

　そんな考えがあったんだ。

　でも、森園社長のその計画は叶わなくなってしまった。

　森園建設はどうなってしまうのだろう。

　さっきまで森園社長にきつい態度を取られていたにもかかわらず、心配になってしまった。

「まぁ、俺は今回の件で縁を切るところまで非情なことはしないけど、祖父はどうだろう」

「克爾前会長ですか？」

「かわいい孫の俺の結婚を邪魔しようとしたんだ。森園社長は、祖父の逆げき鱗りんに触れただろうから、森園建設とは本当に縁を切っちゃうかもしれない」

　現役を退いてはいるものの、大鷹ホールディングスを経営する大鷹家での克爾前会長の影響力は、まだまだ大きいと聞いたことがある。

　本当に縁を切ってしまうのかもとますます心配になっていると、「桃子が心配することじゃないよ」と紘人さんに頭をなでられる。

「それよりも、祖父つながりでひとつおもしろい話を桃子にしてあげる」

「おもしろいお話ですか？」

「祖父に桃子との結婚を報告したらどんな反応をしたと思う？」

「えっ……」

　そう尋ねられて、思わず言葉に詰まってしまった。

　実は、紘人さんとの結婚が決まってから、克爾前会長のことが気がかりだった。

　ご両親から反対されていないのは紘人さんから聞いて知ってはいるものの、祖父である克爾前会長の反応だけはまだ聞いていない。

　溺愛している孫の紘人さんの結婚相手にふさわしい女性を、家柄や学歴、容姿、性格などを吟味して選んでいる克爾前会長の姿を知っているだけに、最終的に紘人さんが選んだ相手が秘書の私だと知って落胆していないだろうか。

　もしかしたら納得できなくて、反対しているのかもしれない。

　そう心配していてもなかなか言葉に出せずにいると、紘人さんが突然、楽しそうに笑いだした。

「俺が桃子との結婚を報告したら、祖父が急に号泣するからびっくりしたよ」

「号泣ですか？」

「そう。あんなに泣いているのを見るのは初めてだったからおもしろくて」

　紘人さんは笑っているものの、私は少しも笑えない。

　いったいその涙の理由はどちらなのだろう。

　結婚に反対する悔し泣きなのか、結婚を祝ううれし泣きなのか……。

「俺と桃子の結婚を一番に喜んでいるのは、実は祖父なんだ」

「えっ」

　紘人さんの言葉に耳を疑ってしまった。本当に克爾前会長は私たちの結婚を祝福してくれているのだろうか。

「祖父は桃子を気に入っているからね。いつも丁寧に優しく対応してくれるし、長話も真剣に聞いてくれる。淹れてくれるお茶がいつもおいしいし、笑顔がかわいい。そして、秘書として俺を全力でサポートしてくれる。祖父は、そんな桃子が大好きなんだって」

「本当ですか？」

「俺が嘘を言うと思う？」

　そう問われて、私は小さく首を横に振った。

　……よかった。

　どうやら克爾前会長は、私たちの結婚を反対していないらしい。

　それに、私のことをそんなふうに思ってくれていたなんてうれしい。

　ついさっきまでの心配が一気に吹き飛び、体中の力がしゅるしゅると抜けていく。

「俺も最近、祖父から聞いて知ったんだけど、俺の結婚相手の本命は桃子だったらしいよ」

　またしても初めて聞かされる事実に頭の中が混乱してくる。

「では、どうしてお見合い写真を……？」

　克爾前会長は、紘人さんの結婚相手候補の女性たちの写真を持って、たびたび社長室を訪れていた。最近では協力を求められて、私からも紘人さんへ結婚を勧めてほしいと頼まれていたのに。

「あれは、祖父の作戦だったらしい」

「作戦ですか？」

　首をかしげる私に、紘人さんが説明してくれる。

「俺に見合い写真を持ってくるなら、俺の自宅でいいはずだろ。それなのにわざわざ会社の方へ持ってきたのは、桃子にも俺の見合い写真を見せるため。それをきっかけに俺を意識させようと思ったらしい」

「意識、ですか？」

「祖父が言うには、俺が誰かと結婚するかもしれないと焦って、桃子に嫉妬してほしかったみたい。俺に料理を作るよう桃子に頼んだのも、それをきっかけに俺たちの関係を進展させようとしたみたいだよ」

　克爾前会長がまさかそこまで裏で動いていたとは知らなかった。

「桃子」

　紘人さんが改まった様子で私の名前を呼ぶ。

「祖父も両親も。君を俺の結婚相手として迎え入れようとしている。だから、安心して俺と結婚してほしい。というよりも、俺がもう桃子じゃないとダメなんだ」

　紘人さんが優しく私を抱きしめる。

「この先なにがあっても俺は君を絶対に離さない」

　その力強い言葉に涙が出そうになった。

　それと同時にふと、祖母の言葉を思い出す。

『これからはもっと自分のために生きなさい。やりたいことがあればそれをやって、欲しいものがあれば欲しいと言いなさい。そして、幸せになって』

　あのとき、おそらく祖母は私に、もっと自分の気持ちに正直になるようにと言いたかったのかもしれない。

　紘人さんは今、彼の想いを伝えてくれた。それなら、私もそれに答えないといけない。いつもたくさんの愛を私に伝てくれる彼に、自分の気持ちを正直に――。

「私も、紘人さんから離れたくありません。ずっと一緒にいたい」

　瞳を見つめながら告げると、紘人さんが少し驚いたように目を丸くした。けれど、すぐにいつもの朗らかな笑顔で私を見つめる。

「桃子、目を閉じて」

　ささやくような声の後、紘人さんの顔が私に寄せられる。キスの流れに私はそっとまぶたを閉じた。

　けれど……。

「――うっ」

　あと少しで唇が触れ合いそうな甘い雰囲気だというのに、つわりの気持ち悪さが押し寄せてきた。

　とっさに手で口を押さえると、紘人さんがそっと私の背中をさすってくれる。

「唇はやめておこうか」

　彼が私の頬に触れるだけの優しいキスをする。

　唇を離して、穏やかに微笑む紘人さんを見ていたら、ふと一年前の春を思い出した。

　初めて社長室を訪れて、紘人さんに挨拶をしたあの日。

　彼の優しい言葉と穏やかな笑顔が私の緊張を解してくれて、同時に秘書としての自信もつけさせてくれた。

　そんな紘人さんを素敵だと思ったあの瞬間、私は彼に恋をしていた。

　きっかけは一夜の過ちだったのかもしれない。

　でも、私たちはそれよりももっと前から、お互いに惹かれ合っていた。

　その想いが、あの日の夜をきっかけに動きだして、私たちは結婚をする。

　そして今、私のお腹には彼との間に授かった命がある。

　紘人さんと赤ちゃんと一緒に過ごすこれからの日々は、きっと私にとってなによりも幸せな時間になるのだろう。

　そんな日々を思い浮かべる今この瞬間も、私はとても幸せだ。
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その後のふたり～妊娠後期～




「赤ちゃん、順調ですよ」

　診察台に仰向けに寝転びながら経腹エコーを受けていると、女性の先生のやわらかな声が耳に届いた。

　白黒のモニター画面にはずいぶんと大きく成長した赤ちゃんの様子が映し出されている。

　体重は千七百グラムほどで、この時期にしてはやや大きめらしい。

　妊娠も三十週に入り、私のお腹もだいぶ膨らんできた。

　最近では、横向きで寝るとお腹が張ってしまうし、仰向けで寝ても苦しいので、夜中に何度も目が覚めてしまう。

　おかげで寝不足ではあるけれど、検診のたびにすくすくと成長している我が子を見ると元気が湧く。

　前回の検診では、いつものエコーよりも鮮明にお腹の中にいる赤ちゃんの様子を見ることができる、４Ｄエコーというものをした。顔がだいぶはっきりとわかったのだけれど、なんとなく赤ちゃんは紘人さんに似ていると思う。整った目鼻立ちがすでにそっくりなのだ。

　この子はたしかに私と紘人さんの子なのだと改めて実感したら、愛おしさがさらに増してくる。

　予定日まであと十週。どうかこのまま無事に出産を迎えられますように。

　そんなことを願いながらモニター画面を見つめていると、不意に赤ちゃんが曲げていた足をクイッと伸ばしたのがわかった。

「あっ、今お腹蹴ったわね」

　先生の言葉に、「そうですね」と私も笑いながら返す。

　最近では胎動もだいぶ激しくなっていて、赤ちゃんがお腹の中で動いているのがよく伝わってくる。

　エコーを受けながら実際に足を動かす赤ちゃんを見るのは、今日が初めてだったけれど、こうしていつも私のお腹の中で動いているのかと思うと、ほっこりとした気持ちになった。

　その後の診察でもとくに気になることは指摘されず、お腹が張ったら休むことと体重増加に気をつけることの二点を、前回の検診のときと同様に注意されてしまった。

　病院を出て、ふっくらとしたお腹をかかえながら歩いていると、少し離れた先にスーツ姿の紘人さんを見つけた。

　今日は土曜日で本当なら紘人さんも一緒に午前の検診に来る予定だったけれど、急な仕事が入ってしまった。それが終わったら合流することになっていて、どうやら紘人さんの仕事の方が先に終わって待っていてくれたらしい。

　私の姿に気がついた彼が、私に向かって右手を大きく振っているので、私も手を振り返す。そのまま少し歩く速度を速めて紘人さんのもとへ向かおうとすると、なぜか慌てた表情の彼が私の方へと駆けてきた。

「ゆっくり歩かないと危ないよ」

　私の腰に手を添える紘人さんの表情は真剣だ。

「桃子は自分が妊婦だっていう自覚があるのかたまに心配になる。仕事も、大きなお腹をかかえながら普通にこなしているし。それをそばで見ている俺の方がヒヤヒヤするよ」

　そう言って、紘人さんが小さく息を吐く。

「本音を言えば家でゆっくりと過ごしてもらいたいけど、真面目な桃子は産休に入るまでしっかりと仕事をこなさないと気が済まないだろうからね」

「ご心配かけてすみません」

　ぺこりと頭を下げると、紘人さんが優しい笑みを返してくれる。その手が私の頭をそっとなでた。

　妊娠初期の頃からつわりや出血、腹痛などでたびたび体調を崩していた私を知っている紘人さんは、私のお腹が大きくなるにつれて心配性が増している気がする。

　さっきも少し早く歩いただけで血相を変えて駆け寄ってきた。少し大げさだとも思うけれど、それもこれも、すべて私とお腹の赤ちゃんを思う気持ちが強いからなのだろう。

　そんな紘人さんの優しさが私はとても好きだ。

「さてと、お昼食べに行こうか。桃子は食べたいものある？」

　紘人さんは私の手からバッグを取ると歩きだす。そして、もう片方の手で私の手をぎゅっと握った。

「食べたいものですか……」

　今朝は、午前中の妊婦検診での体重測定に引っかかりたくなくて朝食を軽めにしていた。そのせいかお腹が空いているので、本音を言えばお昼はがっつりと食べたい。けれど、さきほど先生に体重増加には気をつけるよう言われたばかりだ。

　つわりでだいぶ落ちてしまった体重も、ここ最近ではぐんぐんと増えている。いや、増えすぎてしまっている。もしかして、そのせいで赤ちゃんも少し大きめなのだろうか。このまま増えすぎてしまうと産むのが大変になりそうだ。

　結局、昼食は近くのカフェに入ることにした。

　ふたりでサンドイッチを食べながら、今日の検診の報告をする。

　エコー中に赤ちゃんがお腹を蹴ったのが見えたと話すと、紘人さんは自分も見たかったと悔しがっていた。

　普段の胎動の時でも私のお腹に紘人さんの手を持ってくると、なぜかいつも赤ちゃんの動きがぴたりと止まってしまうので、彼はまだ実際に胎動を感じたことがない。

　一度、お腹がぐにょんぐにょんと波打つ様子をスマホの動画で撮って見せたけれど、それだけでもだいぶ感動していたから、早く紘人さんにも自分の手で赤ちゃんが動いているのを感じさせてあげたい。




　昼食の後は、近くにある百貨店に立ち寄ることにした。

　常に多忙な紘人さんとは、なかなかこうして出かける機会も少ないので、一緒に買い物がしたかった。

　立ち寄った百貨店では、まっすぐにベビー用品のフロアへと向かう。

「もうだいぶ揃っているけど、なにか買い足したいものでもあるの？」

　きょろきょろとお店を見回しながら歩いていると、隣を歩く紘人さんに声をかけられた。

　彼の言う通り、赤ちゃんを迎える準備はすでに完璧に近いほど整っている。そのほとんどが紘人さんのご両親と祖父である克爾前会長からいただいた物で、私たちは足りないものを少し買い足したくらいだ。

　私の祖母も赤ちゃんのためにスタイや帽子、靴下などを手作りして送ってくれた。

　みんな赤ちゃんが生まれるのをとても楽しみにしている。私は、それがとてもうれしい。

　この子がお腹に宿ったとわかったときは不安な気持ちが大きくて、今のような幸せな未来は想像ができなかった。

　ひとりで産んで育てると決めたときもあったけれど、こうして周りに支えられながら今日まで無事に妊婦生活を送ることができた。

　あとは私がしっかりとこの子を産まないと――。

　改めてそう決意しながら、私は隣を歩く紘人さんに視線を向ける。

「今日は、洋服を買いたいんです。赤ちゃんが退院して家に帰るときに着る服を選びたくて」

　服や肌着など、すでに十分な枚数があるものの、ほとんどが紘人さんのご両親と克爾前会長が購入してくれたものだ。そのすべてが高級品で揃えられていたのには驚いてしまったけれど、大企業・大鷹ホールディングスを経営する大鷹家の方々からしたらそれが普通なのかもしれない。

　それでも、こんなにお高いものをいただいてしまってもいいのだろうかと不安になって紘人さんに相談すると、『せっかくだからもらっときな』と、とくに気にする様子もなくのほほんと返されてしまった。

　そんな彼も、海外出張へ行った際にブランド物のベビーシューズを買ってきたことがあった。まだ当分履くことはないのに、紘人さんが言うには、『かわいくてひと目惚れしてしまった』ようで、気がついたら購入していたそうだ。

　一方で、私が赤ちゃんのために買ったものがあまりないような気がしたので、自分でもなにか選んであげたくなった。そして思いついたのが、退院した赤ちゃんが初めて家に帰るときに着る〝少しだけ特別な服〟だった。

　どれがいいだろうかとお店をきょろきょろ見回しながら、時々手に取って迷っていると、それを見ていた紘人さんが、クスクスと肩を揺らして笑っているのがわかった。

「どうしたんですか？」

　両手で小さなベビー服を持ちながら振り返ると、不意に彼の手が私の頭に触れて優しくなでてくる。なぜこのタイミングでそんなことをされているのかわからない私は、静かに彼に問いかけた。

「あの……紘人さん。この手はいったい？」

「ん？　真剣に選んでいる桃子がかわいいから、ついなでたくなった」

　そう言って、彼はようやく私の頭から手を離してくれた。

　そんな私たちを微笑まし気に見つめている店員さんと目が合ってしまい、途端に恥ずかしさが込み上げる。私は、手に持っていたベビー服をたたんで棚に戻すと、急いでお店を出てその場を立ち去った。

　私の後を紘人さんがのんびりと追いかけてくる。

「そんなに悩まずに、欲しいと思ったものを全部買えばいいのに」

「いえ、一着で大丈夫です」

　紘人さんと結婚して大鷹家に仲間入りしたとはいえ、いまだに私は独身時代の節約癖が抜けていない。だから、しっかりと選んで一着だけを購入するつもりだ。

「それなら、桃子の気に入るのが見つかるまで思う存分探そう。俺は、子供のために真剣に服を選ぶかわいい桃子を見ているだけで幸せだから、いくらでも付き合うよ」

　そう告げた、彼の手が私の腰に回りそっと優しく引き寄せる。そのまま、にっこりと笑いかけられると、自然と私も笑顔になる。

　私も、幸せだと思う。

　大好きな人と一緒に、愛いとおしい我が子の服を選ぶこの瞬間がたまらなく幸せで……。

　そのときふと、お腹に違和感を覚えた。

　ぐにょんと大きく動く感覚があったのだ。

「紘人さん！」

　私は、彼の手を自分のお腹へと慌てて持ってくる。いつもはこうするとすぐにぴたりと動きを止めてしまうけれど、今日はどうだろう。

「……動いてる」

　しばらくすると、紘人さんがぽつりとつぶやいた。そして、私に視線を向けると顔を綻ばせる。

「すごいな。ちゃんと桃子のお腹の中にいるんだな」

　初めて胎動を感じた彼の瞳は、よく見ると少し潤んでいるような気がした。

「早く会いたい」

「そうですね」

　紘人さんの言葉に、私はうなずく。

　お腹の赤ちゃんが生まれたら、きっと今よりももっと幸せな瞬間が増えるのだろう。

　そんな日々を思い浮かべながら、洋服選びを再開させた。










あとがき




　このたびは『極上社長に初めてを奪われて、溺愛懐妊いたしました』をお手に取っていただきありがとうございます。

　本作は、最初にヒーローの設定が思い浮かびました。

『言葉や態度に落ち着きがあり、性格も優しく穏やかで、周りの誰からも尊敬されて好かれている人』が書きたい……！

　そんなヒーローには、『自分に自信がなくて、ちょっとワケありな生い立ちを持つヒロイン』を溺愛してもらおう……！

　そんなふうに設定を膨らませて執筆を始めました。

　常に物腰やわらかな社長の紘人が、秘かに想い続けている秘書の桃子と一夜の過ちをおかしてしまうことから動きだすふたりの関係。桃子に自分の想いをようやく伝えられた紘人が、一度は振られてしまうものの、優しくグイグイと桃子に迫っていく様子は、書いていてとても楽しかったです。

　周囲にこっそりと応援されながら結ばれた紘人と桃子は、結婚して子供が産まれてからも、きっと幸せに暮らしていくのでしょう！

　子供……で、思い出したのですが、作中で桃子がつわりに苦しむシーンがありますが、私も妊娠中は起き上がれない日があるほどつわりに苦しみました。

　そのときの子も今では四歳になり、家にいると遊ぼう遊ぼうと常に声をかけられるので、なかなか思うように原稿が進みません。

　こんな私ですが、これからもマイペースに執筆を続けていきますので、サイトの方も覗いていただけたらうれしいです。

　今作も無事に一冊の本になることができてホッとしています。

　担当してくださった篠原様。編集協力してくださった佐々木様。美しいイラストを描いてくださったユカ様。本作に携わってくださったすべての皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

　そして、本作をお手に取って読んでくださった皆様。本当に、ありがとうございました！




鈴すずゆりこ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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